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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ







　高い峰みね。鋭するどく切りたっている。

　それは、雲に突つきつけられた剣けんのようだ。晴れた夜に、ふもとからながめれば、月に刺ささっているかのように思えるだろう。

　その峰の、頂上近く。

　きりたった崖がけにうめこまれるように築かれた城の、その中でも、もっとも高い尖せん塔とうに、黄金の姫ひめがおわす玉座の間があった。

　スティニアを統治する旧ふるき血筋には、時として異能を持つ女性が生まれる。そういった女性に捧ささげられる称しよう号ごうが、黄金の姫、なのだ。

　今の黄金の姫は、ラテルアⅢ世という名で、グラダスの全土に知られている。だが、彼女に三人の姉がいることを知る者は少ない。

　彼女たちが、スティニアの宮きゆう廷ていに姿をあらわしたのは、わずか数年前のことだ。

　以来、彼女らは、決して表に出ることはなかった。

　ほんの一ひと握にぎりの人々だけが、彼女たち、四人の姫のことを知っている。そして、〈四姉妹〉の名で、呼んでいた。各国の王族、貴族たちが。そして、リアド大陸の闇やみに巣くうものたちが。

　玉座の間。

　広い空間である。

　他国の玉座の間であれば、タペストリが壁かべを飾かざり、灯ともしびの魔ま法ほうをこめられたドワーフのガラス細工が天てん井じようからぶら下がっている。床ゆかには、豪ごう華かなマーディール絨じゆう毯たんでも敷しかれているだろう。

　だが、ここにはそのどれもない。しかし、ぽっかりとうつろに、ただ広がっている空間であるわけでもない。

　床と天井には、びっしりと何かの文字が描えがかれている。見ていると、ぐうっと押し潰つぶされそうになるほどびっしりと、何も入りこんでくる隙すき間まがないほどに。

　滅ほろびた王国の秘伝であった魔法文字ルーンだ。

　絶大な魔法防ぼう御ぎよがほどこされた玉座の間に、四人の女たちがいる。

　奥まった玉座に座するのは、もちろん、スティニアを導く黄金の姫だ。

　そのかたわらに、白いドレスをまとう、すらりとした長身の女性が控ひかえている。いや、控えているという言葉は、まっすぐに背をのばしたその姿勢にはふさわしくない。かたわらに、たたずんでいる。

　黄金と白金、その二人の姿は、玉座の周囲をおおう影かげに、暗く沈しずんでいる。大きな窓から射さしこむ太陽の輝きも、そこまでは届かないのだ。

　玉座の間まには、また別の色合いをそなえた、二人の美女が控えている。

　右の一人は青銅色の鎧よろいを身に着け、壁に背を預けて無ぶ頼らいな態度だ。

　左の一人は鉄くろがね色いろの革鎧レーザーアーマーを身に帯び、ひざまずいて忠節を表している。

　大きく開かれた窓から見えるのは、雪の冠かんむりをいただいた鋭い峰々である。その峻しゆん烈れつな美しさも、彼女たちの前には色いろ褪あせるだろう。

　肉体の美を司つかさどる神は、赤の月のアルリアナ。そのアルリアナもかくやと思わせるほどの、美び貌ぼうだ。

　だが、四人の美しさが呼び起こす感情は、賛さん嘆たんではない、陶とう酔すいでもない、情じよう欲よくですらない。

　戦せん慄りつ──。

　それこそが、この美女たちを見た人々が抱いだく感情であろう。外見における彼女らの美しさは、内側に秘められたものを、隠しきれていなかった。

　美しいくちびるの奥の、血に濡ぬれた牙きばを。

　澄すんだ瞳ひとみの奥の、凍いてつくきらめきを。

　かくのごとき美女たちが、あわせて、四人。

「……というわけです、姉上」

「ええ、けっこうよ。いよいよ、〈結社〉もおしまい。わたくしたちの時がくるわ」

　その四人こそは、〈四姉妹〉と呼ばれる女たちだった。

　玉座の前に控えた、鉄色の女が、たった今、報告し終えたのは、ほんのわずかな例外を残して、調べ得た限りの〈結社〉の女たちを、帝てい国こく内から抹まつ殺さつし終えたという事実だった。

　古いにしえより続く〈結社〉よりいでて、〈結社〉を滅ぼさんとするもの。それが〈四姉妹〉だ。

「メノアと言いましたか。そのサーライト公子が預かると言った娘むすめからは、目をはなさないでね。あの人も、今はわたくしたちに協力してくださっているとはいえ、実のところは、何を考えているかわかりませんもの。それから、その双子とやらも、いつも通りにしなければね。利用できないのなら、殺すしかありませんわ」

　玉座のかたわら、背の高い──並の男より、頭ひとつ分は上だろう──、ほっそりとした女の白びやく影えいが、そんな言葉を放った。

「でも、レルシェとやらいう、あなたの配下が倒たおされて以降、双子の行方ゆくえはしれないと、そういうことなのだったわね、サレイア」

　優やさしげな、面めん倒どう見みのよい姉。そんな印象を与あたえる声である。

「困ったわ、サレイア。たとえ一人といえど、とりこぼすわけにはいかないのよ。その一人こそが、次の世代で月に至る子を産みだすべく定められた〈結社〉の子かもしれないのだから」
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　白いドレスの女の細い指がもちあげられ、とがったおとがいに爪つめの先せん端たんが触ふれる。その仕草は、どことなく猫ねこを連想させた。

　彼女の爪もまた、猫のそれのように、長く鋭い。

　そして、青かった。

「はい、姉上」

　その白影の問いに答えたのは、正面にひざまずいている、さきほどの報告をもたらした女だった。まだ若そうに見える。二十歳はたちをすぎて、四、五年というあたりだろう。

　彼女が返した短い答えには、なんの感情もこもっていなかった。低いかすれた声質には、もともと感情がこもりにくいのかもしれないが。

　一見、従順そうな姿勢だが、ややつりあがった切れ長の瞳には、ぎらぎらと燃えるものがある。怒いかりか、反はん抗こう心しんなのか、それとも邪じや悪あくへの欲よく望ぼうか。整った顔だちだが、異様な化け粧しようがほどこされている。つんととがった鼻と、しっかりした顎あごが、意志の強さをあらわしていた。大きめの口は、血の色に塗ぬられている。

　異様といえば、身につけている革鎧レザーアーマーもそうだった。もうしわけ程度に要所を守っているきりで、とても実用になるとは思えない。左右がいびつな形をしており、いくつかのとげが伸のびている。奇き怪かいな怪かい物ぶつのようにも見えた。その革鎧から今にもこぼれ落ちそうなくらい、胸も尻しりもよく発達している。

　腰こしまであるまっすぐな金の髪かみを、六本脚あしの蜘蛛くもを象かたどった額冠サークレツトが飾っていた。あるいは、鎧から伸びたトゲも、蜘蛛の脚や牙を模しているのかもしれない。

　爪の色は──肘ひじまでおおう革かわ手て袋ぶくろの下なので、わからない。

「きゃハハハハハ」

　けたたましい笑い声をあげたのは、蜘蛛を身にまとった女──サレイアの右で、壁に身を預けている娘だった。青銅色ブロンズの、鱗うろこ型鎧を身に着けている。

「〈結社〉の子供たちを追いかけて、仕損じたことがなかった、鉄の姫ことサレイア姉貴が、まんまと出し抜ぬかれたってわけだね」

　にやにや笑いを浮うかべている、化粧気のない顔は、まだ幼さをわずかに残している。大きな丸い瞳にあらわれる表情が、とりわけ子供めいていた。まだ、少女期を抜けだしたばかりの年ねん齢れいだろう。だが、幼さは、弱さや純じゆん粋すいさばかりを意味しない。無む思し慮りよで、無む邪じや気きな、幼子ゆえの残ざん酷こくさ。そんなものだって、ある。

　少女の笑い声に、鉄の姫サレイアは答えなかった。

　代かわってたしなめたのは、玉座のかたわらの白影。

「およしなさい、フエイア。あなたも青銅の姫の名を授さずけられた身なのですから、少しはお行ぎよう儀ぎというものを身につけなくてはね」

　フエイアというのが、少女の名前であるらしい。

「授けられたって、あたいが望んだわけじゃないさ」

　少女は、口の中だけで呟つぶやいた。

　やや青みがかった黒くろ髪かみを、後頭部で束ねている。いわゆる根ね結ゆい髪、地方によっては馬の尾ポニーテールと呼ぶものだ。

　二人の姉に比べると小こ柄がらだが、手足はすらりと伸びていた。肌はだは小麦色によく焼けている。

　かすかにつりあがった瞳は、ころげ落ちそうなくらい大きい。丸い鼻や、小さな口は、かわいらしいと言ってもいいくらいなのだが、そこに刻まれた表情は、見る者にそんな言葉を口にさせない何かを秘ひめていた。

　胴どう体たいは、小さな金属片へんをつなぎあわせた、鱗鎧スケイルアーマーに覆おおわれていた。胸はゆるやかにふくらみ、腰はきゅっと締しまっている。彼女も、肩かたから先、そしてふとももの半ばから先は、素す肌はだがむきだしだった。その爪は、銀色に塗られている。

　細い腰には、まるで帯のように、青銅色ブロンズの蛇へびが巻きついていた。

「サレイアに、失敗があったわけではありませんよ。これは運です」

「へいへい、姉さま。しょせん、あたいは青銅。白金の姫には逆らえません」

　青銅の姫フエイアは、ひょいと肩をすくめてみせた。しかし、口もとはまだ笑っている。その口調に、鉄の姫サレイアの眉まゆがぴくりと跳はねた。その手が、腰にさげられた剣の柄つかを握にぎる。

「サレイアも、おとなげないわよ」

　のんびりとした、幼い子供をなだめるような口調で、白影が言う。その称号は白金の姫。

「そうそう、サレイア姉貴は、もう少し、辛しん抱ぼう強づよくならなきゃ。今度は、肝かん心じんのことを吐はかせる前に責め殺さないようにさ」

　鉄の姫サレイアは、妹を見ないまま、ゆっくりと続く言葉を口にした。

「フエイア、余計な忠告だ。私は、おのれのするべきことはわきまえている」

　この高山の寒気に耐たえて飛ぶ雪ゆき鷹たかすらも、凍こおりつかせるような声だったが、フエイアの笑いを消すことはできなかった。

「ふん。これが余計な忠告かどうか決めるのは、姉貴じゃないんじゃないか？　仕事の結果が、結局、どうなったかだろ？」

　鉄の姫サレイアの全身から、鬼き気きがほとばしった。低い姿勢が、ますます低くなる。それは、獲え物ものを狙ねらう魔ま界かいの蜘蛛の姿勢だ。

　それに応こたえるように、青銅の姫フエイアの背中が壁をはなれる。まるで、邪じや境きようの蛇が鎌かま首くびをもちあげるような仕草。

　だが。

「喧けん嘩かはつまらないわよ」

　ほんのかすかに。

　白金の姫の声にはいりこんだ響ひびきが、蛇のごときフエイアに、その白い歯を隠させた。蜘蛛のごときサレイアに、殺気をはなつのをやめさせた。

「ま、あたいだって、別にサレイア姉貴の機き嫌げんをそこねたいわけじゃないからね」

　背をふたたび壁に預け、腕うでを組み直しながら、フエイアは言った。腰の青銅色ブロンズの蛇が、ゆっくりと彼女の体をのぼり、慰なぐさめるように頰ほおに頭をこすりつけた。

　サレイアも、無言のまま、姿勢をもとにもどす。

「久しぶりに、四人の姉妹が勢ぞろいしたのですから、仲よくしなくてはね。ねえ、そう思わないこと、ラテルア？」

　そう言うと、最強の邪術師ソーサラーたる白金の姫は、玉座の娘の顔をのぞきこんだ。

　黄金の姫の玉座。グラダスにいくつも玉座は存在する。しかし、これほどに高価な玉座は、またとあるまい。それは、全すべてが、たった一つの龍眼玉ドラゴン・ストーンを刻んで作られていたのだ。

　その玉座に座することが許されたのは、長きスティニア高地王国の歴史のうちでも、わずか三人しかあらわれなかった、黄金の姫ひめだけである。

　だから、その娘もまた、黄金の姫であることは間ま違ちがいがなかった。

　黄金の姫。人を超こえた力をふるい、スティニア高地王国に、黄金の時代をもたらすとされている。はたして、それが真実なのかどうか。今までにあらわれた三人の黄金の姫たちと、この姫とは、どこが異なり、どこが重なっているのか。

　そして、今、その玉座に座しているのは小さな影だった。十歳くらいだろうか。青銅の蛇を巻きつかせたフエイアより、七つか八つは年下といったところだ。

　だが、その人ひと影かげからは、いっさいの生気というものが感じられなかった。

　影の中で、大きな瞳だけが輝かがやいている。その瞳は、水すい晶しよう球きゆうのように、ただ、おのれをのぞきこむ姉の姿を虚むなしく映しているだけだったのだ。

　三人の姉たちを見たものが、その美しさに戦慄を覚えるとすれば、黄金の姫の美しさを見たものは、ただ、空くう虚きよを感じるであろう。

　なにもかもを吸いこみ、そして破は滅めつの虚こ空くうへと送りだす空虚を。

　その空虚を見つめる時に、三人の姉妹はそれぞれに異なった表情を浮かべる。恐おそれ、反発、そして憧あこがれ。

「そろそろ本題に戻もどろうじゃない、姉さま」

　青銅の姫フエイアが、いらだったような声をあげた。

　だが、しばらくは、白金の姫は、黄金の姫の顔をのぞきこんだままだった。黄金の姫から答えが返ってこないことを確かめるかのように。

　返ってはこない。

「そうね」

　白金の姫は、身を起こした。胸の前に垂れ下がった髪を一ふさ、優ゆう雅がな仕草で後ろに回す。不安感をはらいのけようとしているようでもあった。

「帝国で逃にがしたのは、その双ふた子ごと、餓が鬼きと、それから北の山脈生まれの魔術師ウイザードだっけね。で？　合計で何人殺したのさ、五人の〈子供〉を追いつめるために」

　皮肉めいた青銅の姫の言葉に、鉄の姫サレイアは、眉ひとつ動かさずに答えた。

「三百人くらいになるか」

「へえ」

　青銅の姫は、感心したように声をあげた。

「姉貴にしちゃ、少ないじゃないか」

　鉄の姫サレイアは、むっつりとしたまま答えない。

「困ったものですよ。〈結社〉のお母さま方が、もっと素す直なおに協力してくだされば、そんなに死なせずにすんだのですけれどねぇ」

　白金の姫は、細い眉をそっとよせた。

「姉上のおおせのとおり」

　サレイアが小さくうなずく。

「素直に協力したら、拷ごう問もんする口実がなくなって残念がったくせに」

　その姉を横目で見ながら、青銅の姫フエイアがぽつりと言った。

「これ」

　白金の姫が、小さく叱しかる。

「本当のことを言うものじゃあなくってよ」

　そして、三人の姉妹はそろって笑い声をひびかせた。

　白金の邪術師ソーサラーは口もとを隠かくして。

　鉄の蜘蛛は含ふくみ笑いを。

　青銅の蛇は、げらげらと高笑いを。

　その光景を、黄金の姫の空虚な瞳ひとみが映していた。

「さあ」

　その笑いがおさまった後で、白金の姫が言う。

「もうすぎたことはよろしいでしょう。肝心なのは、これからのこと」

　彼女は、玉座のかたわらから一歩進みでた。

「我ら四姉妹の力が、すべての子らを抹まつ殺さつし、真に世界を導く〈月に至る子〉とならんがために、今、なにをなすべきであるのか、それを話しあいましょう」

　朗々とした声をはりあげ、両の腕を空に向けてさしあげる。

　空──すなわち、月に向けて。なにやら、儀ぎ式しきめいた声と仕草であった。いや、それは儀式そのもの。そのはじまりを告げていたのだ。

　白金の姫に応じるように、鉄と青銅も姿勢を正した。移動して、三角形を描えがく。

「その手立ては既すでにわかっている」

　青銅が答える。

　その声には奇き妙みような抑よく揚ようがついていた。

「うち壊こわせばよいのだ、この世を。まかせよ、我に。我は青銅、すなわち穂ほ先さき」

　奇妙な力が、その部屋に満ちはじめていた。

「いかなる槍やりも、貫つらぬけぬ盾たてがある。されど、盾には大きさの限りがある」

　歌うように、鉄の姫サレイアが答える。

　古代魔ま術じゆつの秘ひ儀ぎにいわく。

　三者なるもの、すなわち、声をあわせ、意をあわせ、ともにその至らんとすべき地を唱えよ。その声、響きよう和わ声せいの歌となれば、おのずから道は語られん。

　既に失われたと考えられていた、古代の術形態の一つである。

　この三人が行っているのは、それなのだった。特別な抑揚で言葉を語ることによって、みずからの能力を解放し、すべての知識と判断力を共有して、よりすぐれた方法を探さぐろうとする手段なのだった。魔ま法ほうというよりは、思考のための技術とするべきかもしれない。

　失われたはずの、その成果を、この三人の女たちは復活させていたのだった。白金の姫ユメリアがやってのけたのだ。

　この一事をもってしても、彼女たちの尋じん常じようならざる知識がうかがえる。

「盾たらんとするは、〈結社〉が計画。一千年の古いにしえより、組み合わされた交配が産みし子ら。されど案ずるなかれ。この鉄の網あみが搦からめとる。動かざる盾は、もはや盾にあらず」

　鉄の姫が、糸をつむぐように長い指を動かした。

「網より逃げしものはいかにする？　網には隙すき間まがつきもの。隙間あらばすりぬけるも可」

　挑いどみかかるように青銅が問い掛かける。

「ならば、さらに大きな網を投げよう。さらに細かき網を投げよう」

「いずこに向けて？」

　しばらくの沈ちん黙もく。

　そして白金の姫が呟くように歌った。

「〈結社〉に生まれしものは、〈結社〉に帰る」

　その言葉を聞いたとたんに、娘むすめたちの描く三角形にひびが入ったようだった。

「我らは帰らぬ。支配するは我なり」

　怒いかりに満ちて、鉄の声が高まる。

「我らは〈結社〉を破滅に」

　嘆なげきを秘めた声で、青銅が言う。

「そう、我らは違ちがう」

　静かな白金の声が、乱れかけた調和をなだめた。

「我らは〈結社〉よりいでて、それを超えるもの。月の定めを断ち切らん。されど、かの者たちは我らにあらず」

「ならば」

　鉄と青銅。二つの声が唱和する。

「かの者たちは帰るであろう」

　その声の余よ韻いんが消える。とともに、三者の調和は消えた。知ち恵えは、既に授さずけられたのだ。

「なら、やることは決まってるね」

　そう言った青銅の姫フエイアの声は、既にいつもの調子に戻っている。

「戻るとすれば……」

「陸から戻れるわけないんだから、海だろ。姉貴配下の組織にゃ、確か海かい賊ぞくもいたよな」

「蜘蛛くもの牙きば。青真珠ブルーパールのメルヌと、海鳴石アクアマリンのサーリーンが率いている」

　青銅の姫フエイアではなく、白金の姫ユメリアを見つつ、鉄の姫サレイアは答えた。

「では、その者たちに命じなさい。殺せ、と」

「メルヌっていえば、例の〈木〉を育ててるやつだろ？　ちょうどいいじゃないか」

　フエイアは、にっと笑って、くちびるをその舌でなめた。それは、長く、とがっていて、先が二つに割れている。

「いけにえにしちまえばさ」

　鉄の姫が、そっけなくかぶりをふった。

「あれは頼たよれぬ」

　けげんそうな顔つきだった青銅の姫フエイアは、ぽんと手を打った。

「ああ、そうか。そういや、あいつは」

「我ら四姉妹をさまたげるものは、何なん人ぴとであろうとも排はい除じよしなければ。わたくしたちの理想のために」

　白金の姫ユメリアは、そう誓せい言ごんした。みずからに課した、果たされねばならぬ誓ちかいである。

　かくして、双子に敵があらわれた。
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　通りは賑にぎやかだったが、完全に姿を埋まい没ぼつさせられるほどではなかった。

　正面から二人の兵士が、歩いてくる。

　身につけているのは、船上で身軽に動ける革鎧レザーアーマーではない。金属の細さい片へんをつなぎあわせた甲片鎧スケイルアーマーだ。上うわ衣ぎの胸のあたりに、小さな黄金三頭獅じ子しの紋もん章しようが描かれている。

　つまり、帝てい国こくの正規兵であるということだ。

　そして、兜かぶとに飾かざられた小さな隼はやぶさのしるしは、彼らが都市警備の任についていることをあらわしている。この港町セルタークの警備についているに違いない。

　もちろん、手配書きは回っているだろう。アンディとエフェメラの似顔絵つきだ。エフェメラとしては、似ているとは思いたくない出来なのだが、この町にたどりつくまで、その似顔絵のおかげで、二度ほど見とがめられている。金色の髪かみの青年と、黒くろ髪かみの娘の組み合わせが、それほど珍めずらしいとも思わないのだが。

　人ひと違ちがいされて、迷めい惑わくしている人もいるだろうな──エフェメラは、また今の事態とは直接かかわりのないことに思いを飛ばしてしまいそうになり、あわてて考えを引き戻もどした。

　人違いされているだろう、どこの誰だれともしれない人物の心配をしている場合じゃない。今は、自分のことをなんとかしなければ。

　顔を見られれば、すぐにそれとわかってしまうと思っていたほうがいい。しかも、真っ昼間である。姿を隠してくれる暗くら闇やみはない。

　危険だ。

　もっとも、危険は承知の上で、こうして町の中を歩いていたのだが。

　今までは、街かい道どうをはずれ、荒こう野やや山中を旅してきた。とんでもない事件に出会ったのも、二度三度ではない。しかし、故郷グラダス半島に向かう船に乗るためには、いつまでも道のないところを歩いているわけにもいかないのだった。

　まだ、兵士たちは、こちらに気がついていない。だが、それも長くは続かないだろう。彼らは、油断しているわけでも、お互たがいに会話しているわけでもないのだ。周囲に気を配りながらやってくる。残念なことに職務熱心な警備兵だった。

　すれちがう時には、まず、間ま違ちがいなく気づかれる。それを恐おそれて顔をそらせば、やっぱり不ふ審しんがられるだろう。

　さて、どうするか？

　あの二人だけなら、戦って、勝てないこともない。しかし、ここで騒さわぎを起こせば、船に乗り遅おくれてしまう。ただの船ではないのだ。遅れた者は、容よう赦しやなく置いてゆかれる。

　兄は、どうするつもりだろう。エフェメラは、かたわらの、彼女より少し高い位置にある顔を見つめた。

　アンディは、ゆっくりと足を進めている。まっすぐ、前に。まさかとは思うが、このまま、正面からすれちがうつもりなのだろうか。

　エフェメラは、かすかな不安にかられた。

　あの翌日から、アンディは、それまでと変わらないようにふるまっている。だが、エフェメラには、ほんのかすかな違いがわかる。ちょっとした言葉、ちょっとした仕草に、どこか感じ取れるのだ。

　アンディは、生きのびたことを悔くやんでいるのかもしれない、と。

「次の路地に入ろう」

　だから、兄がそう囁ささやいた時、エフェメラは、ほっと息を吐はいた。

「ちょっと露ろ骨こつすぎない？　あからさまに兵隊さんを避さけてるよ、それじゃあ」

　そのとたんに、反論が口をつくのは、安心した反動なのか。それとも、性格のなせるわざなのか。

「何をしたかて、あからさまには違いないわな。気にしてもはじまらんわい。どうせ逃にげるんやったら、距きよ離りの開いてるうちがええ」

　タッタが言った。幸いなことに、まだ、彼のことは帝国に知られていない。知られていれば、一いつ緒しよに行動してはいられなかっただろう。鮮あざやかな緑の羽のミュルーンは、一目で見分けがついてしまう。アンディとエフェメラの双ふた子ごどころの話ではない。彼のぶんまで、似顔絵が回されていれば、とうていこうして町中を歩くことなど不可能だったろう。鳥人間ミュルーンは、常に人目をひくというほどではないにしろ、やはり目立つ存在だ。

　だが、タッタが適度に目立ってくれるおかげで、かえって双子は隠かくれることができていた。

　今までは。

「この路地にしよ。行き止まりにはなってへん」

　ちらりとのぞいて、タッタが独り言のように呟つぶやいた。

「さりげなく動けよ、一応」

「うん」

　上の空で返事をしながら、エフェメラは、横目で警備兵たちのようすをうかがった。そんなことをすれば、かえって怪あやしまれるとわかっていながら、そうせずにはいられなかった。

　視野の片かた隅すみで、兵士の一人が、こちらを見るのを、エフェメラは捉とらえた。

　気づかれたのだ。

「来るよ」

　エフェメラの抑おさえた声に、アンディはこくりとうなずいた。

「お前が頼りだぞ」

　短いその返答に、エフェメラは、わが耳を疑いそうになった。彼女が仕える神、物語と幻まぼろしを司つかさどるシャストアが偽いつわりを囁いたかと思ったのだ。兄が自分を頼るなんて。

「あのあたりがええやろ」

　言われたエフェメラ本人よりも、タッタのほうが先にアンディの意図を理解していた。すたすたと歩く。

　狭せまい路地だ。左右のゴミ箱から、ゴミがあふれだしていて、いっそう狭くなっている。

　エフェメラは、ここを抜ぬけて、別の通りに出るのだと思っていた。だが、タッタは立ち止まると、その積みあげられたゴミの山の一角をひっくり返した。

「ちょっと臭くさいが、まあ我が慢まんしようか。後でしっかり羽づくろいせんなんな」

　タッタとアンディが、野営の後、きちんと後片付けをするのは、決して追っ手を恐れてのことだけではないのだ。

「そんなとこに隠れても、すぐに見つかっちゃうよ」

「まだ、わかってへんのかいな。お前さんが頼りやっちゅう意味が」

　タッタに、そう言われて、ようやくエフェメラは悟さとった。

「あ、そういうことか」

　ぺろりと舌を出す。

　エフェメラは物語と伝承の神シャストアの神官。

　すなわち、幻を操あやつる魔ま法ほうの使い手だ。

「なるべくくっついて座ってよね」

　エフェメラが呪じゆ文もんを唱え終わるのと、路地に警備兵が入ってくるのは、ほぼ同時だった。

　二人は、きょろきょろとあたりを見回した。どちらも、まだ若い。

　片方はガヤンの聖印を、胸のあたりに縫ぬいつけてある。平信者というところだろう。その兵士が、エフェメラたちがうずくまっているあたりを見た。

　眉まゆが、ぎゅっとよせられる。

「でっけえ、豚ぶたの置物。どうして、こんなとこに捨ててあるんだ？」

「おい、そんなこと言ってる場合じゃないだろう」

　もう一方が、彼の肩かたをつかんでうながした。

「はっきり思いだせないが、あの連中の顔、どうも回ってきてた手配書きにあったような気がする。うまくすれば報ほう奨しよう金が出るぞ」

　兵士たちは、足を速めて、路地から出ていった。蹴け飛とばされそうになって、驚おどろいたネズミがゴミ袋ぶくろにもぐりこむ。

　兵士たちが路地を出てからしばらくして。

「行ったかな？」

　豚の尻尾しつぽのあたりから、そんな声が聞こえた。

「みたいやな」

　豚のおなかあたりから、返事が聞こえた。

「それにしても、エフィ。何も、こんなもん作ることないやろが」

　タッタの声と同時に、豚の姿が消え、体を縮めてうずくまった三人の姿があらわれた。

「しかたないじゃない。だって、他ほかに思いつかなかったんだもの」

　そう言ったエフェメラの足もとには、右の前足がない豚のぬいぐるみがころがっている。

　妹のかたわらでアンディは、天を仰あおいで、なにやらもぐもぐと口の中で呟いていた。ガヤン神に、祈いのりを捧ささげているのだろう。彼が神官として仕える神ガヤンは、法と契けい約やくの神であり、偽りを好まない。

「まあ、ええけどな、ごまかせてんから」

　タッタも、ぶつぶつと言っているが、こちらは、神を信しん仰こうするという習慣がほとんどないミュルーンだ。懺ざん悔げをしているわけではない。

「しかし、あいつらも、よくこんなもんで騙だまされてくれよったな」

「そう言わないでよ、タッタくん」

　エフェメラは、ちょっと拗すねた顔つきで、わざとらしく爪つめを嚙かんだ。

「まあ、これもエフィの魔法の腕うでがええからやということにしとくか」

「でへへ」

　と、照れ笑いをしてみせたところで、エフェメラはちらりとアンディを見た。

　いつもなら、そんなことを言っている場合じゃないだろうと、お説教が飛んでくるところなのだが。

　エフェメラの視線に気がついたのか、アンディが彼女を見返した。

「さあ、行こうか。今のうちに船に逃げこまないとな」

「うん」

　その時である。

「おいっ！　お前たちっ！」

　怒ど鳴なり声がした。

「へぇ？　わいらのことでっか？」

　ことさらにゆっくりと、タッタがふりむく。

　警備兵たちだ。トルアドネス帝国の兵士なら、赤い月の信者たちを追うこともある。幻の呪文のことも心得ているだろう。

「そっちの女、シャストアの信者だな」

　ガヤン平信者のほうが言った。

「走れ！」

　アンディが叫さけぶ。

　すかさず、エフェメラが呪文を唱えた。狭い路地が《闇ダークネス》に包まれる。

「おのれっ」

　闇の壁かべの向こうから、叫び声がした。それから、はでにころぶ音もする。散らばったゴミのなかには、ぬるりとした果物の皮もあったのだ。

　双子と、タッタはあわてて逃げだした。

「あほぅ。やっぱり、あんなもんで騙されるやつなんかおれへんわいっ！」

「さっきは褒ほめたくせに」

「つまらないことを言ってないで、走るんだ」

　アンディが、叱しかる。いつもの調子だ。

　エフェメラとタッタは、顔をみあわせて笑った。

　しかし、その笑え顔がおも長もちはしなかった。眼前に、別の警備兵が二人、あらわれたのだ。

　まだ、ほんの子供といっていい年ねん齢れいの兵士である。見習いかもしれない。どちらも腰こしがひけている。

「嚇おどかしたれっ！」

　言うが早いか、タッタが槍やりをくりだした。いつもより、わずかに鈍にぶい動きだ。若い兵士は、それをかろうじてはらいのけた。

　エフェメラも、細剣レイピアを抜き、マントをひるがえした。もう片方の兵士が、思わず一歩さがる。シャストア信者の華か麗れいな剣けん技ぎについて、過大な評判を聞かされているのだろう。

　そこへすかさずアンディが進みでて、ガヤン・ネットで剣をからめとった。

　一方、タッタは、くるりと槍を返して、石いし突づきで兵士を殴なぐりつけた。相手は、盾たてで受けようと左ひだり腕うでをあげたが、間にあわない。がつんと殴られて革かわの兜かぶとがずれる。その下にあった髪かみの毛が、はらりとこぼれ落ちた。

　赤毛だ。

　奪うばい取った剣を地面に捨てて、駆かけ抜けようとしていたアンディの動きが、はっと止まった。

「どあほ！」

　そのアンディの尻しりを、タッタが蹴け爪づめで蹴りつける。

「兄さん！」

　先を行きかけていたエフェメラが、振ふり返ろうとした。

「すまん」

　だが、それを止めるようにアンディは言い、そしてもう一度走りだしたのだ。

　若い二人の見習い兵士は、それを怯おびえた顔つきで見送っている。

「ほんまに、もう。ええ加減にしてくれよ、アンディ」

　タッタが言った。アンディは小さくうなずいただけだ。

　闇から抜けだした警備兵が、見習いを怒鳴りつける声がかすかに聞こえてきたのは、かなり引き離はなしてからだった。通りを行く人々は、この騒そう動どうにも無関心なようすだった。無関心を装よそおっているだけかもしれないが。

　この港町セルタークでは、逃げる赤い月信者と、それを追う兵士たちの姿など珍めずらしくもない。セレン内海に面するこの港は、内海をはさんだグラダス半島への航路の出発点である。そして、セレン内海には、帝てい国こくに対たい抗こうする赤の三国の一つ、カルシファード侯こう国こくも浮うかんでいる。

　双子とタッタは、次々に路地を曲がり、港を目指した。どうやら、追っ手はふりきれたようだ。

　歩調をゆるめながら、タッタはアンディの胸を羽で叩たたいた。

「赤い髪でも、女や、いうんやったらまだわかるわい。髪の毛の色だけで、いちいち動どう揺ようしとってどないすんねん」

　タッタは、くちばしの先を丸めない。
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「ああ、わかってる」

　アンディは、視線を足もとに落としたままで答えた。

「わかってるだけやったら……」

　エフェメラは、タッタの肩をぎゅっとつかんだ。

「……わかってんねんやったら、もう、ええわ」

「そうじゃないの、タッタくん。兄さんにはお説教してもらっていいんだけど」

　エフェメラは、言った。

　目の前から、また兵士たちが歩いてきている。海兵軍の兵士だ。はたして彼らが手配書きに目を通しているのかどうかは、わからないが。

「ええ加減にしてくれ」

　タッタがぼやいた。
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　海兵軍の兵士は、手配書きを見ていた。おまけに賞金の額も覚えていた。

　その額が、彼らが博奕ばくちで作っていた借金と同額だったのは、はたして幸運神タマツトの導きだったのか、〈悪魔〉のささやきであったのか。

　彼らは、町の警備本部に通報することなく、隊の身内の兵士だけで追いかけてきた。

　とは言っても、先へ進めば進むほど、海兵たちは増えていった。それもあたりまえだ。海兵たちは、帝国の軍船に乗りこんでいる兵士たちである。そして、三人が目指しているのは波は止と場ばだったのだ。

　あちらに走り、こちらに走り、ようやく三人が波止場にたどり着いた時には、出港の鈴すずの音が、がらがらと鳴らされていた。

　鳴らしている船の名は、〈レニアルスのさざ波〉号。

　双ふた子ごたちが、乗るはずの船だ。

「待った、待ったぁ！」

　渡わたし板をひきあげようとしていた船員に、タッタが大声で怒鳴る。驚いたようすで、船員の動きが止まった。

　三人は、勢いよく駆け……こもうとしたのだが。

「どしたの、タッタくん？」

　渡し板にさしかかったところで、タッタの動きも、船員同様に止まってしまったのだ。

「あ～、あかんねん」

「へ？」

　けげんな顔をするエフェメラに、タッタは、ひきつった顔を向けた。

「あかんて。ミュルーンは海に浸つかると溶とけてしまうねん」

「うそっ!?」

　エフェメラは、心底、驚おどろいた。彷徨さまよいの月や、銀の月を信仰する種族は、同じ〈源人〉を祖先とするとはいえ、エフェメラたち人間族とはずいぶん異なっている。だけれど、まさか、そこまで違っているとは。

「噓うそだよ」

　アンディが言った。

「そんなわけないだろう。忘れたのか、エフィ」

　タッタは、広い水が苦手なのだ。

「噓やない～、溶ける～。やっぱり海なんかいややぁ」

　ちらりと聞いた話では、昔、宝探しをしていた時に、ずいぶんとひどい目にあったらしいのだが。

「大だい丈じよう夫ぶよ、この船は沈しずんだりしないから」

　エフェメラが言っても、タッタは脚あしがすくんだままだった。しかたなく、アンディが、わめくタッタをかかえて板を渡る。板がしなうたびに、タッタは、悲鳴をあげた。甲かん板ぱんに飛びこんだときには、あやうくつまずきそうになった。

「おうっ、なんだ、お前たち」

　甲板にいた中年の男が、船上剣カトラスの柄つかに手をのばしていた。それまで彼と話していたらしい中年の女と少女は、隠かくれるように彼の背後に回っている。がっしりした筋肉質の体つきは、腹のまわりこそ少々たるんでいるものの、充じゆう分ぶんに頼たよれそうだ。

「待った、待った。怪あやしいもんやないっ」

　あわててタッタが叫んだ。海と何枚か木の板を隔へだてて、どうにか正気を取り戻もどしたらしい。

「キーンブルクのバササの紹しよう介かいや！　グラダスまで乗せていってくれ」

「ほほう、バササのね」

　船上剣カトラスに手はかけたものの、その言葉で抜ぬくのはやめたらしい。しかし、男は、気をゆるめたようすはない。

　身に赤い布を巻きつけていることからして、どうやら、この男が船長らしい。彼は、長い年月を海の上で過ごした者らしい浅黒い顔に、にやりと笑いを浮かべた。

「来ないのかと思ってましたぜ。ま、誰だれの紹介かはどうでもいいやな。船賃をきっちり払はらっていただけりゃあね」

「そら、あんたの言う通りやな。せやけど……」

　金の話になるととたんに元気を取り戻して、値切り始めようとしたタッタのくちばしを、アンディが押さえた。

「正当な報ほう酬しゆうなら、もちろん、きちんとお支払いします」

　もっとも、アンディの言葉に、かすかな不快感がまじっているのは、エフェメラでなくてもわかったろう。

「ガヤンの信者らしい答えっスな」

　船長らしい男は、ぺっと甲板に唾つばを吐はいて言った。アンディの言葉が気に入らなかったというわけではないらしい。唾を吐くのは、単なるくせのようだ。

「それから、乗せる前にこいつは訊きいときたいんだがね、お客さん」

　船長らしい男の笑いが、にやりと大きくなった。

「あいつらは、お前さんたちを追いかけてきてるんで？」

　海兵たちが、桟さん橋ばしにやってきたのだ。〈レニアルスのさざ波〉号に乗せろと騒さわいでいる。はじめに気がついた、髭ひげ面づら、傷きず痕あと、小太りの三人組にくわえて、その仲間たち、あわせて十人あまりもいるだろうか。

「どうしますかい、船長？」

　渡し板をもった船員が、中年男の顔を見て、そう言った。彼は、船長とアンディたちと海兵たちを替かわる替わるに見ている。

　船長は、値ね踏ぶみするように、アンディたちを見た。

「えっとですね」

　エフェメラは、迷っていた。なんと答えるべきだろう。うまくごまかす手段も思いつかない。正直に答えたほうがいいのだろうか。

　それなら、ここは兄さんに、答えをまかせておこう。

　そのアンディは、きっぱりとしたようすで、うなずいた。

「ええ、その通りです。それでは、乗せてもらえませんか？」

「ふむう」

　船長は、うっすらと不ぶ精しよう髭ひげがのびはじめている顎あごを、ぐいっとこすった。

　船員のほうは、あきらめきった顔つきだ。

　船長は、にっと笑って、黄色く染まった歯を、歯ぐきまでむきだしにした。

「船を出すぞ、野や郎ろうども」

　命令をくだすまでもなかった。船員たちは、既すでに動きはじめている。

「ガヤンの信者なのに、帝国を怒おこらせるとはたいしたもんですな。何をやったかはともかく、度胸だけはすわっとるようだ」

「そいつらは、手配の回ってる悪党なんだぞ。すぐに引き渡しやがれ」

　船長の言葉を聞いていたかのように、海兵の一人が叫さけんだ。

　船長は、軽く肩かたをすくめるとアンディに訊たずねた。

「お名前は？」

「ぼくはアンディ・クルツです。こちらは妹のエフェメラ。そして、友人のタッタ・スウィフトフット」

「わっしは、この船の船長、マーレイ・ラントっス。よろしくお願いしまさあ」

　船長は、ようやく船上剣カトラスの柄から手を離した。

「おう、お嬢じようさんがたは、船室に引っこんでてくださいよ。ま、心配せんでも、やつらが乗りこんでくることはないですぜ」

　ラント船長は、くるりとふりかえると、彼の背後に隠れていた女たちにそう言った。

「よろしくお願いしますわ、船長」

　中年の女のほうが言い、少女がぺこりと頭をさげた。

「まかしてくだせえ。さてと、お前さんたち……」

　船長は、アンディたちのほうに、もう一度向き直って、ふっと言葉を切った。

「どうしたね、アンディさん？」

　アンディは、こわばった顔つきだ。

「あ、いえ」

　彼は、額に手をあてると、一いつ瞬しゆん、目を閉じた。それを開いた時には、もう平静な表情に戻っている。

「船長さん、あの人たちは、アルリアナの？」

　エフェメラが問いかけた。

「ああ、そうっスよ。よくわかりますね」

「あたしもシャストアの神官だから……」

　彼女たちの、くるくると結ゆい上げた髪かみをまとめているのは、色とりどりの短いリボンだ。風にゆらめき、美しさを象しよう徴ちようするそれは、アルリアナの聖印である。

　中年のほうは銀ぎん髪ぱつだが、少女の髪は、あざやかな赤毛だった。アンディは、その髪を見ていたのだ。

「あんたたち同様、この国にはいられない身の上でね。おっと、いけねえ」

　言葉を切って、船長が動いた。エフェメラのかたわらを行き過ぎて、船べりに駆かけ寄る。

「このやろっ」

　船長は力任せに、そこにひっかかっていた鉤かぎをはずした。鉤には、縄なわがつながっている。もちろん、下の海兵たちが投げたのだ。

「ちっ、こりゃ、多少厄介かな」

　海兵たちは、船の乗りこみ戦いくさの専門家である。この船は、帆ほを上げて、いつでも出港できるようにしてあったとはいえ、そうすぐに速度が出るわけもない。のろのろと進んでいては、入りこまれてしまうだろう。

「どうするかな」

　船長が、腕うでを組んでいるあいだにも、次々に鉤つき縄が投げあげられてくる。

「お手伝いさせてください」

　アンディが進みでた。

「船員さんたちに、目を閉じているように伝えていただけますか」

「それじゃあ、船が出せやせんが」

　船長が首をかしげる。

「目を閉じているのは、ほんのわずかな間ですみます」

　船長は、きょとんとした顔つきだったが、すぐに何か思いついたようだ。近くにいた船員を走らせた。

「そうか、ガヤンの信者なんですな、あんた」

「いちおう、神官なんだよ」

　精神を集中させているアンディに代わって、エフェメラが答えた。

「輝かがやけるガヤンよ」

　大きく両手を左右に広げて、アンディは口にした。まだ、不慣れな呪じゆ文もんなので、どうもぎこちない。呪文を唱える声も、はっきりと出さなければ、精神の集中がうまくいかない。

「御おん身みが光を我がてのひらに、今、激しく輝かせたまえ」

　てのひらに、のあたりで、船長が片手をあげた。船員たちが、エフェメラとタッタも、ぎゅっと目をつむる。それを見て、海兵たちの中にも気がついた者がいたらしい。

　アンディのてのひらから、激しい《閃光フラツシユ》がほとばしった。

　しかし、それで目をくらまされたのは、海兵たちの半分ほどの人数だった。残り半分は、目に涙なみだをにじませながら、まだ、しつこく乗りこんでこようとしている。

「もう少し、素す早ばやく光ってりゃあな」

　船長が、小声で呟つぶやいた。

「ま、多少の時間は稼かせげましたぜ。感謝しまさぁ」

「もとはといえば、こちらのせいですから」

　とうのアンディは、すまなそうな顔でそう答えたが、エフェメラは少しむっとしたようすだ。

「じゃあ、今度はあたしがやるわ」

　エフェメラが、ぐるんと腕を回した。

「ここは、あたしたちにまかせて、船長さんは出港の指揮をとってよ」

「わっしが下手へたに口を出すと、かえってやつらぁ、混乱しちまいますんでね」

　船長は興きよう味み津しん々しんという表情である。

　エフェメラは、それ以上はなにも言わず、呪文に精神を集中しようとした。しようとしてから、どんな呪文を使うのか考えていなかったことに気づく。闇やみで覆おおうか？　しかし、闇の大きさはたかがしれている。怪かい物ぶつの幻げん覚かくでも作って嚇おどかしてやろうか？　子供じゃあるまいし、そんなことで逃にげだしはしないだろう。

「幻まぼろしよ、影かげよ、シャストアの導きにて」

　エフェメラは、呪文を唱えた。ただし言葉は、精神を集中し、世界を構成する〈波動〉をゆらめかせる助けとなるものにすぎぬ。使う魔ま法ほうごとに定まった言葉があるわけではない。

　エフェメラは、その意志の力で赤の月が送りだす〈波動〉を従わせた。世界は、さまざまな〈波動〉の相そう互ご干かん渉しようによってなりたっている。その〈波動〉をゆらめかせれば、現実を変容させることも可能なのだ。

　エフェメラの言葉が終わると同時に、ディワン族の男が一人、彼女のかたわらにあらわれた。ディワンも、彷徨さまよいの月を崇あがめる〈源人の子ら〉の一種族だ。海に住み、全身が鱗うろこに覆われた、魚と人の中間のような姿をしている。

　もちろん、幻である。見たのは、帝てい国こくにやってきた船旅の時だけだが、どうにか、もっともらしく作れたようだ。

　その手に握にぎられたノコギリが、いささか場ば違ちがいではあるが。

　エフェメラは、念をこらすと、その幻を動かしはじめた。

「おっ、なんだ？」

　海兵たちから、驚おどろきの叫びがあがる。

　エフェメラは、幻のディワンに船の舷げん側そくを這はい降りさせると、するりと水中にもぐりこませた。しぶきを作り忘れてひやひやしたが、疑われなかったようだ。幸いなことに、エフェメラより海兵たちのほうが、ディワンにくわしかった。ディワンは、人間が歩く以上に泳ぎに熟達している。人の背の三倍の高さから飛びこんでも水しぶきなどたてないのだ。

「あ、こいつ、何しやがる」

　海兵たちは、口々に叫んだ。

　ディワンの幻は、桟橋を支える柱を海中で斬きりはじめたのだ。

　もちろん、幻だから実際に斬れるわけではない。だが、海兵たちは誰だれ一人として、ディワンの実在を疑わなかった。水中に落ちでもしたら、ディワンに海底にひきずりこまれて、おしまいだ。いくら多勢に無勢とは言っても、水中でのディワンは、水泳が達者な海兵二十人に相当する。それに、そもそも海兵は船上の戦いが専門なのであって、必ずしも泳げるわけではないのだ。連中は、あわてて、桟橋からひきあげていった。

「ほほう、みごとなもんだ」

　船長が、小声で感心した。

　逃げるうちに、アンディの《閃光フラツシユ》で、目をくらまされたやつが一人、海に落ちた。仲間があわてて飛びこんで助けあげる。

「馬ば鹿かやろう！　桟橋を壊こわしたら弁べん償しよう金だぞ、弁償金」

　逃げながら、海兵の一人がそう怒ど鳴なった。

「へっへっへ、誰が払はらうかい」

　タッタが、くちばしを大きくそらして言った。海のほうには、背を向けたままだが。

「そりゃ、タッタくんは払わないでしょうよ」

　エフェメラが、疲つかれたようすで言った。魔法は体力を消しよう耗もうさせるのだ。

「わっしも払うつもりはないっスがね」

「壊れていないんですから、払う必要もないでしょう」

　生きまじめな調子でアンディにこう言われて、船長は苦笑いした。

　邪じや魔まする者がいなくなった〈レニアルスのさざ波〉号は、桟さん橋ばしを完全に離はなれた。

　エフェメラは、幻を消した。大きく、ふぅ～っと息を吐はく。

「いや、たいしたもんですな。さすがに、シャストアの神官さんだ」

　船長にほめられて、エフェメラは、えへへと笑って、頭をかいた。しかし、気をゆるめるのは、まだ少々早かった。

「船長ぅ～っ、やばいっすよ」

　帆ほ柱ばしらの上から、そんな声がふってきたのだ。

「軍船が動きはじめてますぜ。小型の一いつ層そう艦かんですが」

「そこまでやりよんのか、あの野郎ども」

　怒いかり心頭といったようすでタッタが言ったが、それはいくらなんでも、自分たちの立場をわきまえない発言である。

　それに、このセルタークの港は、対カルシファード侯こう国こく戦のための軍港としても使われているのだ。いつでも、一隻せきや二隻は出航できるようになっている。

「おう、おっさん。ちょっとこれ貸してくれや」

　言うが早いか、タッタは、手て斧おのを足に摑つかんで飛び立とうとした。

「だけど、タッタ。射落とされるかもしれないぞ」

　アンディが、タッタの意図を察して止める。エフェメラも、その横でうなずいた。

「そりゃそうだが、軍船のほうが、足が速い。下手に大きなやつなら、小回りがきかない分、こっちが有利ってもんだが」

　船長の言葉に、タッタは、うなずいた。

「心配すんな。あわてて射った矢に落とされるようなわいやないって」

　タッタは飛びだした。

　かと思うと、戻もどってきた。

「あ、あかん」

　全身ががくがくと震ふるえている。

「し、下見てしもた。う、海の上になんか飛びだせるかい」

「タッタくん」

　エフェメラが、妙みように優やさしい声で言った。

「下に戻ってくるってことは、その分、海に近づいてるってことだよ」

　そのとたんに、タッタは、飛びあがった。

　真上に。落ちてくることなく。

　そして、ようやく、決心がついたらしく、一直線に軍船めがけて飛んでいった。アンディが、不安げな表情で見送っている。

「ごめんね、タッタくん」

　エフェメラは、心の底から謝った。

　虚きよ言げんで友人を危険においやったのだから、それも当たり前である。シャストアは、言葉を司つかさどる神なのだ。それも、あまりまっとうではない使い方のほうを司っている。

　エフェメラは、タッタに万が一のことがあれば、軍船につっこむつもりでいた。
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「お～、おみごと、おみごと」

　帰ってきたタッタを、ぱちぱちと拍はく手しゆしてエフェメラが迎むかえた。安あん堵どのあまりか、少々、浮うかれたようすになっている。

「わい、なんで、お前らなんかと友だちやってるんやろなぁ」

　戻ってきたタッタは、情けない声をあげると、うずくまってしまった。気力も体力もつきはてたようすだ。

「すまん、タッタ」

　アンディが、頭をさげる。

「本当に、きみにはなんと礼を言っていいのか」

「あ～、気にすんな。どうしても気になるんやったら、そのうちに銭ぜにで感謝の気持ちを表現してくれ」

　既すでに〈レニアルスのさざ波〉号は、港の出口にさしかかっている。軍船は、タッタに帆ほ綱づなを切られて立ち往生している。軍船の甲かん板ぱんでは、帆ほ布ぬのを上から落とされた船員たちが右往左往して抜ぬけだそうとしている最中だ。

「他ほかの軍船が出航準備を整えるころには、まず追いつけないところまでは行ってまさぁ」

　にっと笑って、船長が唾つばを吐いた。

「さあ、これで後はターデンに帰るだけだね、兄さん」

　エフェメラは、潮風を浴びて、背せ伸のびをしながら言った。

　しかし、アンディからは返答がない。

「兄さん？」

　アンディは、じっと遠ざかって行く港を見つめていた。いや、もっと遠くを見ているのに違ちがいない。地平線に、かすかに、ほんのかすかに水すい晶しよう連れん峰ぽうのきらめきが見える。

　そこに眠ねむっているひとのことを、エフェメラも思いだしていた。

　アンディのくちびるは、ぎゅっとひきしぼられている。奥歯を強くかみしめているのが、はっきりとわかった。

　エフェメラは、何も言わずに、そんな兄を見つめていた。

「…………」

　ほんの小さな声だった。聞き取れないほどに、小さな声でアンディは呟いた。

　別れの挨あい拶さつだったろうか、それとも再会の願いだったのだろうか。

　どちらでもないだろうと、エフェメラは思った。

　たぶん、誓ちかいの言葉だ。

　そして、止まらずに前に進んでいってしまうことを、詫わびる言葉だ。

　アンディは、まだ、十八歳の誕生日を迎えたばかりの若者なのだから。立ち止まるには早すぎる。後ろを向くには早すぎる。

　そして、自分も。

　そうエフェメラは思う。

　潮風が、彼女の頰ほおをなでていく。

　故郷に帰ったところで、平へい穏おんな生活が戻ってくるわけではない。

　父を殺した青い爪つめの女の正体は、結局、わからずじまいだった。しかし、トルアドネス帝国にやって来たのが無む駄だ足あしだったわけではない。青い爪の女が〈聖なる母の結社〉という組織にかかわりがあることはわかったのだ。

　そして、その〈結社〉が、双ふた子ごの生まれにも深いかかわりをもっていることも。

　さらに〈結社〉と対立し、おそらくは邪よこしまな目的をもってうごめいている謎なぞの〈四姉妹〉の存在も突つき止めた。

　だが、それらの収しゆう穫かくは、はたして、アンディの胸にぽっかりと開いた穴を埋うめてくれるほどのものだろうか。

　帝国の公王暗殺犯として追われる事になったのは、まだしも。

　そして、故郷に帰れば、〈結社〉と、自分たちの母との関かかわりを探さぐらねばならないのだ。

　もの思いにふけっていたエフェメラとアンディだったのだが。

　いささか、安心するのが早すぎたようだ。まだ、帝国の領域を完全に脱だつ出しゆつできたわけではなかったのだから。

「船長、引っかえしてもらうぞ」

　ぎらりと、斧アツクスが陽光を跳はね返した。浅黒く、力強い手が、その柄えを握っている。

　アンディとエフェメラが、はじかれたように振ふり返る。タッタも立ち上がった。

「そいつぁ、困るぜ。お客さん」

　鋭するどい刃やいばをのどもとにつきつけられて、さしものラント船長も、いささかひきつった表情を見せている。

「っごくなっ、罪人ども！」

　斧の主は、びしりと叫さけんだ。アンディは、ソードブレイカーの柄つかに手をかけている。

「ったく、なんて連中だ。罪人だとわかってるやつを逃にがそうっていうのか」

「金をいただければ、お客さんなんでね」

　しれっとした顔で、船長が答える。しかし、そのこめかみには冷や汗あせが浮いていた。

「こいつらは、カータリオン公王を暗殺した連中だぞ。帝てい国こくの市民か、それでも」

　斧アツクスをもっているのは、まだ若い、おそらくは若いのだろうドワーフだった。

　髭ひげをたくわえたドワーフは、ふけてみられがちだし、この若者は、いかにもドワーフらしいがっしりした体格の持ち主だった。だから、エフェメラは、自信がもてないのだ。

　だが、その筋肉には力強さばかりでなく、しなやかさがある。そして、髭に埋うもれた顔だちは、整ったというものではないが、どことなく憎にくめない愛あい敬きようを帯びていた。なによりも、その瞳ひとみは純じゆん粋すいすぎるほどに澄すんで、まっすぐにアンディたちを見る。このドワーフが、まだ少年といってよい年ねん齢れいなのは、ほぼまちがいがなかった。

「それは違う」

　少年の告発に、アンディは思わず反論していた。

「違わん」

　ドワーフの少年は、また怒ど鳴なった。しかし、船長につきつけた斧アツクスはぴくりとも動かない。油断のない視線を、四方に送っている。少年とは言っても、かなりの腕うで前まえなのは間ま違ちがいなかった。

「顔ははっきり覚えてるぞ。おいらは、一度、お前たちを逃がしているんだからな」

　アンディたちはちらりと互たがいを見たが、誰だれも、このドワーフのことは覚えていなかった。おそらく、どこかの街で、追っ手の中にいたのだろうが。

　船員たちのうち、帆ほや舵かじについていなくてもいいものたちが、集まり始めていた。しかし、誰もが手をだしかねている。ドワーフはたくみに動き、牽けん制せいして、誰にも背後をとらせない。

　彼は、うまく船長を追いこみ、甲板にうずたかくつまれていた木箱の山を背にした。もちろん、頭上から襲おそわれないよう、目を配ることも忘れない。

「さ、すぐに引き返すように命令を出すんだ」

「無理だね」

　船長は、唾を吐こうとしてドワーフににらまれ、しょうがなく、それを吞のみこんだ。

「わっしが命令を出しても、こんなもめごとを起こしちまったんだ。船員たちが戻りたがらんね。それに、あんた以外の客は、誰も他の客の素す性じようを気にしとらんよ」

　下の船室に通じる扉とびらから、いくつもの顔がのぞいていた。ほとんどが女性である。アルリアナの信者たちであろう。

「ほんとに、誰もいないのか。みな、定められた境界を無理やり破ろうという者ばかりか」

　少年は、どうやら境界線と静けさの神ジェスタの信者らしい。ドワーフなら、大半がそうなのだが、エフェメラは、やはり帝国で出会った一人の入信者のことを思いだしていた。彼らに、一人の子供の運命を託たくして滝たき壺つぼに消えた老ドワーフのことを。

　エフェメラは、聞こえてきた、新しい声で、はっと我に返った。涼すずやかだが、少し間延びしたその声は、彼女に、故郷で知っていた一人の魔術師ウイザードのことを思いださせた。

「そうですねぇ。信しん仰こうが違っているから逃げ出すっていうのなら、邪じや魔まするつもりはまるでありませんが、人殺しとなると話は違いますね」

　声の主は、少し、変わった容よう貌ぼうの持ち主だった。ひょろりと伸のびた長身。アンディよりかなり背が高いが、体重はエフェメラとそれほど変わらないかもしれない。それだけなら人間にもいなくはないが、先せん端たんが尖とがった長い耳は、その種族だけのものだった。

　森に住み、緑の月を崇あがめる種族、エルファである。

　木々と鳥ちよう獣じゆうを友とし、独自の文化と魔ま法ほうを誇ほこる者たちだ。

　かつて、黒き歪ゆがみの月が到とう来らいする前には、世界の大半が森に覆おおわれ、エルファたちが平和に暮らしていた時代があったという。

　エフェメラは、故郷ターデンの街で何度か彼らの姿を目にしたことがあった。

　このエルファは、豹ひようのものらしい毛皮を身にまとい、アンディよりさらに薄うすい色の金きん髪ぱつを長く伸ばし、編んで背中に垂らしている。

　若く見えるが、エルファの寿じゆ命みようは、人間よりもはるかに長く、成長も遅おそい。人間ならアンディたちより、ほんの少し上というところだろうが、おそらく実際には百年以上生きているに違いない。

「え～と、あなた」

　そのエルファは、こんな場合には、まるでそぐわないのんびりとした口調でドワーフの少年に呼びかけた。

「おいらの名はドムスだ。〈左利きレフテイ〉って、二つ名で呼ぶ者もいる」

「はあ、そうですか。私は、ラナークです。レスティリと豹を崇める〝吹きつブラストける風ウインド〟のラナーク。ええと、あなたがたは円環の民エルフアでもないし、こういう場合ですから、正式の名乗りは省略させていただいたほうがいいようですね」

　充じゆう分ぶんに長い、エフェメラは、思わず声に出してそう言いそうになった。寿命が長い分、エルファというのは気が長いのだろうかとも思う。

「あんたは、おいらに味方してくれるつもりなのか？」

　エルファは、少し変わったかたちの弓らしいものと、長い杖つえをもっている。ただし、今はそのどちらもかまえられていなかった。

「はあ、困ってます」

　エルファは、緑の月の信しん奉ぽう者しやだ。当然、双子の月の信者である人間やドワーフとは、ものの考え方、感じ方も異なっている。しかし、殺人を罪とする点は変わりがないはずだ。

「ほんとうにこの方々が、人を殺したとしても、やむをえない事情があったのかもしれません。命を奪うばうことは罪ですが、許されない罪というわけでもないでしょう」

「ぼくたちはやっていない」

　アンディは、そのエルファ──ラナークに向かって、きっぱりとそう言った。

「すべては濡ぬれ衣ぎぬなんだ」

「噓うそをつけ」

　エルファより早く、ドムスと名乗った少年が言った。

「それなら裁きの場ではっきりすればいいだろう。ガヤンの神官ともあろうものが、帝国の法を信じられないっていうのか！」

　こう言われては、アンディとしては反論のしようがない。

「それができればやってるわよ！　何も知らないくせに偉えらそうに言わないで」

　さすがに我が慢まんできなくなって、エフェメラも怒鳴った。

「まあまあ、落ち着いて」

　エルファが仲ちゆう裁さいに入る。

「さて、この人の怒おこり方からして、やっていないというのも噓ではなさそうなので」

　エルファは、前まえ髪がみをもてあそびながら言った。その仕草がちょっぴり自分に似ていて、エフェメラは、なんとなく、このエルファに親近感をもった。

「困りました」

　どうやら、真しん剣けんに悩なやんでいるらしい。

「困るのは非常に不本意です。私、困るのは嫌きらいなのですが」

「船長！」

　もはや、彼エルフアにかまわず、ドワーフは斧アツクスの刃をさらにラント船長に近づけた。

「はやく船を戻もどすんだ」

「だから、言うとるでしょうが」

　船室への扉から覗のぞいているアルリアナの信者たちは、不安と怯おびえの表情だ。

「あのお嬢じようさんたちは、帝国じゃあ、もう暮らしていけんのです」

「信仰をあらためればいいだろう。赤の月の教えは、柔じゆう軟なんなのじゃなかったのか」

「それができるものならっ」

　さすがに、船長の声も荒あらくなった。

「すまん」

　ドワーフの少年は素す直なおに謝った。ルナルの人々にとって、月への忠誠は、そう簡単にあらためられるものではない。月と神々と人のかかわりは、その生き方の根源にかかわるものなのだ。

「ともかく、こんなことになった以上、ますます戻れない。いろいろと、痛くない腹を探られることにもなるでしょうしなぁ」

「だからと言って、おいらにこれを見のがせって言うのかい」

　ドワーフの少年は、いらだったような声をあげた。長い緊きん張ちように疲つかれたのか、言こと葉ば遣づかいが年相応のものになっている。

「そう言いたいところだねぇ」

　またもや新しい声。

　ドワーフの少年の顔に、緊張の色が走った。

「俺も、帝国に戻るわけにゃいかねぇんだよなぁ」

　声の主は、ドワーフの少年──ドムスの真上にいた。その場のみなが、はっとして見上げる。逆光になっていて顔がよくわからないが、赤らんだ大きな鼻が、太陽の光をてりかえしている。かすかに腹が出っ張りはじめているあたり、そう若くはあるまい。

「いったい、いつのまに」

　木箱の上に登っていたのかと、ドワーフの少年は驚きよう愕がくした。どうやって、自分の目を盗ぬすんだのだ。斧アツクスが、わずかに船長ののどもとを離はなれる。

　その驚愕の隙すきを、船長は逃のがさなかった。少年の手を撥はねあげて、逃れようとする。もちろん、少年もそれを簡単には許さない。
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　だが、さきほどからのやりとりで、彼の決断はかなり揺ゆらいでいた。その分、動きに精せい彩さいがなくなる。それでも、邪魔がなければ、充分に船長を捕とらえられたろう。

　しかし、邪魔をしないなら、なんのために、その男は木箱の上にいるのだ。

　男は、短い言葉を呟つぶやき、何かをドワーフの少年にふりかけるような仕草をした。

「くそっ、魔法なんか使いやがって……タマットの盗賊か……」

　少年はがっくりと膝ひざをついた。まぶたがゆっくりと垂れさがり、彼は甲かん板ぱんに倒たおれこんだ。

「いやあ、ドワーフは頑がん丈じようだからなぁ、効いてくれて助かったぜ」

　木箱の上の男が、額の汗をぬぐう真似まねをした。

「何をしたんです？」

　エルファのラナークが訊たずねた声は、わずかにこわばっている。左手があがると、弓がそこに固定されていることがわかった。腰こしの矢や筒づつから、すばやく矢が引き抜ぬかれる。

「眠ねむってもらっただけだよ」

　木箱の山を這はいおりてきながら、男は言った。

「噓じゃありませんね。寝ね息いきは規則正しいし」

「聞こえるの？　さすがに耳が大きいと違ちがうんだね」

　エフェメラが、余計な口をはさむ。

「胸の動きでわかるんです。私は、レスティリですから」

　エルファの男は、エフェメラには意味のとれない単語を言葉にまじえた。意味を訊ねようとしたが、ラナークと名乗ったエルファは、彼女のほうを見ていない。まあいい、覚えていれば、いずれ質問する機会もあるだろう。

「それで、あなたは、どうして帝てい国こくに戻れないのですか？」

　男は、ぼりぼりと頭を搔かいた。

「まあ、赤い月のタマット様を崇める身だからよ、こう見えても」

　帝国は、秩ちつ序じよと協調を司つかさどる青い月への信仰を至上のものとし、その双ふた子ごのかたわれである、兄にして妹たる赤の月への信仰を禁じてしまったのである。

「それだけなら、どってこたぁないんだが、こっちでちょいとばかりやらかしちまってな」

　その男は、人差し指と中指でくちびるをなぞった。しかし、エルファには、その仕草が理解できなかったようである。

「紅をひく真似だよ。女の子のことでしくじったってこと」

　エフェメラに解説されて、エルファはようやく納なつ得とくしたらしい。腕うでをおろした。

「どうやら、私がみなさんの邪魔をする理由はなにもないようですね」

　そういうと、ラナークと名乗ったエルファはにっこりと笑った。

「急ぐ旅ではありませんが、わざわざ遅おくらせるほどのことはなさそうです」

　エルファは、アンディの顔を見つめた。

「あなたが噓をついているのなら、話は別ですが」

　間かん髪はつをいれず、アンディはきっぱりと答えた。

「噓ではありません」

「信じます」

　エルファは、あっさりとうなずいた。

「あなたが噓をついていたとすれば、それは人間という種族そのものが信しん頼らいのおけないものだと、私はそう考えます。よろしいですね」

「ずいぶん重い責任を背負わせてくれますね」

　さすがのアンディも、これには即そく答とうできなかった。このエルファも、唐とう突とつに何を言いだすのかと、エフェメラも驚おどろいている。

「しかし、ぼくは噓をついていません」

　エルファは、軽くうなずくと、今度は船長に向かって口を開いた。

「そのドワーフの方に、あまり手て荒あらなことはしないであげてください」

　そう言って、彼は、船室に戻ってしまう。ドワーフの少年は、既すでに船員たちに縛しばりあげられていた。

「なんやねん、あいつは。けったいなやっちゃで」

　毒気を抜かれたタッタが、エルファの姿を見送りながら、呟くように言った。

　なあ、エフィ、と同意を求めようとしたが、

「しかし、おじさん、こんなとこで、また会おうとは思わなかったわねぇ」

　呪じゆ文もんでドワーフの少年を眠らせた男に、とことこと彼女は近づいていたのだ。男のほうも、礼を言う船長をあっさりと無視して、エフェメラのほうに向き直る。しかたなく船長は、船員たちに指図して、ドワーフの少年を船倉にほうりこみに行ってしまった。

「どうも、そんな人らしいとは思ってたけど、例の事件じゃなくて、女の子で帝国から逃にげ出すなんて、やっぱりそんな人だったのね」

「いやあ、久しぶりだねぇ、可愛かわいこちゃん。しかし、いきなりそりゃあないだろう」

　にっと笑った顔は、大きくて赤い鼻以外、これといって特とく徴ちようのない平へい凡ぼんな顔だちだった。

「なんや、エフィ、知りあいか？」

「そっか、タッタくんは会ってなかったっけ」

　この男と出会ったのは、キーンブルクの街でのことだ。ザノン公国の残党たちによる、カータリオン・ティーグ公王暗殺計画。アンディたちが無理やり協力させられたその計画に、この男もくわわっていたのである。アンディたち同様、無理やりに協力させられた口だった。

「あっ、あなたは」

　アンディはようやく気がついたらしい。それまで、エルファのほうにすっかり気をとられていたのだ。

「おじさん、今度、会ったら、お酒おごってくれる約束だったよね」

「おう、もちろん。今晩でもいいぜ？」

　下心が見え見えの笑いを浮うかべて、その男、盗とう賊ぞくニフトールは言った。
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　というわけで夜になった。

「とまあ、そういうわけなのだ。わかったか」

　エフェメラは言った。

　既にかなり飲んでいるはずなのだが、顔色はまるで変わっていない。彼女の前に座っているニフトールは、鼻の赤色が、顔面すべてに行き渡わたっているというのに。

　船の甲板の上。

　はじめは車座ではじまった宴えん会かいだったが、飲むうちにいくつかに分かれていった。

　ラント船長は、船乗りなら当然のことだが、流れとざわめきの神リャノを信しん仰こうしている。入信者だ。その信仰と、持ち前の反骨精神から、これまでも帝国を脱だつ出しゆつしようとする赤の月信者を手助けしてきたのだが、今日のような派手なもめごとを起こしては、しばらくセルタークの港に入れまい。

　というわけで、『さらば帝国』を記念しての宴会なのである。幸い、天候はしばらく崩くずれるようすはない──というのは、セルタークのサリカ神しん殿でんの予報だった──。

　不幸な数人の当番船員をのぞいて、みなが宴会に参加している。いや、船底のドワーフの少年も、もちろんのぞかれているが。

　エフェメラのまわりには、タッタとニフトール、そして船員たちのうち二人ばかりがいた。

　あとはアルリアナの信者たちと、それに船員たちの集団が二つばかりだ。きゃあきゃあと、女たちが嬌きよう声せいをあげている。

　それから、酒を飲まないのが三人ばかり、片かた隅すみでごそごそと話している。もちろん、そのうち一人はアンディである。それから、エルファのラナーク。エルファは、他人に食事のようすを見られるのを嫌きらうため、彼は宴うたげのなかばまで、船室で一人でいたらしい。もう一人は、意外なことにラント船長だった。エフェメラとさっきまで飲んでいた──今はつぶれて眠っている──船員によると、彼は、航海中は一いつ滴てきの酒も口にしないのだそうだ。その分、陸にあがった時が大変で、とぼやいていたが。

「おっちゃん、あたしの話、聞いてる？」

　つまみのかわりにでもしているかのように、やたらと爪つめを嚙かんでいるエフェメラである。

「おっちゃんはないだろう、おっちゃんはさ。ニフトールって呼んでくれよ、エフィちゃん」

　馴なれ馴れしく肩かたに手をかけつつ、中年──本人に言わせれば一歩手前──の盗賊は言った。

「呼び名はどうでもいいの。あたしは、聞いてるかって訊きいたの」

　顔色は普段と変わりないが、中身のほうは、そうでもなさそうなエフェメラである。

「今日は、えらいご機き嫌げんななめやな」

　かたわらのタッタが、ちびちびと酒をくちばしにそそぎこみながら呟いた。

「うん、聞いてるとも。しかし、エフィちゃんの兄貴も、大変だねぇ」

「そうなの、大変なの。好きになった人は死んじゃうし、その人は〈結社〉の手先だし」

　エフェメラは、キーンブルクで別れてからのことを、問われるままに、ニフトールに話していた。〈結社〉という秘密組織の謎なぞを追って、水晶連峰のふもとにあった神殿をたずねようとしたこと。レルシェという女性との出会い。そして、彼女の死。

「ふうむ。〈結社〉ねぇ。俺も、いろいろと闇やみタマットやら魔術師ウイザードの教団やらに会ったことがあるけど、母さん結社ってのは知らないなぁ」

　最初、ニフトールに接するほうのエフェメラの肩にかかっていた手が、背中を這って、向こう側の肩に回ろうとしていたりなどする。しかし、首から下は不まじめでも、顔つきはけっこう真しん剣けんにエフェメラの話を聞いているようだ。

「その〈結社〉の秘密をあばかなくちゃいけらいの。らって、そうしないと、あらしたちは」

「酔よっ払ぱらうとなんでもしゃべりよんな、この娘むすめは」

　そう呟きながら、止める気配のないタッタである。彼も、今日はかなりの量を飲んでいる。酒でも飲まなければ、海の上にいる恐きよう怖ふがごまかせないのかもしれない。

「うん、まかせなさい。このニフトールお兄さんも協力してあげよう」

　と言いつつ、からになったエフェメラの杯さかずきに酒をそそぐ。カルシファード産の米酒、それもとびきりの銘めい酒しゆである。

「こぼさないでよ、もったいないじゃない」

　エフェメラは、既に手つきがおぼつかないニフトールから、ひょいと酒さか瓶びんを取りあげると、自分の杯になみなみとそそいだ。しっかりしたものである。

　ニフトールの表情は、既に敗北を認めたもののそれだった。

　一方、アンディたち。

　こちらは、真剣な表情でなにやら話しあっている。もちろん、話題の深刻さでは、どちらもそう変わらないはずではあるのだが……。

「海かい賊ぞく、ですか。知識として、知ってはいますが」

　持参した薬草茶をすすりながら、エルファのラナークは言った。

「私たち、エルファは、そもそも誰だれの持ち物だ、という考え方をあまりしませんからね。奪うばうとか盗ぬすむとかは、ぴんと来ないのです」

「でも、まるっきりないってわけじゃないんでしょう？」

　アンディは、既にかなりうちとけた口調で言った。

「それは、そうですが」

　それから、しばらくのあいだは、エルファ族の風習についての話になった。

「え？　ラジスの森に行かれるんですか？」

　アンディは、驚いたようすだ。

「はい。私の住んでいたサイスの森のフェルトレの環わからの書状を届けに行くのですが」

　どうかしたのだろうかと首をかしげながら、ラナークは答えた。フェルトレの環と言うのは、人間で言えば長老会議のようなものだ。厳密に言うと、ずいぶん違ちがうのだが、社会における役割としては似ている。

「ぼくたちの故郷の街は、ラジスの近くにあるんです」

　ラジスは、森王国の版図の四分の一あまりの大きさをもつ、巨きよ大だいな森だ。双子の故郷ターデンの街から、東に半日ほどいけば、その端はしにたどりつく。

「ああ、そうなんですか」

　ラナークは、ゆったりとうなずいた。

「ほう、それは奇き遇ぐうじゃないですか」

　直接かかわりがあるわけでもない船長のほうが、かえって感心している。

「なら、一いつ緒しよに旅をしちゃどうです。さっきも言ったように、このごろ物ぶつ騒そうですからねぇ」

　船長の勧すすめに、ラナークは、そうさせてもらえたらと、素す直なおにうなずいた。

「……ご迷めい惑わくですか？」

　ラナークは、アンディの顔色を見て、そう言った。エルファも人間も、感情のあらわれかたは、そう変わらない。

「いいえ、そんなことは、ただ……」

　彼にしては、歯切れの悪い口調で、アンディは言った。

「迷惑でなければ、そうお願いしたいのですが。私は、まだ人間のみなさんの風習もわかっていませんし」

「……ただ、こちらのほうが迷惑をかけることになるだろうと思うんです」

　苦い思いをかみしめながら、アンディは答えた。帝てい国こくでの旅を続けるあいだ、さまざまな人々と道連れになった。

　その人々の中で、いまだに生きのびているのはタッタだけだ。

　タッタとも、別れたほうがいいのかもしれない。最近、そう考えることすらある。

「ですから……」

「そうですか。事情がありそうですね。聞きたいのですが、訊たずねないことにしましょう」

　エルファに、こう率そつ直ちよくに言われては、船長としても追つい及きゆうするわけにはいかない。

「ありがとう、それにすみません。でも、大だい丈じよう夫ぶですよ。トリース森王国は治安のいい土地です。みんなあけっぴろげで、気のいい人たちです。きっと、楽しい旅ができますよ」

　アンディは、故郷に誇ほこりをもっている。

「そうですな、危ないのは海の上ってことっス」

「いえ、そういう意味では」

　船長の言葉に、アンディは、あわてて手をふった。手の中の碗わんに入った茶がこぼれる。既に冷めていたから、火傷やけどはしないですんだが。

「ああ、皮肉でいったわけじゃないんですぜ。さっきも言った通り、帝国とカルシファードが、それぞれ私し掠りやく船せんを出してますしね。それ以外にも、先祖代々、海かい賊ぞく稼か業ぎようって連中も、この戦乱で勢力を増してんっス」

　私掠船とは、国家公こう認にんの海賊である。もちろん、襲おそうのは、公認してくれた国と敵対する国の船だ。

「帝国に渡ってくる時にも、海賊の跳ちよう梁りようという話はちらりと聞きました。サレインのガヤン神殿が、大規模な討とう伐ばつを行うっていう話でしたが？」

　アンディの言葉に、船長は首をふった。

「駄だ目め、駄目。それぞれ国が背後についてるんですぜ。そうでない連中は、たいていトリースの豪ごう商しよう連合と契けい約やくしてるってわけで」

　帝国の私掠船はカルシファード侯こう国こくの船を、カルシファード侯国の私掠船は帝国の船を襲う。ならば、セレン内海の貿易は、それ以外の国に属する船で行えば安全ということになる。そのうまみを最大限に活用するため、交易商人が連合して海賊と契約を結び、組合に参加しない商人の船を襲わせているというのが、船長の話だった。もちろん、公然と行われているわけではない。あくまで、噂うわさとして囁ささやかれているだけだが、事実無根とはほど遠い、確実な根こん拠きよのある噂である。

「ガヤン神殿といえば、商業の神殿でもある。豪商たちの協力なしでは、やってけませんでしょう」

「なんてことだ」

　アンディは、悔くやしげに手の中の碗を握にぎりしめた。

「おっと、まあ、アンディさんに言ってもしかたのないことでしたな」

「いいえ、ぼくもできるだけの……」

　言いかけて、アンディは途と中ちゆうで止めた。〈結社〉を追わねばならず、さらに追われる身でもある自分に、何ができるのかと思ったからだ。できない約束なら、するべきではない。

　だが、しかし。

「できるだけのことはします。サレインの港町に着いたなら」

　それでも、自分にできることがあるなら、やはりするべきなのだ。

　きっぱりと言ったアンディの顔を、ほう、という顔つきでラナークが見つめていた。

「お願いしますよ」

　船長にも、アンディの真しん摯しな気持ちは伝わったのだろう。茶ちや化かすでもなく、軽く頭をさげた。

　それからしばらくは、あたりさわりのない話になった。ラント船長は、今までの航海での体験をおもしろおかしく話し、アンディはトリースについての予備知識をラナークに聞かせた。

「おや、何か用事かね」

　言葉がとぎれた時に、船長がアンディの肩ごしに、向こう側に声をかけた。ふりかえったアンディの顔が、かすかにこわばった。

　赤毛の娘が、彼らのほうを見ていたのだ。

　昼間、アンディたちが、この船に飛びこんできた時に、船長の背後にいたあの娘である。彼女たちは、アルリアナの神官に率いられた一団で、帝国を離はなれグラダスに亡命しようとしているのだと聞いた。二十人近いアルリアナの娘たちのうちで、その赤毛の少女は最年少らしい。問わずがたりに、船長が教えてくれたことだ。

　彼女の視線は、どうやら、アンディに向いていたらしい。

　船長に声をかけられて、彼女は、あわてて首をふると、そそくさと立ちあがって船室に戻もどっていった。もう眠ねむるのだろう。

　船長は、アンディに視線を戻すと、片方の眉まゆをつりあげ、何も言わなかった。

　気がついてみると、甲かん板ぱんにいる人数は半分ほどになっている。その半分のうち、さらに半分は、すでに横になっていた。もっとも、酔いつぶれて一人で横になっているのは、数人だけだが。

　甲板の上につみあげられた木箱のおかげで、まわりから見えない影かげがいくつもできているのである。

　アルリアナは、恋こいの女め神がみだ。その恋は一夜のものであってもかまわない。

「そろそろ、ひきあげますか」

　酒なしでは、男同士のおしゃべりには限界がくるのは早い。例外もあるが。

「船長っ！」

　ラントが立ちあがろうとした時に、帆ほ柱ばしらの上にもうけられた見張り台から、声が降ってきた。

「どうしたいっ」

　ラント船長が怒ど鳴なり返す。つぶれていないやつや、抱だき合ってないものは、いっせいに見張り台を見上げた。

「水平線に、なんか見えまぁす」

「見えるってさ、タッタくん」

　エフェメラは、隣となりで寝ね転ころがっているミュルーンの肩かたをゆすった。

「やかましい。人がせっかく忘れかけてんのに、思いださせんな」

　しかたなく、エフェメラは一人で立ちあがった。足取りはしっかりしたものだ。

「んじゃあ、俺も行くかな」

　ニフトールのほうは、ややおぼつかないが、まだ助けが必要なほどではない。

「海に落ちないでよ、ニフトール」

　既すでに、すっかり呼び捨てである。年長者への敬意もなにも、あったものではない。もともと赤の月信者は、そういった考え方はしないものではあるが。

「落ちやしないが、どうも、やな気分だな」

　盗とう賊ぞくの返答に、エフェメラは眉をひそめた。

「大丈夫？　吐はくんなら、落ちないように支えといてあげるけど？」

「そういう意味じゃないって。こう見えても、俺ァ、タマット様の導きに敏びん感かんなんだ。危険が近づいてると、やたらと鼻がむずむずしやがるのさ」

　そういうと、彼は鼻をこすった。ただし、だからと言って、その危険から逃にげられるってわけじゃないんだけどね、という台詞せりふは、口にはださない。

「まさか、海賊船でも出たってんじゃないでしょうね」

　それにしては、船員たちは、最初の叫さけび声以来、騒さわがないが。

「ねえ、兄さん、なに？　何が出たの？」

　既に舷げん側そくにいたアンディのところへと、とことこと近づいていく。アンディの横には、アルリアナ信者の赤毛の少女が立っていた。

　エフェメラが近づいていくと、アンディが手招きした。言われるままに、少女とのあいだに割りこむように立つ。しばらく前までなら、むしろ、少女に話しかけて、アンディと会話させようとしたのだが……。

「見てみろ」

　水平線に、なにか丘おかのようなものが見える。いくつも連なっているのだ。

「あれは……」

　それは、天空の月の光を照り返して、虹にじの色に輝かがやいていた。

　巨大だ。波や、島なんかではない。動いている。うねっている。

　だが、本当にそれは生き物なのだろうか。城よりも大きいのではないだろうか。

「マハノチっスよ」

　ラント船長が、畏い敬けいに満ちた口調で、ぽつりと言った。

「あれが……」

　マハノチ。偉い大だいなる〈龍りゆう〉の子孫の一種。海に住む水すい竜りゆうだ。手足をもたず、角とたてがみをもっている。

　エフェメラは、ぎゅっとはおったシャストアのマントを握りしめた。剣けんをはらい、敵を切り裂さくシャストアのマントは、水竜マハノチの革かわでできているのだ。もっとも、彼女のマントは、この船ほどの大きさしかない小型の若い雄おすマハノチの革からできている。

　年を経れば経るほどに、マハノチは巨大になり、その革も上質のものになってゆく。老いた雌めすマハノチの革が、高司祭、それも神しん殿でんに特別な貢こう献けんをした人物にしか授さずけられない理由が、エフェメラは、わかったような気がした。

「あんなにでかいのは、わっしもはじめて見やすぜ」

　船長の言葉も耳に入らないようすで、エフェメラは、マハノチを見つめていた。

　あの美しさを語ることは、自分にはできそうにもない。あれを語れるほどに、自分が成長した時、その時には、あのマハノチの革のマントを授かることができるだろうか。

　いつか〈結社〉とのかかわりを、おのれの物語として語れる日がくるだろうか。

　エフェメラは、ふたたび、かたわらに立った兄を見た。

　アンディは、エフェメラの向こうにいる少女のことを気にしているようだ。レルシェに、赤い髪かみが似ているからだろうか。

　あるいは……。

　警けい戒かいしているのか？

「なあ、船長、まさか、あれがこの船に体当たりしてくるなんてことはないよなぁ」

　ニフトールの言葉に、船長は、まさかと答えた。

「こっちからちょっかいを出さなけりゃ、マハノチは襲ってきませんよ。いくら機き嫌げんが悪い人間でも、わざわざ道をそれてまで石を蹴け飛とばそうとはせんでやしょう？」

　では、俺のこの予感はなんなのか、と、ニフトールが考えこんだ時。

「船長っ！」

　またもや、叫び声が降ってきた。

「こんだぁ、なにごとだぁ」

　ラント船長が、気楽なようすで、頭上に怒鳴りかえした。宴えん会かいに参加できなかった欲よつ求きゆう不満のせいか、やたらと騒ぎやがる。そんな風にでも、思っていたのだろう。

　だが、戻ってきた答えは、緊きん迫ぱくし切った響ひびきだった。

「海かい賊ぞくですっ！　海賊船ですっ！」

　全員の酔よいが、一度に醒さめた。
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「いい度胸だねえ、お前さんも」

　目を醒ますなり、ドムスは、中年の人間にそう言われた。

「こんなとこにほうりこまれて、いびきをかいて、ぐうすかお休みとは、たいしたもんだ」

　その盗賊は、皮肉ではなく、本気で感心しているようだ。『もとはといえば、自分が眠らせたせいだというのに、よく言う』とは思ったが、不ふ愉ゆ快かいではなかった。縄なわで縛しばられているうちに一度目が醒めたのだが、どうしようもないので、また眠ったのは確かに自分の意志だった。

「当たり前だ。どんな時にも乱れない強い心を鍛きたえるのも、修しゆ行ぎようのうちだからな」

　ドワーフの少年は、両りよう腕うでを縛られたまま、上半身を起こした。負け惜おしみではない。心底、そう思っている。魔ま法ほうにかかったのは、乱れたうちには入らない。

「きみに頼たのみがあるんだ」

　そう言ったのは、あの金きん髪ぱつの若者だった。左手にはガヤンの紋もん章しようを刻んだ盾たて、右手にはソードブレイカーを持ち、革鎧レザーアーマーもきっちりと身につけている。まるで、今から戦いにでもおもむくようなようすだ。

　海に突つき落とされる時間がきたわけではないらしい。

「殺し屋の頼みを聞くいわれはないぞ」

　ドムスは、そう言ってのけると、また、ごろりと横になって目をつぶった。殴なぐる蹴けるがしたいのなら、すればいい。それとも、首にソードブレイカーがふりおろされるのだろうか。こんなところで死にたくはないが、人に脅おどされて屈くつするよりはましだ。

　彼は、まだ十五歳。つい半年ほど前に成人の儀ぎ式しきを迎むかえたばかりにすぎない。理想に殉じゆんじての死を、美化できる年とし頃ごろなのだ。今までも戦いの中で、死んでいく者たちを見てきたが、彼の心の中には、死に対する真しん剣けんな恐おそれは生まれていなかった。一つには、痛みに対する感覚が鈍にぶいという、彼自身の体質によるものだったかもしれない。

「ぼくは殺し屋ではない。確かに、今まで、血を流したことがないとは言わない。どんな理由があったとしても、人殺しは人殺しだ」

「おい、アンディ兄ちゃんよ」

　盗賊が、何を言いだすんだ、こいつ、といった調子で声をあげたが、金髪の若者はかまわなかった。

「しかし、金のためや、自分の欲よくのために殺したことはない。だから、殺し屋とは呼ばないでもらおう」

「じゃあ、公王殺しはどういうわけだ。理想のためか？　それとも親父おやじか誰だれかの仇かたき討うちか？」

　ドムスは目を開いた。

「仇討ちはしなくちゃいけないんだが」

　そう言った時の、金髪の若者──アンディの表情に、ドムスは、底が見えない深しん淵えんをのぞきこんだような気がした。

　なんだ、こいつは？　この男は何者なんだ？　ドムスは、この人間の若者に好こう奇き心しんを覚えた。彼が探している試練を、あるいはこいつなら与あたえてくれるのではないか。青の月信者にあるまじき、直感の囁ささやきを、ドムスは聞いた。

　ジェスタの信者は、何かを鍛えることに人生のすべてを賭かける。

　ドムスが鍛えようとしたのは自分自身。

　だから、試練を求めて旅立ったのだ。

「カータリオン公については、ぼくたちは直接手をくだしてはいない。間接的な責任があるかどうかについては、わからないけれど」

　金髪の若者は、誠実そうな口調で、そう言った。

「まわりくどい言い方だな。好かん」

　ドムスは、もう一度、上半身を起こした。

「不正確なことを言うのは嫌きらいだし、くわしく説明している暇ひまもない」

「なあ、アンディ。いい加減、暇はとりすぎてんじゃないか？　そろそろ、あがってなきゃ、まにあわないぜ。ただでさえ、渋しぶってた船長を説得するのに時間をくっちまったんだからな」

「……何があったんだ？」

　ついにドムスは、みずから折れた。彼が入信者として仕える、鍛えの神ジェスタに心の中で詫わびながら。

「海賊が襲おそってきやがったのさ」

　答えたのは、盗賊のほうだ。

「ああ、あんたの同類だな」

　言ってから、ドムスはまずかったかなと思った。挑ちよう発はつするつもりではなかったのだが。

「同類じゃないな。まあ、また従兄弟いとこくらいのもんだ──ん、また従兄弟ってのは、同類のうちか？」

　しかし、盗賊は怒おこるでもなく、すっとぼけた言葉を口にした。

「ま、ほんとに血がつながってんじゃないから、どうでもいいや。とにかくだな、剣は一本でも多いほうがいいって、この兄ちゃんが……」

　盗賊は、金髪の若者を視線でしめした。

「……船長を説得したってわけだ。なあ、このまま船倉で海賊に殺されるつもりかよ？　悪党の仲間入りをしたって生きてるほうがましだと、俺ァ思うんだがね？」

　そう言って、こちらの表情をうかがっている。

「剣は増えないな」

　ドムスの言葉で、若者の顔に失望の表情が広がった。

「おいらは斧アツクスを使うことにしてるんでね」

　ドムスは、にやっと笑って見せた。浅黒い顔に、真っ白な歯がよく映はえる。もっとも、ドムスは実を言えば、自分の笑え顔がおが好きではない。故郷にいた頃ころ、女の子たちからずいぶん『可愛かわいい』あつかいされたからだ。

「よろしく頼む」

　金髪の若者は、生きまじめな表情で頭をさげた。

「しかたないだろ。守りの神であるジェスタの入信者が、か弱い女性たちを守らないというわけにはいかないからね」

「そうそう、女にもてようと思えば、こまめじゃないとな」

　言いながら盗とう賊ぞくが縄を切ってくれる。金髪の若者は、片かた隅すみにほうりだされていた盾と斧アツクスを持ってきてくれた。

「ジェスタ神が祝福なさった斧だね」

　若者が重みを量る手つきで言った。

「わかるのかい？」

「入信者の知りあいがいた」

　斧をさしだしながら、金髪の若者が言った。それを受け取るべきだろうかと、ドムスは迷った。受け取れば、その時から、自分とこいつらは仲間ということになるだろう。しかし、それでいいのだろうか。

　こいつらを仲間と認めるには、まだ、何かが足りない。盗賊は、おいらを呪じゆ文もんで負かした。帝てい国こくでは幻げん覚かくに騙だまされた。なんであれ、負けは負けだ。だけど、どっちも、このアンディとかいうガヤンの信者の技わざじゃない。こいつには、まだ負けてないんだ。

「ちょっと置いといてくれ」

　ドムスは、足もとをしめした。少し痺しびれている腕うでに感覚を取り戻もどそうと、ぶらぶらと手首をふりながら言葉を続ける。

「このジェスタの斧アツクスは、旅立ちの祝いに、おふくろからもらったんだ。まあ、〈龍りゆうの誓ちかい〉を立てて旅をしている身としちゃあ、戦いから逃にげるわけにはいかないからな」

　ドワーフは、なによりも肉体の強さを貴ぶ。〈龍〉こそは、ルナルにおいて究極の肉体の持ち主だ。〈龍の誓い〉とは、その〈龍〉の強さを得るべく、修行を続ける誓いのことである。

　船が大きく揺ゆれた。乱暴に舵かじを切ったのだろう。

「いけねぇ。近そうだ。早くあがっとこうぜ」

　盗賊の言葉に、金髪の若者がうなずいた。

　二人が、くるりとドムスに背を向ける。

　その瞬しゆん間かんに、ドムスは動いていた。

「油断したなっ！」

　叫さけびながら、素す早ばやく斧アツクスを拾いあげた。ジェスタの祝福を受けた斧は、くるりと回って彼の左手におさまる。

　金髪の若者がふりむきおわるのを待って、ドムスは、斧を彼の胸めがけて叩たたきつけた。

　がきぃいんん。

　鋭するどい金属音とともに、ドムスの斧アツクスは、金髪の若者がかまえたソードブレイカーの背に、受け止められていた。ソードブレイカーの背には、いくつもの突とつ起きがつきでている。若者は、その突起のあいだに、斧の刃はをくわえこんでいた。もしも、細い刃しかもたない剣けんであれば、あるいは折られていたかもしれない。

「よく、おいらの斧アツクスを受け止めたな」

　そのまま押しこもうとも、あるいは引こうともせず、ドムスは言った。

「声をかけずに打ちこめば、ぼくたちのどちらかは確実に倒たおせたんじゃないか？」

　アンディも、動かずに答える。

「冗じよう談だんじゃない。そんなことをしちゃあ、お前の腕がわからないじゃないか。けど、お前こそ、ふりかえるのがずいぶん素早かったな」

「何か考えているのは、顔色でわかっていたからね」

　しばらく、二人の若者は、じっと睨にらみあっていた。どちらともなく、武器がひかれる。

「あらためて、よろしく頼むぜ。おいらの名はドムス。ジェスタの入信者、〈左利きレフテイ〉のドムスだ。ハン＝トルアから来た」

「アンディ・クルツ。ガヤンの神官だ。トリース森王国へ帰るところだ」

[image: ]

　二人は、あらためて名乗りあい、軽く互たがいの武器を打ち合わせた。それは、肩かたを並べて戦う戦士の挨あい拶さつなのだ。

「若いねぇ、諸君」

　ニフトールが、呆あきれているんだか面おも白しろがっているんだか、どちらにもとれる口調で言った。
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　あらわれたのは、かもめの印を兜かぶとにつけた海兵を満まん載さいした帝国の私し掠りやく船せんでも、抜ばつ群ぐんの切れ味を誇ほこる独特の刀ブレードで武装した武戦士たちを乗せたカルシファードの私掠船でもなかった。

　六本脚あしの蜘蛛くもを旗印にかかげた海かい賊ぞくだ。しかも、その旗を、夜でもはっきりと見えるように、わざわざたいまつで照らしている。

「〈蜘蛛の牙きば〉だぁっ！」

　見張り台の船員が悲鳴をあげた。声を聞いた途と端たん、船員たちのあいだに動どう揺ようが走った。

　アンディたちが駆かけあがってきたのは、ちょうど、そんな時だ。アンディは、敏びん感かんにその場の雰ふん囲い気きを感じとった。

「どうしたんだ、エフィ？」

　エフェメラは、ぷるぷると首をふった。

「わかんない。あの海賊、〈蜘蛛の牙〉っていうらしいんだ。その名前を聞いたら、みんな怯おびえちゃって」

　彼女の言葉を聞いて、ニフトールが、問い返した。

「はあ？　〈蜘蛛の牙〉だって？　確かなのか？」

「ってんのかい、おっさん」

　ドムスの口調には、既すでに遠えん慮りよというものがない。言葉のはじまりを飛ばすのが、気を許した時の、彼のくせだ。

「知ってるかって、言ったのか？　まあ、ちらっと聞いただけだけどな」

「強いのか？」

　ドムスは、嬉うれしそうである。

「らしいぜ？　帝国の正規軍もけちょんけちょんにやられちまったってよ。おまけに、とんでもなく残ざん忍にんで襲われて生きのびたやつはいないっつう話だ」

　ラナークが、冷静に指し摘てきした。

「生きのびた人がいないのに、どうして名前がわかったんでしょうか」

　ニフトールは、うろたえもしなかった。

「まあ、噂うわさに誇こ張ちようはつきもんだからな」

「それに、その噂で相手を怯えさせていれば、その分、勝ちやすいっていうものよ」

　エフェメラだって、シャストアの神官。虚きよ言げんの使い方の基本くらいは心得ている。

「いいさ。噂の半分でも強ければ、腕ならしくらいにはなるだろって」

　ドムスは、二度、三度と斧アツクスをふる。

「兄さん、大だい丈じよう夫ぶなの、この子？」

　エフェメラは、思わずアンディに耳打ちしていた。

「心配するな。戦いの腕は確かだよ、彼は」

　そういう意味で言ったわけではないのだが。

「……どうしたの、兄さん、えらく機き嫌げんが悪いじゃない？」

「これが怒らずにいられるか。蜘蛛はガヤンの御み使つかいだぞ。それを海賊の旗印に使うなんて」

「そりゃ、白い蜘蛛の話でしょ。黒い蜘蛛は〈悪あく魔ま〉の使いだっていうじゃない」

「だったら、なおさら許すわけにはいかない」

　エフェメラは、ほんの一いつ瞬しゆん考えこんで、これ以上は反論しないことにした。涙なみだをこらえているよりは、怒っているほうがましだ。どうせなら、笑ってくれるのがいいんだけれど。

「おうっ、てめえら！　〈蜘蛛の牙〉たって怖こわがるこたぁねぇ。捕つかまらなきゃいいんだからな」

　ラント船長が怒ど鳴なる。

「それとも、わっしの操船の腕が信用できねぇとでも言うのかいっ！」

　一いつ喝かつで、船員たちの士気が、わずかながら高まった。

　追いかけっこが始まった。

　かなりの時間、双ふた子ごたちにできるのは、じりじりと近づいてくる海賊船を、睨んでいることだけだった。

　ラント船長の操船の腕はみごとなものだった。幾いく度どとなく、帝国正規軍の追つい撃げきを逃のがれてきたという話も、まんざら噓うそではないだろう。

　だのに、逃げきれなかった。

　矢や継つぎ早の指示は正確だったし、風の読み、海流の把は握あくも確かだった。

　波の砕くだける音で岩がん礁しようの位置を感じとり、そこにまんまと海賊船を誘さそいこみすらしたのだ。

　だが、どれも間かん一いつ髪ぱつでかわされた。

　離はなれるはずの距きよ離りが、わずかずつだが縮んでいく。船員たち、そしてアルリアナの乙女おとめたちの間に、絶望の色が広がりはじめた。

「くそっ、魔術師ウイザードでもいりゃあよぉ」

「すみません、こういう時には役に立たない呪文ばかりで」

　船長の呻うめきに、アンディが真しん剣けんに謝罪した。

「ああ、すいやせん。そういうつもりじゃねえんですよ。万一の時は、お願いしますぜ」

　ルナルの世界は、学べば、誰だれでも呪文が使える。だが、誰もが学ぶというわけではない。

　アンディの光、エフェメラの幻まぼろし、ニフトールの惑まどわしの呪文、どれも、この距離、この状じよう況きようでは使い道がないも同然である。エルファのラナークも呪文が使えたが、彼が得意とするのは治ち癒ゆの呪文。その出番は、戦いが終わった後のことだろう。

「タッタくん、暗くて見えないのなら、ないのも一いつ緒しよよ。ちょっと行ってきてくれない？」

「あほっ、暗くて上も下もわかれへんねんぞ。間ま違ちがえて海に突つっ込んだら、溶とけてまうやないかいっ」

　いつもの余よ裕ゆうや陽気さは、かけらもないようすでわめくと、タッタは頭を羽で覆おおい隠かくした。昔、よほど恐おそろしい目にあったらしい。

「溶けないってば、なめくじじゃあるまいし」

　エフェメラの言葉も、昼間のようには効果を発揮しなかった。

　ルナルの海戦で、もっとも恐れられるのが魔術師ウイザードとミュルーン、ついでサリカの高司祭と翼よく人じんだ。すなわち、風雨をあやつる魔ま法ほう、ないし能力をもつ者たちである。それに、魔術師ならば、《火球フアイア・ボール》の呪文で、火矢なんぞよりは、よほど確実に帆ほを燃やせる。ミュルーンや翼人ならば、昼間、タッタがやってみせたように、帆ほ綱づなを切ることもできる。もっとも、それを予測されていれば、そう簡単にもいかないだろうが。

　しかし、今のタッタは、どうにも役立たずの状態だった。そもそも、ミュルーンは、夜の暗さで、ほとんどの視力を失う。しかも、海を恐れている彼のことである。

「しかたないですよ、船長。せめて、敵にも魔法使いがいなかったことを感謝しましょう」

　アンディの言葉は正論だが、ここでは、ただの気休めにもならない。

「いいや、妙みようっスぜ。あいつらの船の動き、あんな動きができるはずはねぇ。おかしな魔法でも使ってやがるんだ」

　船長の言葉は、負け惜おしみには聞こえなかった。彼の判断は冷静だ。

「リャノさまの高司祭さんなら、水の流れを逆転させることもできるっていうけど、それだけじゃないよね、これって」

　エフェメラは言った。しかし、誰からも返事はない。みんな、それ以上に自由に流れを操あやつる魔法など知らないのだ。

「けど、もうしばらくは、もちこたえてみせまさぁ」

「さっさと追いつかれればどうだい？　いっそ、殴なぐりあったほうが決着が早くつくぞ」

　ドムスの言葉に、まわりの者たちが苦く笑しようを浮うかべた。この少年は、敗北の可能性など考えもしていないのだろう。

　だが、その自信は、決して不快なものではなかった。むしろ、まわりの者たちも気楽な気分にさせてくれる。

「ほんとに、そうかもしれやせんな」

　船長が、そう言ったとたん、がくんという衝しよう撃げきが〈レニアルスのさざ波〉号を襲おそった。

「どうしたい！　なにごとでいっ？」

　今の冗談だ、ほんとうに止めるやつがあるか！　そんな怒鳴り声を、船長はかろうじて吞のみこんだ。もちろん、本気にして船を止めたなんてわけがない。そもそも止まるものではない。

　しかし。

「止まってます、船長」

　簡潔で、そのくせ困こん惑わくしきった答えが戻もどってきた。

「そんな馬ば鹿かなことがあるか」

　叫んだところで、事実に変化はない。〈蜘蛛の牙〉の海賊船がぐんぐんと近づいてくる。

「船長、水ん中になんかいますぜっ！」

　悲鳴じみた叫びに応こたえて船べりに駆けよったのは、ラナークとドムスだった。エルファにせよドワーフにせよ、人間よりも、よほど夜目がきく。ほんのわずかな光で、はっきりと見ることができるのだ。

　彼らが走っているあいだに、アンディは短い呪じゆ文もんを唱えていた。《閃光フラツシユ》よりは、よほど使い慣れている《光ライト》の呪文だ。

　てのひらに生まれた、ほのかな輝かがやきをアンディは水面めがけて飛ばした。その軌き跡せきを、アンディ本人とエフェメラ、そして船長が追いかける。

　しかし、彼らがたどりついた時には、最後に残った丸い緑のものが、暗い水面に沈しずんでいくところだった。

「あの灰色のもの、なんだ？」

　ドムスが訊たずねてくる。ドワーフは、赤と緑の区別がつかないのである。

「頭だったみたいだけど、緑の髪かみの毛の……」

　自信なさそうに、エフェメラが答えた。

「どうかしたのかい、ラナーク？」

　アンディは、そのかたわらで身を震ふるわせているエルファに訊ねた。瘦そう身しんの森の民たみは、激情を抑おさえかねているようすだ。

「ハウ・アドルラ（海の同どう胞ほうっ）！」

　ラナークが、喉のども破れんばかりに、海面めがけて絶ぜつ叫きようした。

「な、なんだよ、いったい」

　ドムスが、驚おどろいてラナークを見た。

　ラナークは、エルファ語で、こう叫さけんだ。

「なぜですか！　恥はじを知りなさいっ。異なる月を信じる者の悪事に加担するとは、おのが祖霊トーテムにはずかしくないのですかっ」

　彼は、続けざまに海面めがけて矢を射かけた。速い。彼が手にした弓の特異な構造が、通常に倍する速射を可能にしているのだ。

「落ちついてよ、ラナーク。もう誰もいないよ。いったい、どうしたの」

　エフェメラが、あわててその腕うでにすがる。

　その重みに引かれたのか、エルファは、はっと腕をおろした。その顔から、怒いかりの表情がぬぐいさられていく。

「すみません、無様なところをお見せして」

　そう言った時の彼は、既に先刻までと変わりがなかった。どこか照れ臭くさそうでさえある。

「どうしたんです？」

　アンディが問い掛かける。ラナークは、ゆっくりとした口調で答えた。

「あれは海のエルファです。いや……エルファではないですね」

　そうだ。見落としたのかもしれない。あの暗黒のしるしを。

「悪事に加担するのだから、間違いありません。あれは、海のゲルーシャです」

　最後の言葉を口にする時だけ、ラナークは、さきほどの怒りをよみがえらせたようだった。

「ゲルーシャは〈導かれざる者〉。〈悪魔〉に魂たましいを売り、氏族の円えん環かんを離れた愚おろか者たちのことです」

　暗黒に沈み、邪じや悪あくに溺おぼれた、エルファ族の裏切者。それが、ゲルーシャと呼ばれる者たちなのだと、ラナークは言った。

「じゃあ、そいつらが海かい賊ぞくに手を貸してると？」

　船長の言葉に、ラナークはうなずいた。

「海に住む、我らエルファの同胞たちは、陸の私たちが知らないさまざまな海の魔法を心得ているそうです。ゲルーシャどもが、それを盗ぬすんでいたとしても不思議はありません」

　合が点てんがいったという風に、船長がうなずいた。海流をあやつられては、船同士の追いかけっこになど、勝てるはずがない。

「そうだったのかぁ」

　そこまで聞いて、ドムスはあらためて怒おこった。もう一度、目をこらして海の中をのぞきこもうとする。

「くそっ。海の中になんか逃にげやがって。こう暗くら闇やみじゃあ、見つからないじゃないか」

　ドムスは、どうやら、見つかれば水中でも勝てるつもりらしい。

「もう、あいつらを退治する必要はないんじゃない？　だって、遅おそいもん」

　エフェメラが、奇き妙みようなくらい冷静な調子で言った。

　海賊船は、もうすぐぶつかるくらいの距離にいた。
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　火矢が次々と甲かん板ぱんに突き刺ささった。あわてて砂がかけられる。燃えうつる心配のないいくつかは、そのままにされた。戦いには、明かりが必要だ。

　火矢が射かけられるのと、海賊たちがとびこんでくるまでには、ほとんど間がなかった。

「きーっ、ひゃっひゃっひゃっ」

　噂うわさに聞こえた〈蜘蛛くもの牙きば〉。その旗印をかかげた海賊船に乗りこんでいたのは、軽快な動きが可能な武装を好む、なみの海の戦士たちとは違っていた。おのおの好き勝手な武器をもち、ろくな鎧よろいをもたない、無ぶ頼らいの男たちでもない。

　異様な姿をしていた。といっても、怪かい物ぶつや異種族であったわけではない。人間ではある。

　そいつらは、全身を真っ黒に塗ぬっていた。鎧どころか、衣服らしいものも腰こし布ぬのや胸さげくらいしか身につけていない。もちろん、それらもすべて黒だ。針のように細い刃はの直刀を持っている。そして、全員が、ひょろ長い独特の体格だった。

「っんだ、お前らぁ！」

　ドムスがふるう斧アツクスを、飛び跳はねるように海賊たちはかいくぐる。

「なんだ、こいつら？　人間じゃないのか？」

　黒に身を包んだその男たちは、くるりと体を空中で回転させ、あるいは張り付くように地に伏ふして、攻こう撃げきを避さけ、挑いどみかかってくる。同じ衣い裳しようと、似たりよったりの体格で、入れ替かわりたちかわりされると、今まで、自分が戦っていた相手がどれなのかすらわからなくなってくる。

「人間っスよ。ただし、少々妙な体術を使うってだけのことでさぁ」

　激しい攻撃を続けながら、船長が叫んだ。

　少しでも手をゆるめれば、逆に猛もう烈れつな攻撃をかけられる。

　ドムスの斧アツクスでも、船長の剣けんやアンディのソードブレイカーでさえ、一いち撃げきでも命中すれば両断できそうなくらい、連中は瘦やせている。しかし、当たらないのだ。

「カルシファードの体術っス！」

　右からなぎ払はらうと見せかけて、左。ごまかフエイしの技ントで、船長はようやく一人を倒たおした。

　だが、敵の数はいっこうに減らない。

　舷げん側そくのあいだに渡わたされた綱つなを使って、次々と乗りこんでくるのだ。海賊の数は、〈レニアルスのさざ波〉号の倍以上はいるだろう。しかも、こちらは半分近くが戦えない女性なのだ。

　アルリアナの信者にも、蹴打術ダルケスやシールド・バトンといった特とく殊しゆ武器で戦う入信者、心を操る呪文で敵をしりぞける神官もいないわけではなかったが、大半は無力な平信者だった。

　この乱戦になっては、呪文を使いこなすのは難しい。

　エフェメラも、細剣レイピアとシャストアのマントをふるって戦った。

　タッタも、海への恐きよう怖ふをなんとか抑えて、奮戦している。

　ラナークは、弓をおさめて長杖クオータースタツフをかまえていたが、手つきはいささかおぼつかなかった。

　ニフトールもナイフを引き抜ぬいてはいるが、身を守るのが精せい一いつ杯ぱいだ。

　今はまだ、どうにかもちこたえている。

　しかし、それも、ここまでかもしれない。

　船員たちが、次々に倒れていく。それほどひどい傷ではない。だが、海賊たちの剣に痺しびれ薬が塗ってあったのだ。一撃くらいなら耐たえられる。だが、二撃、三撃とちくちく受けるうちに毒が全身に回って倒れるのだ。

「うきゃきゃきゃぁ」

　やがて、船のところどころから火の手があがった。甲板の木箱が燃やされている。

「こいつら、どういうつもりだ。荷が目当てじゃないのかっ」

　なみの海賊ならば、目当ては金だ。だが、積み荷を燃やしてどうなるというのだ。よほど重要な人物でも乗っているならともかく、この船の乗客たちの身みの代しろ金きんなどたかがしれている。下手へたをすれば、アンディたちにかけられた賞金のほうが高額かもしれない。

「ひょるるるるる」

「おきゃきゃきゃきゃっ」

「っかましいぞ、お前らぁ」

　ドムスたちの耳には、ただわめき散らしているとしか聞こえない声だが、どうやら海賊たちのあいだでは、充じゆう分ぶんに意思が通じ合っているようだ。統制のとれた攻撃で、徐じよ々じよに守りの側は追いつめられつつあった。

「っんにゃろっ」

　ぶうんと横よこ殴なぐりに斧アツクスをふるって、ドムスは前に出ようとした。

「待つんだ」

　その背中から、声がかけられる。アンディだ。頰ほおから血が流れている。顔色もよくない。

「うかつに出ないほうがいい。みんな固まらないと、一人ずつやられるぞ」

　しかし、声はまだ冷静だ。

「っちから、打って出て、敵の親玉をやっつけたほうが早いさ」

　ドムスは、アンディの言葉を一いつ蹴しゆうした。

「そう簡単にいくわけがないだろう」

　アンディは、突つきだされた針のような剣を、盾たてでかろうじてかわしながら言った。しかし、言葉以外でドムスに届く状じよう況きようではなかったし、ドムスは、言葉だけで止められてくれる相手でもなかった。

「待つんだ」

　突とつ出しゆつするドワーフの少年を、アンディはやむをえず追った。

　目の片かた隅すみで、ちらりと妹たちのようすを見る。エフェメラは、タッタやラナーク、船長たちとともに、船室におりる階段のまわりに集まっていた。まだ立っている船員たちも一いつ緒しよだ。ニフトールの姿はない。おそらく、どこかの物もの陰かげに隠かくれて、機会をうかがっているのだろう。

　早くドムスを連れ戻もどして、みんなを守ってやらねば。

　こんな危険な旅に連れだしてしまった妹のエフェメラを。巻きこんでしまった友人のタッタを。それに、船室に隠れているか弱い女性たち。

　ほんとうか。

　アンディの、心の片隅で、何かが囁ささやいた。

　ほんとうにあの娘むすめたちは、ただの娘なのか。爪つめをきちんと確かめたわけではない。もしかすると青いかもしれないのだ。

　眼前の敵を斬きり捨てながら、アンディは心の声に反論した。

　それがどうした、爪が青いからといっても、必ずしも邪悪の手先というわけじゃない。

　そうか？　ほんとうに？　あの赤毛の女は、お前を裏切らなかったのか。

　裏切ったのは、ぼくもだ。

　一人で、逝ゆかせてしまった……。

　そういえば、いたよなぁ。あの女たちの中にも、赤毛の娘が。あれは、もしかしたら、また近づこうとしているんじゃないか、ぼくに。また、誰だれかに操あやつられているんじゃないのか。ぼくらを陥おとしいれ、操るために。

　黙だまれ。もうひとりのぼくよ、黙れ。

　アンディは、戦いにだけ心を集中させようとした。

「いけない」

　ドムスを見失ってしまった。どこにいるのだろう。多分、いちばん激しく戦いが行われている場所だろうと思うのだが。

　敵が腹めがけて突きだしてきた剣を、ソードブレイカーで払いのける。別の敵の剣が脇わき腹ばらに命中したが、さいわい勢いが弱く、革鎧レザーアーマーでも充分にふせげる程度の打だ撃げきでしかなかった。

　あっちだ。

　ドワーフの少年の雄お叫たけびが、聞き取れた。

　アンディはいつのまにか舳へ先さきにまで来ていた。ドムスが、おそらくは快調に敵を薙なぎ倒している騒さわぎは、船の真ん中のほうから聞こえてくる。かえって、アンディのほうが突出してしまったのだ。

　苦く笑しようを浮うかべる余よ裕ゆうもなく、アンディはきびすを返そうとした。

　その彼の視野の片隅に、ちらりと場違いな人ひと影かげがとびこんできた。

　アンディが動きを止めたのは、その人物がまともな衣裳を身につけていたからだ。しかも、片方の手には九きゆう節せつ鞭べんを握にぎっていた。九節鞭は、アルリアナの信者だけが使う武器だ。先せん端たんに鉤かぎ爪づめのついた鞭むちを、竹の筒つつで補強し、風のごとき変へん幻げん自じ在ざいの動きで、敵に襲おそいかかる。

　だから、アルリアナ信者の一人が、戦ううちにここまで来てしまったのかと思ったのだ。

　だが、その人影は、男だった。

　この船に乗っていたアルリアナの信者は、すべて女だ。

　しかも、その人影のもう片方の手には、大きな鈴すずがぶらさがっていた。鈴は、リャノ神の聖なる印だ。リャノは流れとざわめきの神、水を司つかさどっている。それゆえに、ルナルの海と河を行く船は、守護の鈴をどこかに吊つるしている。

　鈴を奪うばうということは、その船を奪ったのと同義とみなされるのだ。

　ならば、この男は。

　アンディは、ソードブレイカーと盾をかまえなおした。

「ほう、ガヤンの神官か」

　その人影は言った。
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「何者だ？　ただの海かい賊ぞくの下っ端ぱじゃないんだろう」

　アンディは、その男をきっと睨にらみつけた。

　男は、左右に控ひかえた黒ずくめの海賊たちを手で制すると、にやりと笑った。

　いやな笑い方だ。

「たいした眼力だ」

　揶や揄ゆするように、男は言った。

　海面にすうっと光がはしった。水平線に赤い月が昇のぼったのだ。すぐに、青い月も追いかけてくるだろう。

　今は、炎ほのおと赤い月光だけが、その男を照らしている。

　乏とぼしい光でみてもはっきりとわかるくらいに、整った顔だちの男だった。だが、つりあがった目にも、薄うすい唇くちびるにも、どこか尋じん常じようでない雰ふん囲い気きがただよっている。

　かなりの長身だ。アンディより頭半分高い位置に髪かみがある。髪の色は、光の具合で紫むらさきに見えるが、実際には青いのだろう。異種族の血でもまじっているのだろうか。

　すらりとした身体からだには、髪と同じ色の衣服をつけている。派手な刺し繡しゆうがほどこされたゆったりとした服だ。袖そでや脚あしはゆったりとしていて、ひらひらした飾かざりまでついている。オータネス湖王国あたりの服に似ていた。服に独特の光こう沢たくがあるのは、絹に何かをまぜてあるのかもしれない。男が動くと、金属がこすれるしゃらりという音がした。からだにぴったりとした胴どう衣いの内側には、細かな鎖くさりでもしこんであるのだろう。

「お前、名は？」

　アンディの質問には答えず、逆に男のほうが訊たずねてきた。

「法と契けい約やくを司るガヤンに仕える、アンディ・クルツ」

　アンディはそう答えていた。知っておきたかったからだ、この敵の名を。芝しば居いがかった真似まねが好きで、自分のことを相手に知らせずにはいられない性格だと、衣裳から判断した。ならば、こちらが名乗れば、名乗りかえしてくるだろう。

　アンディが予想した通り。

「わたしは、〈蜘蛛くもの牙きば〉を率いる二首領の一人にして、グモーツ族の長たるメルヌ。青真珠ブルーパールのメルヌというのが通り名だ。我が仕えるは、美と快楽をもたらすアルリアナ。お前も、我が神の慰なぐさみものになるがよい。心をもてあそぶ快楽のためのな」

　じゃらりという音。メルヌと名乗った海賊の首領が、九節鞭の先端を垂らしたのだ。

「その言葉は、神々への侮ぶ辱じよくだっ。そのような教えが本当かどうか、捕とらえられた後で、本物のアルリアナ信徒たちに訊きくがいい」

　じゃらり、もう一節、青真珠ブルーパールのメルヌが九節鞭を垂らした。その異名にふさわしく、鞭も青く塗ぬられている。

「我が教えこそが正統。お前たちは、真の神の教えについて知らぬのだ」

　メルヌは、左右の海賊たちに手をふって、さがるように合図した。

　アンディが期待した展開だ。メルヌの実力は、よくわからないが、一対一ならひきのばすことくらいはできるだろう。そのうちに、ドムスが駆かけつけてくれるかもしれない。

　もっとも、駆けつけてくれても乱戦になるだけかもしれないが。

　だが、なんとかして、この首領を倒たおせれば、海賊どもが怯おびえて引きあげる可能性もある。

「ガヤンよ」

　アンディは、我知らず、祈いのりの言葉を呟つぶやいていた。

「定められたる法に従い裁きを行います。願わくは輝かがやきにて、我が道を照らされんことを」

　唱えていくうちに、アンディは自分の心が落ち着いていくのを感じていた。しかし、かつてのような高こう揚よう感かんと平静さはない。小さなとげが、いつも心のすみに刺ささっているようだ。

「ひゃははははは」

　メルヌが笑った。嘲ちよう笑しようだ。笑ううちに声が裏返っている。醜みにくい笑い声だった。アンディは、そこにメルヌの心が映っているのを見たような気がした。

「虚むなしい祈りだな。それがどれほど虚しいのか、アルリアナの快楽で教えてやろう」

　メルヌの、肉体とは裏腹に醜い精神を見てとったアンディは、その挑ちよう発はつにも動どう揺ようしなかった。冷静さを欠いては戦いには勝てない。

　アンディは、やや腰こしを落としてかまえた。左ひだり腕うでを軽く曲げてつきだし、盾を体の正面に持ってくる。ソードブレイカーは腰の高さだ。九節鞭は複雑な軌き跡せきを描えがいて襲ってくる。熟練した使い手ともなれば、正面に立っていながら、脇腹をかすめて、後頭部をえぐるようなことさえやってのける。それを受けるのは難しい。それゆえに、アンディは、防ぼう御ぎよを重視したかまえをとったのだ。この姿勢のまま、一気につっこむ。距きよ離りを詰つめれば、九節鞭の威い力りよくは半減する。

「やる気だな」

　メルヌの口もとからは、薄うす笑わらいが消えない。

「だが、もう少し待て」

　この状況で待てといわれて待っているほど、アンディも、お人ひと好よしではない。爪つま先さきが、かっと甲かん板ぱんを蹴ける。

「わたしは」

　とんと軽く甲板を蹴って、青真珠ブルーパールのメルヌが後ろに飛んだ。

「負ける戦いはしないのだ」

　アンディとメルヌのあいだに、黒い海賊たちが割って入った。そしてメルヌが、指を複雑に組み合わせるような動作とともに、短い言葉を呟いた。呪じゆ文もんだ。

「どけっ」

　卑ひ怯きようだなどと、無む駄だな言葉をアンディは口にしなかった。こんな連中相手に、そんな罵ののしりなどしたところで、喜ばせるだけだ。いまはただ、かいくぐり、肉にく薄はくし、戦って、倒すのだ。

　そうしなければ、生きのびられない。

　生きのびられないが……生きのびて、それがどうしたというのだ。

　虚しさが、急にこみあげてきた。膝ひざが砕くだけそうなほどの虚きよ脱だつ感かん、剣けんをふるうための腕うでをもちあげようとする気力がわいてこない。何をどうしたところで、それを認めてくれる彼女はもういないではないか。ともに生きのびるべきあの女性は、死んでしまった。

　だが、アンディの心には、まだ、この急速な感情の変化を異常と感じ、抵てい抗こうしようとする部分が残っていた。

　彼女は死んだ。だが、自分には、まだやるべきことが残っているはずではないか。

「うらぁっ」

　叫さけびにすらなっていないような声をあげて、アンディはソードブレイカーをふるった。黒い海賊たちが、笑い声のような叫びをあげて、後ろにひょいっと飛んだ。

「はははっ、なんだ、そのひょろりとした剣は？　無理はしないことだ、ガヤンの神官。何をしたところで、しょせん、何も変わりはしないのだからな」

　そうだ、何も変化はない。彼がどうしたところで、すべては誰かの意志のまま、流されていくだけだ。

「違ちがう、はずだ」

　少なくとも、ここで自分が何もしなければ、仲間たちが死ぬ。アンディは、前へと進んだ。黒い海賊たちは、もう邪じや魔まをしようとはしない。

「違わないとも」

　メルヌが囁ささやく。この虚しさは、やつの呪文のしわざだ。アンディの理性が、そう告げている。この圧あつ倒とう的てきな感情に負けてはならない。この虚しさに、負けてはならない。

「うおおおおおっ」

　アンディは吠ほえた。胸の中に怒いかりを呼び起こそうとする。秩ちつ序じよを守る青い月の信者としては、褒ほめられたふるまいではないが、そうでもしなければ、方法がない。

　だが、怒りは、彼の中のどこにもなかった。

　胸の中がからっぽだ。しゃくしゃくと音を立てて、虫が彼の心臓を食べている。できあがった穴を吹ふきすぎていく風が、アンディの体を内側から冷やしていく。

　ざしゅっ。

　メルヌの九節鞭が、アンディの頰ほおをかすめていった。赤い血がしぶく。それからようやく、アンディは、我が身を守ろうとして、のろのろと盾たてをあげた。
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「どうしたね、ガヤンの神官」

　メルヌが、九節鞭を引き戻もどす。その隙すきだらけの一いつ瞬しゆんにも、アンディは、身を守っているだけだった。

「わかったかな、世界の虚しさが」

　メルヌは、笑えみをいっそう大きくした。蠱こ惑わく的てきな笑みだ。もしも、静かな酒場で、隣となりに座った彼にこんな笑みを見せられたら、男同士でもくらりときそうな笑みだ。

「さあ、快楽に身を委ゆだねるがいい。わたしが、すべてをお前に与あたえてやろう」

「お前からは、何ももらうつもりはない」

　だが、その笑みでも、既すでにあらわれてしまったメルヌの腐くさった心根を、隠かくしきることはできなかった。笑顔に漂ただよう甘さは、腐ふ臭しゆうの甘さだ。

　アンディは、よろよろと歩きはじめた。メルヌに向かってではない。

「生きることもできぬほどふぬけたか。よほど、わたしの《感情エモーシヨン・操作コントロール》が効いたらしいな」

　そうだ、この虚しさは、自分自身の本当の気持ちなどではありはしない。これはやつの呪文にすぎないのだぞ。舷げん側そくに向かっている自分自身の歩みを止めようと、アンディの押し潰つぶされかけている理性が説得する。

　アルリアナの信者は、人の心を操あやつることが得意ではないか。

　そのとおりだ。アンディのうちに巣くった、虚しさの虫が答える。そして彼女もアルリアナの信者だったな。彼女も、心を操るのが得意だったということだ。恋こい心ごころを抱いだかせるのも……。

　違う！

　そのアンディの叫びは、ついに喉のどの奥より先へ、出ることがなかった。

　にやにやと笑いながら、黒い海賊たちが、道を空ける。

　後、一歩だ。後、一歩進めば、そこは空中だ。そうすればいい。どうせ、何をしたところで、この虚しさは埋うまりはしない。

　後、一歩。

　唐とう突とつに、彼女の顔が脳のう裏りによみがえる。

　赤い髪、黒い瞳ひとみ。その瞳にこめられた願い。私とともに……。あの時は拒きよ否ひした。できないはずだった。だから、こんな虚しさを味わうことになった。やり直せるか？　やり直せない。

　でも。

『自信をもっていいわ。あなたが、自分で選んだ道であることは間ま違ちがいないから』

　彼女が与えてくれた信しん頼らいを、裏切れるのか、自分は。

「駄だ目めだっ！」

　アンディは、立ち止まった。振ふり返った。ソードブレイカーをかまえた。一瞬で戦せん況きようをみてとる。不利だ。船室への扉とびらを守ろうと、固まっていた仲間たちは寸断されている。何人かの海賊が、船室へとおりてゆく。

　しかし、まだ、取り返しがつかないわけじゃない。これは、まだ、なんとかなるのだ。自分が、あの海賊の首領を倒せればっ！

「突つき落とせ」

　そのアンディを見て、青真珠ブルーパールのメルヌは、そう命じた。

　黒い海賊たちが体当たりしてくる。一人は避よけた。だが、足もとが不安定だった。もう一人まではかわせない。

　ぐらりと、体が傾かたむく。

　アンディは、炎ほのおを映し、赤と黒のまだらになった海面へと、真っ逆様に落ちていった。

　青真珠のメルヌが、裏がえった甲かん高だかい声で笑う。〈レニアルスのさざ波〉号の航海は、終わろうとしていた。
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　すさまじい衝しよう撃げきが〈レニアルスのさざ波〉号を襲おそった。

　海かい賊ぞく船せんに備えられた衝しよう角かくが、〈レニアルスのさざ波〉号の横腹を突き破ったのだ。

　激しい勢いで、水が船倉に流れこみはじめた。

　船が、どんどんと沈しずんでいく。すっかり海中に没ぼつするまで、ほんのわずかな時間しか残っていなかった。

　海賊たちは、荷物のほとんどを無視して、倒した船員たちの体や、捕らえたアルリアナの信者たちを自分たちの船に運びこんでいく。

　仲間たちはどうなったのだろうと心配しながら、エフェメラとタッタは、木箱のかげにひそんでいた。エフェメラの右みぎ肩かたは破れ、ふとももからも血がにじんでいる。タッタも、蹴け爪づめのひとつがひび割れていた。

「思えば短い生しよう涯がいやったなぁ。けど、お前らと出で会おうて、おもろいことばっかりで悔くいのない……とほほ、せめて死ぬまでに銭ぜに風ぶ呂ろに入る夢をかなえたかった」

「何言ってんのよ、タッタくん」

　座りこんでしまっているミュルーンの若者を、エフェメラは小声で叱しかりつけた。

「これから、いくらでもかなえられるでしょ。兄さんを見つけて、なんとか逃にげだすわよ」

「もうええねん」

　普ふ段だんからは、とても想像できないような気弱な声で、タッタは答えた。

「どうせ飛んで逃げたかて、どっちが陸かもわかれへんうちに、疲つかれきって海にドボンや。それやったら、いっそ、いさぎよくここで溶とけるがな」

「だから、溶けないってば」

　エフェメラが何を言っても、タッタは羽のあいだに首をつっこんでいるだけだ。このままでは、海に飛びこんだところで、船が沈む時にできる渦うずに吞のみこまれてしまう。

「タッタくん」

　エフェメラは、タッタの後頭部にくちびるをよせると──いまだに、そのあたりに耳があるのかよくわからないのだが──、小声で囁いた。

「ほら、海の水が足もとまできちゃったよ」

「うひぃっ」

　情けない声をあげて、タッタが飛びあがる。

「ほら、やっぱりまだ溶けたくないんでしょ。さっさと逃げるわよ」

「わかったがな。かなわんなぁ、もう」

　タッタは、ぱたぱたと羽ばたきながら、答えた。その声には、少しいつもの元気が戻っている。しかし、ミュルーンの胸筋では、長時間、羽ばたき続けるのは難しい。滑かつ空くうするしかないのだ。溶けるかどうかはともかく、陸にたどりつけるかどうかは、運次し第だい。

『それでも、あたしや兄さんよりは、よほど助かる見込みは高い』

　こんな風に、友だちを死なせることだけはしたくない。だから、タッタを、まず行かせよう。それから、兄さんを捜さがす。

　しかし、そのエフェメラの計画は実行されるに至らなかった。

「きゃきゃきゃきゃっ」

　黒い男たちが、あらわれたのだ。

「しもたっ」

　タッタが後こう悔かいの叫びをあげた。見つかったのが、自分のせいだと感じたからだ。

「タッタくん、逃げて」

　エフェメラは、あわてて細剣レイピアとマントをかまえた。

「阿あ呆ほう、お前らみたいなもん、ほうっていったら、どんなとんでもないことしでかすか」

　タッタは、ひらりと舞まいおりて、甲かん板ぱんにころがったままだった槍やりを拾いあげる。

「うきゃーっす」

　しかし、多勢に無勢だった。敵は、十人近い数だ。しかも、まだまだ増える。

「らきゃすた」

　黒い男たちの一人が、針のような剣のきっさきで二人の武器をしめし、ぴゅっと鋭するどく下へとふった。

「降参せいて、言うてるみたいやな」

　タッタとエフェメラは、高さに差はあるものの、肩かたを並べた。

　さて、どうするか。

　エフェメラとタッタは、しばらく武器をかまえたまま動かなかった。

「たくぱっ」

　黒い男たちが、じりっと輪を縮めてくる。

「この場は、しょうがないわな」

　タッタが、がらりと槍をほうりだした。エフェメラも、それにならう。

「すまんな、そのう、わいがもうちょっと静かにしとったら……」

「大だい丈じよう夫ぶ、逃げ出す隙は、きっといくらでもあるよ。特に、タッタくんは、その方面には経験を積んでんだから」

　そう囁きかわして、エフェメラはタッタの背中を、タッタはエフェメラの腰こしを、ぽんと叩たたきあった。

「わいを、盗ぬすっ人とかなんかみたいに言うな」

　その言葉で、エフェメラは、知りあったばかりの──というと少々語ご弊へいがあるが──盗とう賊ぞくのことを思いだした。彼は、逃げのびただろうか。それとも、自分たちが連れていかれようとしているところに、彼も捕とらわれているのだろうか。あの、のんびりしたエルファは、血気ばかりさかんだったドワーフの少年は、どうなっただろう？

　そして……。

「信じよう、兄さんを」

「そうやな」

　おとなしく男たちに縄なわをかけられながら、タッタはうなずいた。

「きっと助けに来てくれるって」

　来なくても、いい。エフェメラは思った。

　生きていてくれる。それだけを、信じよう。
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　エフェメラとタッタが、ラント船長やアルリアナ信者の赤毛の少女とともに、海賊船の檻おりにほうりこまれてから、しばらく後。

　海面に舞ぶ台たいは移る。そこで〈吹きつブラストける風ウインド〉のラナークは、必死になって泳ぎを覚えようとしていた。

　いまは、木ぎれに摑つかまって、かろうじて浮うかんでいるだけだ。

　追いつめられて、逃のがれる道は海側しか開いていなかったのだ。飛びこんで、そのまま沈まずにすんだのが奇き跡せき的てきな幸運であった。

　とりあえず、しぶきをあげて目立ったりしないように気をつけながら、足を動かしている。わずかずつではあるが前進はしていた。

「困りましたねぇ」

　前進はしているものの、それがどこに向かってかということになると、当のラナーク自身にもよくわかっていない。できれば陸に向かっているといいと願ってはいるが。

　問題は、陸がどちらにあるかわからないことだ。

　彼の背後から、大きな唸うなりが聞こえはじめた。〈レニアルスのさざ波〉号の断だん末まつ魔まだ。海賊船が離はなれると同時に、船腹の傷口から、どっと海水が流れこんだのである。

「あれも、彼らのしわざなのか……？」

　海賊船の動きは、いかにも不自然だった。まるで、みずからに動力があるかのようだ。風にも水の流れにも逆らって、後進して行く。

「ゲルーシャ」

　ラナークは、低い声で唸った。

　海のエルファ、そしてゲルーシャ。ゲルーシャとは、故郷の森で戦ったことがある。しかし、海の同胞は、知識上の存在でしかなかった。

　彼らエルファは、緑の月を崇あがめる種族である。緑の月には、彼らがエルファとなった時に盟約をかわした、動物と植物の偉い大だいなる祖霊トーテムたちが住んでいる。

　エルファたちは、それぞれが盟約をかわした祖霊ごとに、氏族に分かれ、それぞれの氏族がおのれの任を果たし、世界の円えん環かんを維い持じすることを、おのが種の役目としているのだ。

　陸においては森に住み、木々を守り、森の静けさを広げていこうとしている。

　そして、海にもまた、森はあり、命の営みはあるのだ。陸の同胞との接せつ触しよくはほとんどないが、海のエルファたちも命の円環を守ることを、おのが役目としているはずだった。

　エルファたちは、人間やドワーフとは、ほとんどかかわりをもたない。彼らはエルファが世界に広げようとする静けさとは相反する存在ではあるが、今はまだ、滅ほろぼさねばならぬほどのものではないからだ。

　もしも、人間たちの殺しあいにかかわるエルファがいるとすれば、それは故郷を追放されたはぐれ者が、単独でかかわるくらいのものだ。一つの氏族や部族すべてがかかわるとすれば、円環を守るためにやむをえない戦いであるか、あるいは──。

　──ゲルーシャであるかだ。

　馬は草を喰くい、狼おおかみは馬を喰い、草は狼のしかばねを肥料として成長する。こうして世界は円環を描えがく。

　だが、その円環を断たち切り、歪ゆがめようとするものがいる。

　それが〈悪あく魔ま〉だ。黒き歪みの月から来る者だ。その〈悪魔〉に魂たましいを売り渡わたし、同胞を捨てた者がゲルーシャ、すなわち〈導かれざる者〉である。

　残ざん忍にん無比にして、血と哀かなしみと憎ぞう悪おをすすって生きる者たち。

　彼らは、〈悪魔〉との盟約のあかしとして、闇の月のごとき眼球を授さずかる。それには白い部分がない。まったく漆しつ黒こくの球体なのだ。

「どうしたら、そんなことができるというのです。罪の重荷を投げ捨てることができるとでもいうのですか」

　ラナークは、低い空を見た。

　赤い月に続いて、青い月が、そして双ふた子ごの月とからまりあうように、漆黒の月が昇のぼってきているはずだ。それは、星を覆おおい隠かくして、はじめてそこにあるとわかる。

　闇の月がいかにして生まれたか。

　それについて、エルファだけが知る伝説がある。その伝説に記されたできごとゆえに、エルファは〈悪魔〉を憎悪するのだ。

　ラナークは、なんとか海かい賊ぞく船せんを追いかけられないものかと、足をばちゃばちゃとやってみた。海賊船の行く先には、陸があるはずだ。なによりもゲルーシャを見み逃のがすことなどできない。

　だが、彼が、いくら一生懸けん命めいに泳いだところで、どんどんと引き離されるばかりだった。しかし、ラナークは諦あきらめなかった。他ほかにできることが何もなかったせいでもある。

　泳ぐうちに、波間にただようものにぶつかった。いくつかの木ぎれ、衣服が詰つまった箱、それから──人間の体だ。

　ラナークは、急いで、そこに近づいた。死んでいるのかと思いつつ、どうにか、その体を、仰あお向むけにして、別の木ぎれの上にひっぱりあげた。その顔を見て、ラナークは驚おどろいた。

「アンディじゃないですか。しっかりしなさい」

　まだ、かすかに胸が上下していた。しかし、今にも止まってしまいそうなほど弱々しい。

「よくないですね、これは」

　アンディのことだけではない。ラナークの下半身も痺しびれだしている。

　長時間、冷たい海水に浸つかっていたせいだ。

　このままでは、いずれ二人とも、ずるずると海中に沈しずんでしまうだろう。

　ラナークは、手早くアンディの体を調べた。彼は、すっかり冷えきっている。だが、このままでは温めようもない。

　もうすぐ、レスティリの氏族が森でつとめる役割のうちひとつを、アンディのために果たしてやらねばならないかもしれない。

　レスティリは、森において治ち癒ゆと葬そう儀ぎを行う氏族だ。

　だが、アンディを月に送るのは自分がするとして、自分は誰だれが送ってくれるのだろう。

　ラナークは、考えないことにした。

　ともかく、アンディの目を覚まさせよう。そうラナークは考えた。一人で考えこむより、二人のほうが、何かいい思いつきが浮かぶかもしれない。

　ラナークは、呪じゆ文もんを唱えようか、薬草を使おうかと一いつ瞬しゆん迷った。呪文は、効果が速いけれど、体力を消しよう耗もうするからだ。すぐに決断した。いくら彼が治ち療りようの専門家であるレスティリの氏族に属しているとはいっても、海に浮きながら、薬草を使うのは難しい。

　呪文を唱えるために、ラナークは心を集中した。緑の月が送ってくれる波動をとらえようとする。

　その時、彼の足もとを何かがかすめた。

　ぬらりとした感かん触しよくだ。

　ぎくりとして、ラナークは足をひっこめた。

　何かひらひらとしたものが触ふれた。なんだろう。もしかすると危険な生き物かもしれない。巨きよ大だいな肉食魚のひれだとか、海うみ蛭ひるギロズンであるとか。

　そう思うと、ラナークは、すぐにざぶりと頭を水中に潜もぐらせていた。アンディの目を覚まさせているうちに、魚などに襲おそわれては面めん倒どうだ。

　相手の正体を確かめても、実際のところ、どうにもなりはしないのだが……。

　ラナークは、慣れない水中で必死に目を見開いた。海面の下は、上よりもさらに暗かった。しかし、彼はエルファだ。幾いく重えにも重なった木の葉からもれる緑の月の輝かがやきだけでも、歩むべき道を見通すことができる。

　彼は見た。

　何かが水中から浮かびあがってくる。かなり巨大なものだ。かたちはよくわからない。不定形のかたまりに見える。

　なにかに似ていた。

　あれは……、もじゃもじゃとした毛のかたまりのようだ。あるいは、たくさんの細かいびらびらがついた柔やわらかい鳥の巣。いくつか、帯のような触しよく手しゆが伸のびている。その一つの先せん端たんが、さっきラナークに触れたのだ。

　ともかく、一つだけはっきりしていることがあった。そいつは、意志をもっている。ラナークたちを目指しているのだ。

　あるいは、海のゲルーシャたちが使っている、歪みにとらわれた怪かい物ぶつなのか。

　ラナークは、そこで息が続かなくなった。

「ぷはぁっ」

　海面に出て、ラナークは弾はじけるように息を吐はいた。

　アンディを乗せた木ぎれを押しながら、急いで逃にげだそうとする。

　もちろん、間にあうはずがない。

「うわっ」

　海草のかたまりが、海面に躍おどり出た。大きくて、ぬるついて、蠢うごめいている。

　ラナークとアンディの体は、完全にその上に乗っていた。

「ええい、はなしなさいっ！」

　ラナークは、とっさに右の腕うでに固定された速射弓をかまえた。魂を矢に乗せて、月へと送るレスティリ氏族のみがあつかえる武器だ。しかし、固定されていた弓はともかく、矢がほとんど失われている。おまけに、弦つるが海水に濡ぬれて張りがゆるんでいた。もう一つの武器である杖つえは、海に飛びこんだ時に沈んでしまっている。

　だが、ラナークにはまだ切り札がある。彼は、〈導き手〉と呼ばれる、氏族の指導的身分だ。正確には、その候補だった。

　高位のエルファは、その祖霊トーテムである木々を動かし、鳥ちよう獣じゆうにみずから変じる魔ま法ほうを教えられる。レスティリ氏族の鳥獣の祖霊は、豹ひようだ。

　呪文を唱えきるまで、こいつがおとなしくしていてくれればいいのだが……。

『落ち着くのだ、陸の同胞よ』

　その声は、ラナークの頭の中に、直接響ひびいた。

『我は樹人トレント。魂を祖霊にゆだね、歩める木となりしもの。すなわち〈導き手を導くもの〉。だが、今はその呼び名も虚むなしい。陸の同胞よ、どうか我の話を聞いてくれまいか』

「樹人ですって」

　ラナークの動きが、ぴたりと止まった。

「まさか……」

　樹人。ごくまれなできごとだが、その氏族の祖霊である草木、鳥獣のやからに抱いだかれて、エルファが肉体の滅びに面した場合、さまざまな条件がぴたりと合わさった時、魂がその祖霊たる草木、鳥獣と一体化することがある。

　そのうち、木々と一体化したものを樹人というのだ。彼らは、永えい劫ごうに近い寿じゆ命みようと、さまざまな力を得るが、おのれが属する氏族以外の者の前に、滅めつ多たに姿をあらわすことはない。

　おのれの部族に属する、異なる氏族でも、会うことはまずかなわないのだ。

　まして、他部族、そして気を失っているとはいえ、異種族の前にあらわれるとは、ラナークには信じがたいことだった。

『噓うそではない。疑問に思うのはもっともだが、それもすぐに説明しよう。今は信じてくれ』

　ラナークの足もとで、柔らかな海草がざわざわと動いている。海のエルファが、海の木々と一体化した存在なのだ。

『エルファの心に、こうして話しかけられるのは、樹人の力があるからだ。我は、深きに広がるウーラの原の部族、ルバナアスと鯨くじらを崇める〈大いなタイダルる波ウエイブ〉にて球をなし、今はその中心に座するウルース』

　これに対して、ラナークも、正式の名乗りを返した。

「我は、サイスの森、西南の三本の樫かしの丘おかの部族、レスティリと豹を崇める〈吹きつブラストける風ウインド〉にて円環をなす〈導き手〉ラナーク。──ふうむ。どうやら、あなたを信じてもよいようですね。〈悪魔〉の手先どもには、こんなきちんとした挨あい拶さつができるとは思えません」

『緑の同どう胞ほうよ、そなたは、ゲルーシャにも樹人にも出会ったことがないようだな』

　ラナークは、顔のない相手に対して、どこを見て話せばいいのかと、きょろきょろしながら答えた。

「ゲルーシャは、数度、刈かり取ったことがありますが、樹人の方については、年長の同胞から、噂うわさに聞いただけです。我が氏族からは、いまだ樹人となった者は出ておりません」

『それを恥はずる必要はない。樹人が生まれるには、いくつもの偶ぐう然ぜんが重ならねばならぬのだ』

　とは言われても、地にありて祖霊トーテムの力を得た樹人らを出すことは、やはり名めい誉よである。ラナークは、なんらかの敬意をしめそうとした。だが、地上から天に向かってのびている樹きであればともかく、足元の海草の絨じゆう毯たんが相手では、それも難しかった。

『落ち着かないのもわかるが、少し、じっとしておれぬか。よければ、我の上に座るがよい。この身は、それを負担とせぬ』

　ラナークは、苦く笑しようを浮うかべつつ、その言にしたがった。

「さて、よろしければ、話を聞かせていただく前に、この人間を手当てしたいのですが」

　ラナークは、自分も腰こしをおろしつつ、アンディの姿勢を楽にしてやった。

『レスティリらしい行動であるな。しかし、それは我が話、我が頼たのみを聞きながらではできないか？』

「それは、できないとは申しませんが」

『ならば、聞いてくれ。それから、その人間の命を救うのはよいが、今しばらくは、眠ねむらせておいてくれ。新参者の月を崇あがめる心軽き種族に、おのれの恥を聞かれとうはない』

「よくはわかりませんが」

　ラナークは、命の次に大事にしている薬草袋ぶくろから、彼らの氏族の名の由来となっている薬木レスティリの葉をとりだしながら言った。

「それは心がけましょう。いったい、どういうお話なのですか？　そもそも、あなたをとりまくべきウーラの原の部族の方々はどうなさったのです？」

『我が民は、先さき程ほど、そなたが乗っていた船を足止めしていた者たちだ』

「どういうことですか!?」

　ラナークの声がこわばった。返答次し第だいでは戦いも辞さないだろう響きがある。

「なにゆえにそのようなふるまいを、エルファがするのです。海の同胞は、既すでに緑の月の教えを忘れ果てたとでも？　それで、よく人間に対してあのような言葉を吐けたものです」

『それは暴言だ！』

　数本の帯のような触手──今になれば長い海草の葉であるとわかる──が、ラナークとアンディに巻きついた。

　だが、すぐに勢いを失って、だらりと垂れ下がる。

『……いや、我が葉のまわりを流れるべき氏族を導けなかった我に、怒おこる資格はない』

「こちらこそ言い過ぎました。心よりのお詫わびを申します」

　ラナークは、四し肢しを大きく広げて大地──がないので樹人の肉体上──に横たわり、許しを乞こうた。

「なにかよほどのわけがあるのですね？　私に頼みたいとおっしゃるのは、それに関したことなのですか」

『そうだ。陸の同胞は察しがよい。あれたちが手伝わねば、我らが球は破は裂れつするであろう』

「部族が滅ほろびるというのですか？　どうしてです。たかが海かい賊ぞくではありませんか。それとも、深みに広がるウーラの原の部族には、守り手たるプファイトはおらぬとでも？」

　そこまで夢中で叫さけび、ラナークは、はっと言葉を切った。

「申し訳ありません。また言い過ぎました」

　しかし、茎くきについたとげを削そぎ落とさないラナークのもの言いは、かえって樹人に好印象を与あたえているようだった。

　樹人が伝えてくる心の声は、ゆったりとしておだやかである。だが、同時に深い哀かなしみと怒いかりにも満ちていた。むろん、それらはラナークに向けられたものではない。

『プファイトは陸の同胞において、戦いくさを行う氏族であったな。もちろん、海にもそれにあたる者はおる。鮫さめとワイアールの氏族がそれだ。しかし、いかなる戦士でも、海にいる者では戦いえぬ相手がいるのだ』

「いったい、何がいるというのです」

『それもまた樹である。されど、恐おそるべき歪ゆがみ果てた樹であるのだよ』

　樹人ウルースが語った内容は、ラナークを驚きよう愕がくさせた。

　なるほど、それならば部族を、いや彼らが住まう海底の平原、ウーラの原すべてを壊かい滅めつさせることもできるだろう。エルファにとって、自分たちが住む森は、何と引き替かえにしても守らねばならないものなのだ。

「……それは、なんという恐るべき……、わかりました。で、私に頼みというのは、それを滅ぼすことなのですね」

　樹人は、肯こう定ていの思念を伝えてきた。

『頼めるであろうか。やつらの拠きよ点てんは陸地にある。我の力ではどうにもならぬのだ』

　海の木ルバナアスとなった樹人ウルースは、既に陸にあがって行動することが難しい。海エルファたちも同じこと。それに海エルファたちは、厳しく監かん視しされているのだという。

　樹人の存在は、エルファ以外の部族には、ほとんど知られていない。それゆえに、かろうじて、ウルースはこうしてラナークを救うことができたのだ。

『どのようにすれば、それを滅ぼせるのかは、我にもわからぬ。危険であり、難しいことも承知だ。なんじが望むなら、このまま、どこか安全な大地へと連れていってもよいのだぞ』

　ラナークは、いずまいを正して、両りよう腕うでを大きく開き、足あし下もとの樹人に言った。

「同胞の危機をみすごすわけにはいきません。こちらからお願いしてでも、手助けさせていただきます」

『感謝する、同胞よ』

「しかし、一人だけでは、ことをなすのは難しいでしょう。私はレスティリ。治すことが役割であって、殺すことではありません。この双ふた子ごの月の子も、手伝ってくれるかもしれません。協力を求めてもよろしいでしょうか──もちろん、あなたがたのことは秘密にしておきます」

『そなたは我が言葉を信じてくれた。我がそなたの判断を信じぬ、いかなる理由があろうか』

　ラナークは、もう一度、両腕を大きく開いた。それは、エルファの間では、無防備な信しん頼らいをあらわす仕草なのだ。

「では、もう一つ、私を信頼してくださいますか。手伝いは多いほうがよい。このあたりを他ほかにもただよっている者がいれば、拾いあげていただきたいのです」

　樹人は、ほんの一いつ瞬しゆん、躊ちゆう躇ちよしたようだった。だが、すぐに承しよう諾だくの思念が返ってきた。

『よいだろう。その上で、そなたが海賊と呼ぶあやつらの島に、案内することとしよう』

「はい」

　その声は、たかぶりを抑おさえきれずに震ふるえている。ラナークの冷えきっていた手足に、温ぬくもりが戻もどりはじめていた。
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　セレン内海は、リアド大陸の内陸深くに入りこんだ海である。外海とは、〈悪あく魔ま〉海によってへだてられたこの海は、大陸の東西をつなぐ交易路であった。

　その島は、セレン内海の南方、〈悪魔〉海に近いあたりにあった。群島の一つである。さほど大きな島ではない。

　緑に覆おおわれた島だった。

　そのほとんどが一面の森──というよりは密林であるのが、ここからでも見て取れた。そして、島の向こう側にそびえているただひとつの山。

「どうやら、あの怪けつ体たいな山のある島に向こうてるらしいなぁ」

　タッタが言った。彼の言う通り、奇き妙みような山だった。かなり厳しく切り立った岩山なのだが、山頂だけがこんもりと緑に覆われているのだ。それも、まるでキノコの笠かさのようにふくれあがっている。

「あれ、山火事やろか？」

「え、どのあたり？　よく見えないよ」

　ミュルーンの鋭するどい視覚は、緑の枝のあいだからかすかに立ち上る、黄色がかった煙けむりをはっきりと捉とらえていた。幸いなことに、姿勢が低いので、海は見ずにすんでいる。

「ついたら、この縄なわゆるめてくれるかな、タッタくん」

「さあな、期待せんほうがええんとちゃうか」

　エフェメラたちは、両手両足とも、がんじがらめに縛しばられて、ひとまとめに甲かん板ぱんの上に転がされていた。丸太か、ずだ袋のようなあつかいである。

　ほとんどの者が、喋しやべる気力を失っていた。長時間縛られて体力を消しよう耗もうしているからだけではない。精神的な打だ撃げきも大きかった。船員たちの大半は殺されている。ラント船長は、額を赤く染めて気絶したままだ。爪つめと嚙かみつきで抵てい抗こうした、アルリアナの信者たちを率いていた老ろう婆ばは、両目を失っている。

　彼らの手当てをさせろとエフェメラが喚わめいても、海賊たちは、まるっきり聞く耳をもたないようすだった。布きれ一枚、傷口にあてることさえしない。

「あ～あ、兄さんたち、早く助けに来てくれないかな」

「せやな。どうやら、おっさんらも逃にげたらしいし、きっと一いつ緒しよに来てくれるやろ」

　沈しずみこんでいるアルリアナ信者の娘むすめたちを慰なぐさめようと、エフェメラとタッタは、状じよう況きようが許す限り明るい声で言った。

「変に期待なんかしないほうがいいよ」

　そう、たどたどしい共通語で言ったのは、エフェメラの頭の真後ろにころがっている、アルリアナ信者の少女だった。ばっさりと広がった赤毛のうち、一すじだけが、エフェメラの視界に入っている。

「みんな海に落ちてたし、生きてたって、追いかけてこれるはずがないんだから」

　エフェメラは、体をくねらせて、なんとか向き直った。

「あのね、自じ慢まんじゃないけど、あたしの兄さんは、何か追いかけだしたら、並じゃない執しゆう念ねんで追いかけんのよ」

　おかげで、こんなところでころがるはめになったけれど。

「そやで。あいつの根こん性じようは、わいが保証したるわ。それに、あいつは妹や友だちを見捨てるようなやつやない」

　あいつ自身は、運に見み離はなされとるけどな。

　エフェメラもタッタも、本音の部分は、声の響ひびきにすら出さなかった。だが、赤毛の少女は、こう言った。

「いいんだよ。無理して慰めてくれなくたって」

　その声は、なぜか奇妙にさばさばして明るかったので、エフェメラは、自分は無理しているわけではないという言葉を、口にできなかった。

「このまま奴ど隷れいに売られても、どうせたいして変わりのない生活なんだ。ラッシャの婆ばあさんがいない分だけ、ましかもしんないな」

　アルリアナは恋こいの女め神がみ。そのうちには、一夜限りの恋も含ふくまれる。この娘たちは、神聖娼しよう婦ふとして暮らしていたのだろう。エフェメラの故郷、トリースのアルリアナ神しん殿でんには、そんな風習はない。噂にしか聞いたことがなかった。花はな嫁よめ修しゆ業ぎようとして、きちんと教育され、恵めぐまれた暮らしの者も多いが、最底辺に近い生活を強しいられる者もいる。この子たちは、後者に近い神殿暮らしだったのだろう。

　この子はいくつくらいだろう。エフェメラは考えた。少なくとも、あたしより上じゃない。二つ？　ううん、三つくらいは年下だ。それなのに、この子の目はもう曇くもりはじめてる。いったい、どんなものを見てきたのだろう。何が、彼女を諦あきらめさせてしまったのだろう。

　双子の神は双そう面めんの神だ。赤と青の神は、一つの物の二つの面をあらわしている。だが、神々それぞれにも、また両面があるのだ。エフェメラは、この帝てい国こくへの旅でそのことを知った。サリカの信者は、愛する男を放さぬために他人の命を奪うばった。ガヤンの信者は、法そのものの善悪を考えず、他人を裁こうとした。そして、この少女。

　輝かがやきは必ず影かげを作りだすものだ。

　だが、目をそらそうとは思わない。その影を見み据すえるのは、影を司つかさどるシャストアの仕事。

　兄にも、そして自分にも、影はあるのだろう。影はいつでも後ろについてくる。

　エフェメラは、そこで我に返った。今は、そんな内省をしていられる場合じゃない。

　アンディが助けに来る前に、できるだけのことをしておかなくては、とか、そんなことを考えたわけではない。身動きがとれないほど縛られているのだから、そもそもは考えごとくらいしかできないのだが。

　しかし、これは……。

　これじゃ、脱だつ出しゆつ法を考えるどころの話じゃないのだ。

　ん？　と、エフェメラは赤毛の少女を、あらためて見つめた。

「ひょっとして、あなたも？」

　目の前にいる赤毛の少女も、顔を少し赤らめてもじもじと動かないふとももをこすりあわせている。

「なんや、どうしたんや。二人とも？」

　少女たちは、顔を見合わせて、そして真っ赤になって黙だまりこんだ。

　海賊たちに要求したところで、無む駄だだろう。どうせ、答えは返ってこない。そのままの姿勢でどうにかしろとでも言われるのがせいぜいだ。

　少女たちは、ひたすら我が慢まんした。船は島に近づいている。上陸すれば、牢ろうにでもほうりこまれるにせよ、少しは状況が変わるに違ちがいない。

「ありゃ、どこに行くつもりや、この船？」

　遠浅の砂すな浜はまを尻しり目めに、船はどんどんと島を回りこんで行く。今は朝だから、太陽の位置は東。すると、船は北の浜はま辺べから、島の南側へと入りこもうとしていることになる。

　島の南側は、きりたった崖がけになっていた。

　このあたりまで来ると、山のようすがはっきり見える。

「なんじゃい、こらぁ!?」

　タッタが、驚愕の声をあげた。

　山頂を覆っていた緑の森、それは森ではなかったのである。

「火山だったのね、これ」

　エフェメラが、不快感も忘れて呟つぶやいた。

　それも、一度、かなりの大爆ばく発はつを起こしたものらしい。山頂はふきとんでおり、三さん角かく錐すいの先せん端たんをすっぱり切り取ったような形をしている。

「火山はええとしようやないか」

　タッタは言った。

「あれはなんやねん、あの〈木〉ィは？」

　彼が言うように、それは〈木〉である。

　山頂をおおう森と見えた緑は、森などではなく、たった一本の〈木〉にすぎなかったのだ。

　たった一本。

　しかし、それはひとつの村くらいは入ってしまいそうな火口を、広げた枝の下にすっぽりとおさめてしまうほど巨きよ大だいな〈木〉だった。

「大きいねぇ」

　エフェメラのその囁ささやきに答える余よ裕ゆうもないほど、赤毛の少女は圧あつ倒とうされていた。

「滝たきの中の城やら、巨きよ人じんやら、色々珍めずらしいもんは見てきたけど、これはきわめつけやな」

　タッタが唸うなるように言った。

「しかも、でっかいだけやないで、こいつ」

「うん……」

　タッタに指し摘てきされて、そのことに気がつき、ついにエフェメラも言葉を失った。

　その巨大な〈木〉は、火口の中から生えていたのだ。うっすらと噴ふん煙えんをあげる、活動中の火口から。肥ひ沃よくな大地でも、強固な岩がん盤ばんでもない、灼しやく熱ねつの溶よう岩がんが、その巨大な〈木〉の生命を支えていたのだった。

　やがて、船は、その火山をほとんど真上に見る、崖がひさしのようにはりだした下に、入りこんでいった。そこに、〈蜘蛛くもの牙きば〉の波は止と場ばがもうけられていたのだ。

「あっ、こら。変なとこさわんないでよぉ。押さえないでってば」

　黒ずくめの海かい賊ぞくたちは、無言のまま、エフェメラたちをかつぎあげた。タッタにいたっては、足首をもって逆さづりである。

「なにしやがる、もうちょっと敬意をはらわんかいっ」

　そう言ったら、両足をつかんでいたのを、片足でぶらさげられてしまった。どうやら、言葉がまるでわからないわけでもないらしい。

「おどれ、なめとったら、ツッチキかまして、けたぐった上から、三つに畳たたんでケンタと一緒に飲みこんですりつぶしてまうど」

　タッタは、ミュルーン流の啖たん呵かを、とてつもない早口でまくしたてた。ここまでになると、理解できなかったらしく、反応はない。

　ちなみに、ツッチキというのは、くちばしでつつく、ミュルーン流の喧けん嘩か法。人間で言えば、頭ず突つきにあたる。ケンタは、食べ物をすりつぶすために飲みこむ石の中でも、最低ランクの物をさす言葉だ。

　海から離はなれれば離れるほどに、威い勢せいが良くなるタッタであった。

　船から運びだされたエフェメラたちは、吊つり籠かごにほうりこまれた。崖を登るために、ロープでひっぱりあげるようになっているのだ。さらに中腹に開けられた穴から、エフェメラたちは運ばれていった。

「だから、そこに触さわんないでってばっ」
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「若い女が九人に、それ以外の生き物が二十人か。大漁だったな」

　今日の収しゆう穫かくに、青真珠ブルーパールのメルヌは上じよう機き嫌げんで船をおりた。

　彼の背後には、獲え物ものをかかえた黒ずくめの戦士たちが付き従っている。

　かつては、この島の密林でけものを狩かり、漁をして暮らしていたグモーツの男たちだ。彼らは、この群島の住人たちに、言葉どおり〈悪魔〉のように恐おそれられていた。

　カルシファードの流れを汲くむ、その独特の闘とう技ぎからだけではない。グモーツ族がもっている異様な食習慣によるものだった。

　それゆえに駆く逐ちくされ、今では、滅ほろびを待つばかりになっていたはずだった。それが、こんな風に海賊となったのは、ある人物の援えん助じよによるものだった。

　崖を抜ぬけ、枝を渡わたる。

　かつては密林の中に村があった。海賊をはじめてからは、火口にあった社を、砦とりでとして建て直した。

　そして今は、彼らは、部族の偉い大だいなる守護者である、〈木〉の上に砦を築いている。大軍でも、まず攻せめ落とせまい要よう塞さいだ。枝の上は、グモーツの戦士たちが知りつくしている。渡ろうとするものは、はるか下方の溶岩へと落とされるだけだ。水も食料も〈木〉が授さずけてくれるから、兵ひよう糧ろう攻ぜめも通用しない。

　メルヌたちは、その砦にたどりついた。幹をくりぬき、枝の上に小屋を建ててあるのだ。

「おかえりなさいませ、メルヌさま。じつは……」

　留守を守っていた女たちと、老戦士たちが、総出でメルヌを出で迎むかえる。

　そこで、彼を待っている人物がいるという報告を受けて、上機嫌だったメルヌは、いきなり不ふ機き嫌げんになった。

「鉄の姫ひめが来ている、だと？」

「きゅいっ」

　答えたのは、戦士たちの長老にあたる老人だった。

「戦いの最中でもないのに、戦せん闘とう語を使うなといっているだろうっ」

　メルヌが、九きゆう節せつ鞭べんの柄えで殴なぐりつけた。その戦士は、よけようともしなかった。グモーツの戦士にとっては、戦士にしか教えられぬ戦闘語は、名めい誉よのあかしだった。しかし、大族長となったメルヌは、野卑のあかしとして、それを禁じたのだ。

「大族長、早くなさいませんと、かなり前からお待ちですが」

「二度も三度も、言わずともいいっ」

　大おお股またで歩きはじめたメルヌを、殴られた出迎えの戦士と、船からおりてきたもう一人が、あわてて追いかける。

「それから、その大族長という呼び方もやめろっ。優ゆう雅がではない」

　ついてくる黒い戦士たちに向かって、メルヌが怒ど鳴なった。

「でも、大……メルヌさま、あのガヤンの神官には、グモーツの長おさと名乗ってくださったのに」

　じろりと睨にらみつけられて、その戦士は頭をかかえて体を縮めた。

「今のわたしは、確かに、まだお前たちの長にすぎぬからな。だが、もうすぐだ。もうすぐ、わたしは誰だれの下にもつかぬ、セレン内海の王となる。あの娘むすめたちの血で、な」

　話しているうちにメルヌの機き嫌げんが戻もどったようだと見て、戦士は相あい槌づちを打った。

「そうですとも。美味うまそうな娘たちでした。さぞかし〈木〉に注ぐ養分もたっぷりでしょう」

　メルヌからは、なんの答えもない。叱しつ責せきの言葉がなかったことで安心したのか、もう一人がさらにこう言った。

「わしたちは、しぼった後の肉でも、硬かたい男の肉でも我慢しますが……、できれば、一人くらいは新しん鮮せんなのを」

「わかっている」

　うんざりとしたようにメルヌが言った。

「だから、さっさとその黒くろ泥どろを落としてこい！　それだから、グモーツはいつまでも蔑さげすまれるのだっ」

　いきなりの怒ど声せいに、黒ずくめの戦士たちは、はいつくばるように頭をさげた。

「もうお前たちは来ずともよいっ。捕とらえてきた者どもを片付けておけっ」

　メルヌが、またもや九節鞭の柄で、グモーツ族の黒い戦士の頭を殴りつける。つうっと赤い筋がしたたり落ちたが、彼らは一言の反論もせずに、メルヌの前からさがっていった。

　そのまま、メルヌは、砦の中を歩いていった。木製の床ゆかにも壁かべにもすべてに継つぎ目というものがない。幹をくりぬいたのだから、それも当たり前なのだが。

　空気はひんやりとしていた。はるか下の熱気は、まるで伝わってこない。

　鉄の姫が待っているのは、おのれの居室にしようと、いろいろと仕し掛かけをこらして、前々から作らせていた部屋だ。先日、ようやく使えるようになったところだ。だというのに、早々に明け渡さねばならない。

　歩きながら、メルヌはいらだった気分を落ち着けようと努力した。

　鉄の姫の前に、こんな不機嫌な顔で出るわけにはいかない。

『そもそも、あの女は何をしにやってきたのだ？　この大事な時に。あとわずかで、グモーツの悲願、このわたしの大たい望もうがかなうのだ』

　メルヌは、にんまりと笑った。しかし、すぐにそれは消えてしまう。

『まさか、わたしのやろうとしていることに、守護神の正体に、気づかれたのではあるまいな。ふん、多少利用されたくらいで、そう怒おこることもあるまいに。まあ、いいだろう。確かに少しは助けてもらったのだ。なんだったら、わたしがセレン内海の王となった後は、妻の一人として迎むかえてやってもいい。あの体は、ちょっとしたもんだからな。スティニアとも、同盟を結んでやるとも。そのうち、大陸全土を征せい服ふくするまではな』

　考えているうちに、メルヌはすっかり機嫌を直していた。

『ともかく、今は、おとなしくしていよう。儀ぎ式しきが最後にできようかというのに、邪じや魔まされてはかなわん。まさかと思うが、サーリーンでも連れて来られると厄やつ介かいだ』

　海鳴石アクアマリンのサーリーン。メルヌは、もうひとつの〈蜘蛛の牙〉を率いる、ディワン族の血がまじった女の、鱗うろこにおおわれた顔を思いだして、おぞけをふるった。船上ではともかく、海中では、彼女が率いるディワン戦士には、勝てるわけもない。

『あの海エルファどもが、もう少し使えればな』

　逆らえば部族を滅ぼすと脅おどして協力させている海エルファだが、機会があれば裏切るに決まっている。戦闘など、させられるものではない。隙すきを見せれば、いつ逃にげ出すことか。

　その心配も、メルヌが、エルファの部族が、おのが森に抱いだく愛情を知らぬゆえだが。

『ふん、まあいい。もうすぐだ。あのエルファの村だけではない。セレンの海なら、どこだって滅ぼせるようになる。そうなれば、逃げ出せはしないのだ』

　ふたたび、メルヌの唇くちびるに残ざん虐ぎやくな笑えみが浮うかぶ。

　数千の死の妄もう想そうをもてあそぶうちに、メルヌは、砦でももっとも高い位置にある一角にたどりついていた。もちろんだ。彼は、もっとも高みにいなければならない。扉とびらを開ける前に、丁てい寧ねいに身だしなみを整える。衣服の埃ほこりをはらい、しわをのばした。

「やはり従僕の一人くらいはおいておくべきだろうな」

　メルヌは、取っ手に手をかけてから、舌打ちして呟いた。一度、本物の宮きゆう廷ていとやらに出かけてみねばなるまい。王となるべき身が、孤島の民の礼れい儀ぎしか知らぬでは話にならないからな。

「失礼いたします、姫さま」

　メルヌは、扉を開けると、優雅に一礼した。礼儀作法の心得はないが、その動きは生まれついてのしなやかさをそなえている。

　そこは豪ごう華かに飾かざりつけられた部屋だった。礼をする直前に、長なが椅い子すにも、ゆり椅子にも座らず、大きく開いた窓まどぎわに立って真下を眺ながめている人ひと影かげを、メルヌは確かめていた。どうやら、部屋の仕掛けは、まだ探さぐられていないようだ。

「姫さまにおかれましては、御ご機き嫌げんうるわしゅう」

「うるわしくはない」

　鉄の姫の、そっけない答えに、メルヌはかすかにいらだちを覚えた。姫とは呼ばれているものの、この女は、会うたびに、彼が『姫』について抱いている感情を逆なでする。

　メルヌに言わせれば、姫とは優雅さの極きよく致ちにあるべき存在なのだ。か弱く、常に誰かに頼たより、清純な美しさであらねばならぬ。

　だが、この女はどうだ。美しいことは美しい。だが、肌はだもあらわな姿と、ただよわせる妖よう艶えんさは、まるで娼しよう婦ふのようではないか。そのくせ、動きはがさつで、話し方には優雅さのかけらもない。スティニア王の血を引くとはいうものの、母親の素す性じようについては聞いたことがない。どうせ卑いやしい身分だったのだろう。

　メルヌは、不快感を押しこめるまで、しばらく頭をあげられなかった。

「いつもながら、ずいぶんと丁寧だな、メルヌ」

　鉄の姫サレイアは、なんの感情もこもらぬ声で言った。せめて皮肉めかしてくれれば、こちらも対応のしようがあろうというのに。まさしく、鉄の異名にふさわしい、声と表情だった。

「はっ、お久しぶりでございますので、姫さまの美び貌ぼうがあまりにまぶしく」

　自分でも、露ろ骨こつなお世辞としか聞こえない言い訳だった。

「よろしければ飲み物など運ばせますが」

「必要ない。これ以上、私を待たせるな」

　極限まで研とぎ澄すまされた刃やいばのような響ひびきが、鉄の姫の声にはある。

「はっ、もうしわけございません」

　メルヌは、動どう揺ようしている自分を認めようとしなかった。わずかに冷や汗あせをにじませながら、毅き然ぜんとして顔をあげる。

　要所に、黒い蜘蛛くもを模した飾りをつけた姿に、相変わらず趣しゆ味みの悪いことだ、と胸の中で呟つぶやく。もっとも、第三者の目で見れば、青ずくめのメルヌとて、趣味のよい姿とは言えぬ。

「お待たせするつもりはありません。けれど、〈木〉の育成、順調であるとは申しましても、報告いたしました通り、使えるようになるのは、まだまだ先でございましょう」

　鉄の姫が、ガヤンやサリカの信者ということはあるまいな。たとえ、そうであっても、この噓うそは、呪じゆ文もんを使っても見破らせはせんぞ。見破れば、それがお前の最後だと思え。

[image: ]

「帝てい国こくとカルシファードの合間を縫ぬって、グラダス諸国の船も痛めつけております。他ほかに、どのようなことで、姫さまをお待たせいたしておりましたでしょうか？」

　扉から一歩以上は入りこもうとしないまま、メルヌは言った。そんな部下を、信しん頼らいしているのか、それとも無関心なのか、鉄の姫は手招きすらしない。

「そうではない。以前にも知らせた、〈結社〉がらみの双ふた子ごのことでな」

「は？」

　しまった、すっかり忘れていた。そう言えば、しばらく前に、双子の神官を捕らえるようにと人相書きが届けられていた。さて、どんな顔だったろう。

　まあ、そんなことはどうでもいい。たかがその程度のことでわたしを叱責にきたはずはない。いったい、どういうつもりなのだ。

「セルタークの港にひそませていた密みつ偵ていから、それらしいものが船に乗ったと知らせがあった。捜さがせ。〈レニアルスのさざ波〉号だ。前の手配では殺すようにとなっていたが、なるたけ生かしておいてくれ」

　メルヌは、それ以上の説明があるのかとしばらく待っていたが、鉄の姫は、何もつけくわえようとはしなかった。

「それだけのために姫さまがわざわざおいでとは、よほど、重要なやつらなのですね」

「ついでがあった」

　それだけだ。どんなついでかについて、説明するつもりはないらしい。

「その『ついで』とやらがどういうものか、お訊ききしてもよろしいでしょうか？」

「よくないな」

　そういうと、鉄の姫は犬でも追い払はらうように、手を動かした。

「それだけで、ございますか」

　鉄の姫ひめは、口を開こうともしなかった。彼女が極きよく端たんに言葉少ななのは、いつものことだが、今日はそれがいっそうメルヌの癇かんに障さわった。

「それでは、すぐに御ご出立を？」

「用事がまだだ。ついで、のほうだが」

　いったい、この島で、主人である自分を無視して何をしようというのだ！　メルヌは、今にもふきだしそうになった怒いかりを、かろうじて抑おさえつけた。

「……何か御用がありましたら、お申し付けください」

　メルヌは、ふたたび深々と頭をさげた。

「後で、私の客が来る。きゃつが言うとおりにしてやれ」

「御ぎよ意いのままに」

　メルヌは、さげた頭をあげることなく、そのままの姿勢で退出した。

　だから彼は、鉄の姫が浮かべた笑いをついに見ることがなかった。

　それは、彼の前で鉄の姫が浮かべる最初で最後の笑みだったのだが。

　もっとも、見ないほうが幸せだったろう。

　その笑いは、燐あわれみの笑いだったから。

　メルヌは、おのれの寝しん室しつに赴おもむくと、そこに、はべっていた娘たちを、彼女たちが息もたえだえになるほどうちのめした。

「バガ、グルネ、ソイクっ、ただちに来いっ」

　そして、メルヌは、戦士の長おさと〈木〉を崇あがめる祭司たちを呼びつけた。あの女を泣き喚わめかせ、おのれの足元にひれふさせてやれる時機を訊たずねるためだ。

　メルヌが、捕らえてきたうちの黒くろ髪かみの少女と、海に突つき落としたガヤンの神官のことを思いだしたのは、他の二人に遅おくれてきた戦士頭がしらのソイクが、捕らえてきた餌えさたちを牢ろうにほうりこんでいたから遅れたのだと、言い訳した時だった。

　そういえば、手配されている双子もシャストアとガヤンの神官ではなかったか？　メルヌは、そのことを確かめるために、鉄の姫に使いをやり、そのあいだ、深く考えこんでいた。

　四姉妹は、なんのために双子とやらを必要としているのだろう。ガヤンの神官を殺してしまったのは、まずかったろうか。もしも、それを咎とがめられるのなら、いっそ。

　……いや、咎められなくても、いっそ。

　わたしの島で、いつまでも勝手な真似まねをされてたまるものか。

　鉄の姫に出した使いは、いつのまにか到とう着ちやくしていたという、彼女の客を伴ともなって帰ってきた。

　その時、メルヌは、既すでに決断をすませていた。




　　　　４




　やれやれ、ばかでっかい〈木〉だ。ただでかいだけなら、匹ひつ敵てきするくらいのを見たことはある。けど、こいつほど、歪ゆがみの匂においがぷんぷんするのは初めてだ。まっとうなエルファの掟おきてを守れずに、森をおんでた俺さまですら、気分が悪くなってくらぁ。サーライトさまの言いつけがなきゃあ、とっくにプファイトでふっとばしてやってるとこだが。

　周囲に広がる枝を感じて、〈吠える狼ハウリングウルフ〉のアードは、そんなことを考えていた。

　枝といっても、並の人間の胴どう体たいの、倍以上の太さがある。それが二ふた股またに分かれた部分に背中をゆだね、アードは、分厚く茂しげった葉に身を隠かくしていた。

　彼のもっているプファイトの実をすべて一度に破は裂れつさせても、今、彼が身を隠している枝を落とすのが精せい一いつ杯ぱいだろう。

　ま、そんなことは、どうでもいいやな。

　アードは、横道にそれた思考を元に戻もどした。

　いったい、何が、どうなってるんだ？　月の誰だれかが、俺にいたずらでも仕し掛かけてるのか？

　あの神しん殿でんで、四姉妹の手先だった女が死に、黒こく翼よく鳥ちようのしるしをつけた邪術師ソーサラーも死んでから、彼はしばらく双子のもとを離はなれていた。

　いくつかの事件がおこり、そうしなければならなかったのだ。しようがなく双子には、彼よりも腕うでの劣おとる密偵を張りつけたら、幾いく度どとなく見失いかけた。

　サーライトさまに従って乗った船の上で、ようやく、無事に出港したという知らせを受け取ったところだというのに。

　どうして、やつらがこの島にいるんだ。しかも、こんな場所に。

　密林だとか、海岸だとか、そんなところにいればいいのに。

　どうして、この〈木〉を登っているんだ？

　やつらが乗った船というのは、四姉妹の配下の船だったのか？　海かい賊ぞくどもが、やたらと動き回ってるって噂うわさは聞いていたが。

　いくらなんでも、そんな間ま抜ぬけなことはあるまい。第一、それなら捕とらえられているのではないか。こうして、密林の中を切り開いて歩いていることも──いや、逃とう亡ぼうしてきたってこともありうる。乗った船が海賊じゃなくたって、襲おそわれれば同じことだ。

　そうなるんじゃないかと気にはしてたんだが、神殿で介かい入にゆうするはめになっちまったことも、サーライトさまには怒おこられちまったしな。自力でグラダスまでたどりつけず、四姉妹までも探りだせないような相手なら、そこまでのことだと。

　しかし、自力で逃げ出してきたってんなら、たいしたもんだが──それにしちゃ、どうして登ってる？　逃げるんなら、枝をくだらなきゃならねぇ。

　それだけじゃない。人数も足りねぇな。娘むすめのほうと鳥野や郎ろうが欠けてやがる。そのかわりに加わってるやつらがいる。妙みようなドワーフの小こ僧ぞうと、おかしな人間のおやじだ。

　いいんだ、まあ、いい。やつらがここにいるのは納なつ得とくできないわけじゃない。ここは四姉妹の手先の住み家で、やつらは四姉妹に追われてるんだからな。ドワーフとおやじは、用心棒か何かかもしれねぇ。

　だが、どうして、あいつがここにいる？

　ラナーク。〈吹きつブラストける風ウインド〉のラナークだ。

　かつて、アードがサイスの森を追放された時に出会った男だ。態度だけはおだやかなあのレスティリが、どうしてこんなところで双子の月を崇める連中と行動をともにしているのだ。

　やつは俺のことを覚えているだろうか。

　……まったく、やりにくいことだ。

　やつらが、ここにいる理由、それはどうでもいいことだ。そうアードは考えた。とにかく、サーライトさまの邪じや魔まをされないようにすること、それが俺の役目だろう。やつらが向かっている先には、サーライトさまもいるのだ。あの方の計画は、ちょっと予定外のものが飛びこんだくらいでどうにかなるほどやわじゃあないはずだが。

　アードは、静かに木々の上を渡わたりはじめた。どうせ、グラダス半島に着いたら、もう一度追いかけるはずだった相手なのだ。今、追いかけはじめても、たいして変わりはない。

　ひょっとして、こいつが月の導きというやつなんだろうか。月の神々は、滅多に地上に干かん渉しようすることはないとされている。だが、ごくまれに因果に介入してくることがある。

　次の枝へと飛びうつる。それは、今までのそれに比べると、いささか細い枝だ。爪つめの厚みほど、揺ゆれた。




「どうしたんだ、ラナーク」

　ドムスが、登ってこないエルファを振ふり返った。後ろが来てくれないと、綱つなが巻き上げられないではないか。まあ、そんなものがなくても、これだけ手がかり足がかりがあれば、登れるだろうが。

「いえ、何か──視線らしいものを感じたんですが」

　長身のエルファは、綱にたよりもせず、片手と両足だけで幹に張り付くような姿勢で、周囲に注意をはらっていた。

「ふん？」

　ドワーフの若者は、あたりをきょろきょろと見回した。よく茂った肉厚の葉にさえぎられて、上と左右には何も見えない。

「なんにもいないぜ？　気のせいじゃないか」

「だといいのですけれど」

　ラナークは、顔を下に向けた。

　枝と枝のすきまから、むっと熱気がたちのぼってくるような気がする。

　数百メルーほどの下方には、ぐつぐつと煮にえたぎる灼しやく熱ねつの溶よう岩がんがあった。

　この〈木〉は、その溶岩に根ざしているのだ。

　密林を歩いている時、沼ぬまで奇き妙みような木を見た。まるで、ごっそりと根元の土をどけられてしまったように、根がむきだしになっているのだ。いくつにも分かれた根が、水にひたっていた。

　この巨きよ大だいな〈木〉は、それに似ていた。だが、こちらは根の一本一本が、家ほどの太さである。しかも、〈木〉なのに、鉄をも溶とかし、伝説の、〈悪あく魔ま〉王の指輪さえ破は壊かいするという、溶岩の熱に耐たえている。耐えるどころか、養分にしているのだ。

　溶岩の底からはぶくぶくと正体不明の泡あわがたちのぼっては弾はじけ、渦うず巻まいている。

　万が一、落ちれば、死体の灰すら残らないだろう──どっちみちこの高さでは助からないが。

　ラナークは、この異常な存在に、黒き月の歪みの影かげを感じて、吐はき気すら覚えた。ドワーフの若者も、さすがにぞっとしたような表情を浮うかべている。

「おおい、何してんだ、お前ら？　疲つかれたんなら、休きゆう憩けいするかぁ？」

　動きを止めてしまったラナークたちに、声が降ってきた。ラナークは、溶岩の池から視線をひきはがした。

「ニフトールさん、休むのはいいですが、酒はなしですよ」

「そりゃないだろ、アンディ。全然ないなら我が慢まんもするけどよ、せっかくこうして拾ってきたんだし」

　先頭になって登っている盗とう賊ぞくは、腰こしに三つばかりぶらさげた、中身がたっぷりつまった水みず袋ぶくろをぽんぽんと叩たたいた。

「あなたにつぶれられると、どうにもならないですからね」

「ちょっとだけだよ。ほんの一口だけ」

　タマットの信者は、よいしょっと声をかけると、体を比ひ較かく的てき小さな〈木〉のうろにもぐりこませた。小さいといっても、〈木〉そのものに比べての話だ。ちょっとした部屋くらいはある。

「おい、早く上がって来い」

　ニフトールは、下に向かってそう声をかけると、水袋を口に向かって傾かたむけた。

「休憩したいのはおっさんじゃないか」

　ドムスはぶつぶつ言いながら、幹を登りはじめた。まだ、落ち着かない表情で周囲を見回しながら、ラナークが後に続く。

「はい、そこまで」

　アンディがうろに入りこんだ時点で、ニフトールのささやかな酒しゆ宴えんは終わりを告げた。

「あっ」

「あっ、じゃないでしょう、あっ、じゃ。これから戦いにいこうっていうのに、酔よっ払ぱらっちゃってどうするつもりなんですか」

「酔っ払ったりはしないよ。ちょっと景気をつけるだけだから」

「駄だ目めですっ」

　アンディは、水袋を三つとも取りあげてしまった。彼は、うろの中に入ろうとせず、体半分を外に出したまま、警けい戒かい怠おこたりない。

「そんなにカリカリすんなよ、アンディ。このおいらがついてるんだからな」

　ドムスも、どうにかうろにたどりついた。がっしりした手足は、彼の体を楽々ともちあげてくれる。どっかと座りこむと、こっちは、干し肉をとりだして食べはじめる。これも、ニフトールの酒と同様、海岸に一いつ緒しよに流れついた──ということになっている──船の荷物からもってきたものだ。

「休憩ですか。しょうがありませんね」

　ラナークは、最後に、うろに入った。アンディの横を通り過ぎるのに、窮きゆう屈くつそうに長身を折り曲げる。

「朝からほとんど歩きづめでしたし、少しくらいなら」

「ラナークに、そう言ってもらえると、ありがたいね。なあ、アンディ、そういうわけだから、少しくらいは喉のどを湿しめらせて……」

　ニフトールの言葉は、しかし、当のラナークに邪魔された。

「今、薬草茶を作りますよ」

「そりゃあ、いい」

　アンディはにっこりと笑ったが、ニフトールは思わず首をがっくり前に垂らしていた。

「あのねぇ、こんなとこで火を焚たくの、まずいんじゃない？　木に燃え移ったらどうすんの」

「溶岩を養分にしている〈木〉が、焚き火で燃えるでしょうか」

　反論できないニフトールであった。アンディは、決して、ニフトールをやりこめようというつもりはない。単に考えたことを口にしただけだろう。

「……けど、火を使うと煙けむりが出るぞ」

「大だい丈じよう夫ぶです。この木の実を使えばね」

　この島の密林には、さまざまな植物が生えていた。傷病の手当てを行うために、薬草の専門家であるレスティリの種族にとっても、知識としてしか知らなかったものもある。ラナークは、歩きながら、いくつかの草木を採集しておいたのだ。

「これは脂あぶらを含ふくんでいるんですが、煙を出さずに、非常によく燃えるんですよ」

　ニフトールは、ドワーフをちらりと見た。ドムスは、我関せずで、むしゃむしゃと干し肉を食べている。

「わかったよ、わかりましたよ。飲みゃいいんだろ、飲みゃ」

「少しだけ待ってください」

　ラナークは手て際ぎわがいい。水袋の水を、からのまま持ち歩いていた小さな水袋にいくらか移し、そこに乾かん燥そうさせて砕くだいた薬草茶の葉をひとつかみほうりこむ。ニフトールの短剣ダガーを借りて、ちいさなくぼみを床ゆかに作った。その上で木の実を握にぎりしめて、ぎゅっとしぼった。したたった液体に火打ち石から火花を飛ばす。それは、すぐに青い炎ほのおをあげた。その火に、水袋をかざして、時々揺すりながら温める。

「なんで、こんなもん、もち歩いてるんだい、お前さんは」

「私はレスティリですからね」

　ラナークは、氏族と、レスティリが果たす役割について簡単に説明した。説明しながら、拾ってきておいた大きな葉で、まにあわせの椀わんを作る。それが終わる頃ころには、薬草茶ができあがっていた。

「さあ、どうぞ。疲れがとれますよ」

「しかし、あれだね」

　ずずずっと音を立ててすすりながら、ニフトールは言った。

「海岸でこの〈木〉の話を聞かされた時ぁ、エルファが慣れない海に出て、正気をどっかにやっちまっらのふぁと思っらけろ」

　苦そうに顔をしかめながら、ごくりと飲みこんで、言葉を続ける。

「ほんとにあったんだなぁ」

「ええ」

　少々居い心地ごこちが悪そうに、ラナークは言った。

　結局、海で拾えたのは、ドムスとニフトールだけだったのだ。もう一人だけ、かろうじて生きている船員がいたが、ラナークの必死の手当てのかいもなく、彼は二度と大地を踏ふむことなく息をひきとった。荷物ともども、この島の海岸に樹人ウルースに運んでもらったところで、ラナークは、三人を目覚めさせたのだ。

　そして、彼らに、この島の火山に生えた巨大な〈木〉に、海かい賊ぞくの本ほん拠きよ地ちがあることを伝え、それを壊かい滅めつさせるための協力を依い頼らいしたのである。

　居心地が悪そうなのは、その時に、どうやってそれを調べたのか、という質問に、すみません、答えられないのですの一点張りで押し通したせいであった。そもそも、海賊の本拠がある島に流れついたなどというのも、誰だれ一人、偶ぐう然ぜんだとは思ってもいないだろう。

　樹人の存在は、エルファ以外の者に教えてはならないのだ。かといって、作り話も思いつかなかったラナークは、ただ、話せないのですと言うしかなかった。

　そんな自分を、この三人はよく信用してくれたものだと思う。

　彼らの中でも、アンディには、捕とらえられているかもしれない──アンディ自身は、捕らえられていることをほぼ確信していた──妹を救いだすためという理由がある。さらに、彼は法の守護者を標ひよう榜ぼうするガヤンの信徒だ。海賊たちの無法をほうっておくわけにはいくまい。個人的なこだわりも、何かあるようだ。

　だから、信用できようが、できまいが、やってきただろう。だが、あとの二人は、どうしてついてきてくれたのだろうか。

「無事だといいなあ、女の子たち」

　ニフトールが、ぼそりと呟つぶやいた。

「変なことされてなきゃいいけどな。俺さまをまじえずに、そんなことしようなどとは、まったく許せんやつらだ」

　……まさか、女の子を口説くために、こんなところまでやってきたわけではないでしょうね、とラナークは思った。しかし、昨夜、船上の宴えん会かいでの、相手かまわぬ声のかけ方を思いだすと、それもありえなくはなさそうな気がする。

「あんたが一緒なら、変なことをしてもいいのか、おっさん？」

　ドムスがまぜっかえす。

「そんなわけないだろう。なんで、他ほかの男なんかと一緒にやらんといかんのだ」

　ニフトールが答える。

　ラナークは、なんだか論点がずれているように思った。

「せっかく、きゃあきゃあ、女の子がよってきてくれる機会だってのに、どうしてだよ。あ、お前さんたちは特別だよ。どうしても、ドムスがいいとか、アンディのほうが好みだとかいう娘こがいたら、一人くらいはまわしてやらんこともない」

「うちの妹には、おかしなちょっかいをかけないでくださいよ」

「エフィちゃん以外ならいいんだな」

　ニフトールは嬉うれしそうである。何を喜んでいるのか、ラナークにはさっぱりわからない。

「他人の恋れん愛あいに干かん渉しようする権限は、ぼくにはありませんからね。けど、きちんと責任をとれる者同士に限っての話ですよ」

　アンディが、釘くぎを刺さす。この若者は、冗じよう談だんを言っているのか本気なのかよくわからない、とラナークは思った。もっとも、その点は、後の二人もたいして差はない。

　ラナークだって、他の三人からは、そう思われているのだ。

「なあ、この先、どのくらいあるんだい？」

　一息で薬草茶を飲み干してしまったドムスが訊たずねてきた。

「そうですね。ここでなかばくらいでしょうか」

　密林を乗りこえ、山を登りきるのに、丸半日かかった。火口から、〈木〉に移るのは至し極ごく簡単だった。〈木〉の枝が何本か、ほとんど山腹を這はうようにして張り出していたからだ。そうして、この〈木〉を登りはじめたのだが、既すでに日はかなり傾いている。

「っんだ、戦えるまでに、まだそんなにかかるのか」

　ドワーフは、まにあわせの椀をほうりだすと、すぐに立ちあがった。

「ったら、こんなとこでぐずぐずしてることはない。さっさと出発しよう。あいつらとは、カタぁつけないとな」

　ドワーフの少年は、ずっと、自分は海賊に負けたわけではないと主張していた。激げき突とつの衝しよう撃げきで甲かん板ぱんが裂さけたせいで海に落ちたのだ。しかし、やつらはもう一度戦うに値あたいする強敵だった。そうも言った。戦うことを楽しむなどとは、ラナークには考えつきもしなかった。彼にとって、戦いというのは、いつも、やむをえずにするものだったのだが。

「それとも、みんな、もう登る気力もないほど疲つかれたのか。だとしたら、日ごろの鍛たん練れんが足りないんだ」

「いや、そんなことはないよ」

　アンディも、急いで薬草茶を飲むと、それにうなずく。

「さあ、もう休きゆう憩けいはいいでしょう。早くしないと、日が暮れます」

　ラナークも、もちろん、のんびりとしているつもりはない。急いで火を消してしまう。まだ火種の実は数個残っているから、焼け残りをおいていっても惜おしくはない。

「けどな、アンディ、ドムス」

　ニフトールは、いっかな、腰こしをあげようとしない。

「どうせ襲おそうんなら、日が暮れてからのほうがいいんじゃないか？」

「もちろん、そうします。でも、暮れる前に近くまでたどりついておかないと、ようすがわかりませんからね」

「俺ぁ、少々暗くても、月がありゃ大丈夫だぜ。夜目は利きくほうなんだ。こういう稼か業ぎようが長いとな」

「私も大丈夫ですが」

「おいらもな」

　エルファも、地底の坑こう道どうで暮らすことが多いドワーフも、ともに暗視の能力をそなえている。

「ぼくが見えないんですよ」

　アンディは、申し訳なさそうにそう言った。

「しようがねぇなあ」

　よっこいしょと声をかけて立ち上がり、ニフトールは顔をしかめた。

「どうかしたんですか？」

「いや、なんでもない。ちょっと、自分が長い経験を重ねてきたんだなぁってのを実感しただけだ」

　要するに、よっこいしょと掛かけ声をかけてしまったことに、自分の年ねん齢れいを感じてしまったのだが。わけがわからず、きょとんとしているアンディを尻しり目めに、ニフトールは、うろから顔をつきだした。

　すると、そこに、黒い甲こう羅らにおおわれた顔があった。複眼と触しよつ角かくがある顔だ。理性などというものはかけらも感じられない。ただ、本能があるのみだ。

　昆こん虫ちゆうである。ただし、顔の大きさは、ニフトールとたいして変わりがない。

「へ？」

　ニフトールは、何がおきているのか把は握あくするのに、鼓こ動どうの半分ほどの時間をついやした。ぶぶぶという羽音と、きしゅしゅしゅ、と顎あごをこすりあわせる音がしてから、ようやく。

「うひゃっ」

　あわててニフトールは首をひっこめた。その瞬しゆん間かんに、がちんという音を立てて、二つの斧アツクスのような顎が嚙かみ合わされる。

「っんだっ！」

「さがれ、ニフトールっ！」

　あわてて、ドムスとアンディが、それぞれの武器をかまえる。

　頭に続いて、黒光りする胴どう体たいが、ごそごそとうろの中に入りこんできた。

　人間ほどもある巨きよ大だいな虫だ。全体はカブトムシに似ていたが、その顎は、どうみても肉を食いちぎり、生血をすするためのものだった。甲こう殻かくはかなり強固そうで、アンディたちの武器ですら頼たよりなく思える。

「このっ」

　ドムスが、ぶんと斧アツクスを叩たたきつけた。だが、あたった場所が、殻からのいちばん分厚い場所だったらしく、斧が刃はこぼれしただけだ。

「手ごわいな、こいつ」

　ドワーフの少年は、嬉しそうに言った。アンディが、彼と肩かたを並べるように進みでる。ニフトールは、うろの奥へとさがる。

「まかせるぜ。俺は街育ちだから、虫のあつかいは慣れてないんでよ」

「その理り屈くつでいうと、ここは私の出番になりますね」

　ラナークは、手ぶらのまま、前に出た。狭せまいうろの中だから、アンディを押しのけることになる。ガヤンの神官は、驚おどろいた顔をしたが、素す直なおに道を空けてくれた。ラナークを、信用してくれているのだろう。

「しばらく、手をださないで」

　ラナークは、仲聞たちを制した。

「っんでだよっ」

　不満の声をもらしつつ、ドムスが、ラナークの言葉にしたがって、一歩さがる。そのあいだに、ラナークは緑の月に助力を求めていた。緑の〈波動〉を利用して、昆虫の単純な精神に呼びかける。エルファの古語を精神集中の助けにした。

「ルカリア・ブロス、ブロリア・ルカス（我は汝なんじの友、汝は我の友）」

　怪虫の動きが、それで、ぴたりと止った。

「エルファの魔ま法ほうなのか」

　エルファは、森の民たみ。草木と鳥ちよう獣じゆうに関する魔法を、たくみに使いこなすことができる。これもそのひとつ、《昆虫インセクト・制御コントロール》の呪じゆ文もんだ。

　ラナークは、虫を外に出すのか、それともこのまま殺そうかと迷った。この大きさ、自分より大きな生き物に襲いかかる狂きよう暴ぼうさ。歪ゆがめられた生き物ではあろうが、無む抵てい抗こうのものを殺すことには抵抗がある。

　ラナークが迷っているうちに、アンディが警告の声をあげた。

「また来るぞっ」

　うろの入り口から、別の虫──種類は同じやつ──が入りこんできたのだ。

「ラナーク、なんとかならないのか？」

　呪文のために精神を集中しているラナークには、答えることができない。かすかに首を左右にふっただけだ。

「一いつ匹ぴきが限界かよ」

　武器をかまえたアンディとドムスに向けて、ラナークはもう一度、首を縦にふってみせた。

「しゅっしゅっ」

　短い息が、彼のくちびるからもれる。その音に応こたえて、ラナークの呪文で操あやつられた怪虫は、くるりと向きを変え、新たにあらわれた怪虫に襲いかかった。

　二匹ひきの怪虫は、激しく戦っている。強きよう靱じんな顎は、硬そうな殻も食い破っていた。おそらく、ラナークが着ているような革鎧レザーアーマーなど、簡単に貫つらぬかれてしまうだろう。

　嚙みつき、ひっかき、のしかかり、怪虫はあちこちから体液を流しはじめていたが、その動きはいっこうに衰おとろえなかった。その、原始的な生命力は、じつに強靱だった。脚あしがもげ、かたほうの目がつぶれても、中々、決着がつかない。

「おい、まずいんじゃないの」

　ニフトールが、うろの奥にますますひっこみながら、声をあげた。そこに、さらにもう一匹があらわれたのである。しかも、先の二匹より、ひとまわりでかいのだ。アンディが、緊きん張ちようした面おも持もちで、ソードブレイカーをかまえた。ラナークに、それに反応する余よ裕ゆうはない。

「ようし、今度こそおいらの出番だな」

　ドムスが、嬉き々きとして斧アツクスと盾たてをかまえる。

　その彼に向かって、さらに二匹の怪虫が同時にうろの中へと、飛びこんできた。

「おぉっ、またまた来やがったなぁ。いくらでも来いっ！」

　ドムスは、楽しそうに、ぶぅんと斧をふりまわした。手助けは必要ないかという気もしたのだが、そうもいかない。アンディはドムスに加勢した。

[image: ]

　怪虫は、合計五匹いた。ドムスが二匹の殻を叩き割り、さらに同士討うちで二匹が倒たおれた。生き残ったやつには、アンディがとどめを刺した。アンディがかすり傷をおったが、ラナークがすぐに手当てをしてくれたから、どうということはない。

「まだまだ前ぜん途とは多難だな」

　まるで何もしなかったニフトールが、疲れきったように、どっかと座りこみながら、そう言った。まったく、その通りだった。

　カブトムシの次には、肉食蟬ぜみに出会った。尋じん常じようではないのは〈木〉ばかりではなかったのだ。その〈木〉に巣くうものたちも、歪みに囚とらわれていたのだ。

　その中でも、もっとも凶きよう悪あくな、牙きばをもった蜘蛛くもどもの巣に、ラナークたちがたどりついたのは、太陽が水平線に沈しずんだ直後のことだった。
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　とん、と着地する音がした。もう少し重ければ、どん、だ。

「もう、五回目の失敗やがな。飛び上がってたんも数に入れたら十五回目やで」

　壁かべの向こうで、その音を聞きつけて、タッタが言った。

「やっぱり、あきらめたほうがええで。全然、届かへんやないか」

　エフェメラは、しばらく答えられなかった。息が切れている。

「そっ、そんなのっ、いちいち、数えなくて、いいの」

　ぜいぜいと激しく呼吸しながら、エフェメラは、壁の向こうに怒ど鳴なり返した。

「それに、今は鉄てつ格ごう子しまで届いたんだもん」

　しかし、彼女たちのあいだをへだてる厚みを、壁と呼んでよいものだろうか。なぜなら、そこは、部屋などではなくて、木の枝にくりぬかれた縦穴にすぎなかったからだ。

　深さは、人の身長の二倍半くらい。幅はばは、ようやく体がすっぽりと収まる程度で、しゃがみこむことすら難しい──しかし、しゃがみこまないと穴の底に開いた、ごく小さな穴で用を足すこともできないのだが──。穴の上には鉄格子がかぶせられていて、身を隠かくすところはない。じつに屈くつ辱じよく的てきな牢ろう獄ごくだった。

「う～、なんとかならないかなぁ」

　エフェメラは、どうにか呼吸を落ち着けて、爪つめを嚙みながら、そう呟つぶやいた。

　何度か飛びあがってみたが、鉄格子には、まるで手が届かなかった。そこで、両手足をつっぱって登ろうとしてみた。この方法だと、どうにか鉄格子までたどりつくことはできたが、それから先がどうにもならない。しばらく、ぶらさがってはいたものの、ついに耐たえ切れなくなって落ちる。そんなことを何度も繰くり返していた。

「タッタくん、飛べるんでしょお」

　エフェメラが、ふてくされたように言う。

「せやから、どうやっちゅうねん。鉄格子がはまっとるやろが、鉄格子が。鍵かぎがあったら、わいがなんぼでも開けたるわい」

「とにかく、なにか手段を考えなきゃ。黒い連中があたしたちを連れに来るまで、待ってるわけにはいかないんだからね」

「それが、いちばん、楽なんやけどなぁ」

　タッタが、ぼやくように言う。

「まあ、あの娘こらのことを考えたら、そうも言うてられへんか」

　穴は、一つや二つではない。枝と言っても、数十人が手をつなぎあって、ようやくとりまくことができるほどの太さである。その上に立てば、ほとんど平らにしか思えない。

　そんな場所に、エフェメラたちとアルリアナ信者の娘むすめたちがとじこめられて、半日以上がすぎた。船員たちとラント船長は、どこか別のところに連れて行かれたらしい。

　穴の中にいて、できる暇ひまつぶしといえば、空を流れる雲を見物するか、月と星を観察するくらいのことだ。

　さもなければ、自分たちにどんな最悪の運命が待っているかを想像して、泣き続けること。

　前の二つは、手足の痛みをまぎらわせるには、まるで役に立たなかったし、最後の一つは、アルリアナ信者の娘たちはともかく、エフェメラの趣しゆ味みじゃなかった。

　そして、日が暮れる頃ころになって、アルリアナ信者の娘たちは、次々に穴からひきだされて行った。どこに連れていかれたのかは、わからない。

　いったい、なんのためだろう？　慰なぐさみものにでもするだとか、奴ど隷れい商人でもやってきたのなら、どうしてエフェメラだけが見み逃のがされたのか。

「どうしてだと思う、タッタくん？」

「そら、お前さん、成熟具合というもんが歴然と違ちがうからやなぁ」

「その意見は無視する」

　エフェメラは、きっぱりと言った。

「冗じよう談だん言ってる場合じゃないんだよ」

　さすがに、エフェメラの声にも、余裕がない。

「あほ、こんなもん、冗談くらい言わんと、やってられへんわ」

　この穴は、どう見ても長い時間、捕ほ虜りよをとじこめておくためのものとは思えない。奴隷に売るにせよ、身みの代しろ金きんを稼かせぐにせよ、あまり身体からだを痛めつけては、商売にさしつかえる。奴隷商人が、それほど頻ひん繁ぱんに訪おとずれるということだろうか。

「誰だれか、来ないかなあ」

　エフェメラは、助けを求めているわけではない。兄のアンディが生きていることと、自分たちを助けようと努力していることは疑っていないが、そう都合よく、すぐにやってきてくれるとは、彼女も思わない。

「飯も食わせへん気ィかいな」

　ここには、牢ろう番ばんすらいないのだ。エフェメラが得意とする幻まぼろしの呪文も、動かない木や鉄格子相手には役立たない。

「どうせなら、ニフトールが一いつ緒しよに捕つかまってくれればよかったのに」

　彼の指先の器用さは、キーンブルクの城に潜せん入にゆうする時、ずいぶんと見せられた。熟練した盗とう賊ぞくなら、この程度の鍵は、針金一本で開けられるだろう。

　そう、せめて針金でもあれば、なんとか試みるのだが。いかんせん、手もとに残されたのは着ている服とシャストアのマントだけだ。

「……やってみよ」

　エフェメラは、大きく深呼吸した。そして、裂れつ帛ぱくの気合いとともに、マントをひるがえす。

「えいっ！」

　げし。

「！　つぅ～～」

　エフェメラは、左の手首を握にぎってしゃがみこんだ。鉄格子を切断するどころの話じゃない。狭せまいところでふりまわすから、手首を思いきり壁にぶつけただけだった。目め尻じりにちょっぴり涙なみだがにじんでいる。腫はれあがった手首に息をふうふうと吹ふきかけながら、エフェメラは情けなさそうに呟いた。

「伝説に出てくる〈三枚舌〉のフラウベルは、マントで鉄も切り裂さいたっていうけれど」

　三百年前に活かつ躍やくしたという美少女詐さ欺ぎ師しのようにはいかない。

「おう、エフィ。冗談やっとる場合とちゃうぞ」

　タッタが、声をかけてきた。

「冗談なんかしてないやい」

　言い返しながら、エフェメラは立ち上がった。

「ちょっと静かにせぇ。どうやらお客さんの御ご入来や」

　タッタの言葉に、エフェメラはあわてて耳を壁に張りつかせた。足音が聞こえてくるような、こないような……。

　と、思っていると、急に声がした。

「そんなにつつかなくてもいいよ。きちんと歩くから。もしも、ぼくが足を踏ふみ外したらどうするつもりなのかね？」

　若い男の、柔やわらかで涼すずしげな声だった。エフェメラが聞いたことのない声だ。船員たちやアルリアナ信者たちではない。

「そうなってしまうと身代金もとれないだろう？　だから、背中をつつかないでくれないか」

　どうやら、エフェメラたちと同様、海かい賊ぞく船せんに捕とらえられてきた人物らしい。しかし、それにしては、声には微み塵じんも怯おびえたようすがなかった。よほどの大物なのか、それとも、今の状じよう況きようが理解できないほど世間知らずなのだろうか。言葉の調子や、身代金を要求されると確信しているようすからして、かなり上流階級の人間であるはずだ。

　できれば、大物であってほしいと、エフェメラはシャストア神に祈いのりを捧ささげた。これから逃にげ出すのに、ほうっていくわけにはいかない。だったら、せめて足手まといにはならないでもらいたい。金持ちや貴族は、たいてい、金や地位を維い持じするために自分というものを使い果たしているものだから。

「ああ、わかった。黙だまるよ。だから、つつかないでくれたまえ」

　急がなければ、と、エフェメラは思った。近すぎると、幻げん覚かくにひっかかってくれない。

「タッタくん、驚おどろかないでね」

「おう」

　ミュルーンの友人は、なんの説明も求めずに答えを返してくれた。エフェメラは、精神を呪じゆ文もんに集中させる。赤の月が送ってくれる波動を捉とらえ、変化させて、世界に干かん渉しようするのだ。

「幻よ、実体なきものよ、影かげよ、今ここに」

　呪文はうまくいった。だが《完全パーフエクト・幻覚イリユージヨン》の呪文で作りだした幻を、エフェメラはすぐには穴の外に出さなかった。ただ幻を作りあげるだけではだめなのだ。現実をうまくそれでおおい隠さなければならない。ひとつの呪文だけでは、きちんと敵を騙だますには足りないのだ。

「隠れよ実体あるものよ。偽いつわりこそは真実なり」

　もうひとつの呪文を唱える。変容させた現実の波動を、さらにもう一度変化させるには、微び妙みような精神集中と、呪文に対する熟練が要求される。心の中に、望む現実をより鮮あざやかに描えがかねばならない。

　こちらもうまくいった。

　鉄格子が開く。現実には閉じている鉄格子を隠して、開くようすだけが見えているはずだ。それを開けて、外に出ようとしているタッタの姿が。離はなれた場所に幻覚を作るのは難しかったが、どうやらうまくいったようだ。きしむ蝶ちよう番つがいの音、衣きぬずれの音までが再現されている。

　幻はうまくいったが、はたして相手がこちらの思いどおりに動いてくれるだろうか。

「きゃるすぱっ」

　かっかっかと、木を蹴ける音がする。やつらは、木の上で自在に動くために、裏に鉄のとげがついた独特のサンダルを履はいていた。そのとげが、枝を削けずる音だ。

　こっちにやってくる。

　音をたよりに、幻覚にそちらを向かせる。驚いた表情を作る。こういう時は、芝しば居いの心得が役に立つ。

　立ち上がらせて、逃げる姿勢をとらせる。

「きゃるすぱっ、てげに！」

　敵は、幻覚に引き寄せられている。

　後は、相手が幻に気がつかずにいてくれるように願うことしかエフェメラにはできない。

　もう少しだ。

「おっしゃあ」

　タッタの掛かけ声とともに、人間が倒たおれる音がした。

「エフィ！　手伝え」

　飛び上がったタッタが、両足で、上を通り過ぎようとする海賊の足首を摑つかんだのだ。上に登るのに両手両足が必要なエフェメラにはできないことだった。

「今行くから、頑がん張ばってね」

　エフェメラは、両手両足をつっぱらせると、急いで穴を登った。はしたない格好だが、そんなことを言っていられる場合ではない。

「りゃきゃすっと」

　声が聞こえた。遠くからだ。なんてことだ。敵は二人いたのだ。もう一人がやってくるまでに、鍵を奪うばって外に出なければならない。さもないと、すべてが無む駄だになってしまう。

　だが、気があせるほど、壁はつるつるとすべってうまく登れない。てのひらに汗あせがにじんで、ずるずると滑すべり落ちそうになる。

「こらぁ、じたばたすんなぁ」

　タッタが叫さけんでいるのが聞こえた。彼だって、相手を倒れさせて、しばらく動きを止めているのが精せい一いつ杯ぱいなのだ。このままじゃ、槍やりを鉄格子の隙すき間まから突つき入れられて、刺さし殺されてしまうかもしれない。

　ますますあせる。しかし、こんな時には、それが命取りになる。きちんと他ほかの部分を固定しないうちに、登ろうとして急いで手を壁かべから離れさせてしまったのだ。力のかかりぐあいがずれて、つるりと足が滑った。

「あっ」

　という声を残して、どでんとエフェメラは穴の底にころげ落ちた。手足が複雑にからまってしまって、急には動けない。兄のアンディの悪運が、エフェメラに伝でん染せんしたのだろうか。

「ああ、ちょっと待ちたまえ、きみ」

　連れて来られた若者の声だ。『何をそんなにのんびりしてるのよ』、エフェメラは心の中で罵ののしった。

『そりゃ、あんたは身代金を払はらえば助かるのかもしれないけど、こっちは命がかかってるのよ。それも、たぶん、自分たちのだけじゃない』

　エフェメラが、どうにか立ち直って、壁に飛びついた時に、それは聞こえてきた。

　肉と肉とが打ちあう音。そして、骨が砕くだける音だ。

「げぼっ」

　そして、悲鳴も聞こえてきた。

『馬ば鹿かだなぁ、逃げようとしたのね』

　エフェメラは、今度は失敗せずに登った。いくらなんでも、目の前で誰かが傷つけられるのをみすごすこともできない。鉄てつ格ごう子しになんとか片手で摑つかまって、もう片方の手を隙間からさしのべる。駄だ目めだ、まるで届かない。

　無我夢中のエフェメラは、さっきまで聞こえていた、タッタと海賊がもみあう音がしなくなったことに気がついていなかった。

「はい、どうぞ」

　エフェメラが、耐たえ切れずに落ちそうになったその時に、そんな声が聞こえてきた。

　えっ、と思った瞬しゆん間かんに、エフェメラは落下していた。

「おい、エフィ。大だい丈じよう夫ぶか」

　彼女が、もう一度、登ろうとするまでもなく、タッタが顔をのぞかせた。かちゃかちゃと音がして、鉄格子が開けられる。

　タッタの横に、もうひとつ顔がのぞいた。若い男だ。しかも、かなりの美形だった。柔らかそうな金きん髪ぱつを、ぴったりと後ろに撫なでつけている。切れ長の緑の瞳ひとみが印象的だった。

「大丈夫かな、お嬢じようさん」

　柔らかな口調で、若者は言った。

　お嬢さん、ねぇ、とエフェメラは思った。そういう呼びかけ方をする人物を、エフェメラは、あまり信用しないことにしている。

　どこから見ても貴公子。そんな若者だった。身につけているのは、帝てい国こく風のゆったりした衣服で、かなり上等なしろものだ。口調から想像したとおり、貴族だろう。

　顔だちの美しさ、動作の優ゆう雅がさ、身分と財産、どれをとっても並の娘むすめなら、ふらふらと寄っていきそうなものだ。

　しかも、どうやら、彼が、海賊の戦士二人を叩たたきのめしたらしい。足手まといどころか、戦うこともできるというわけだ。

　たいていの娘なら、なびいてしまうだろういい男だが、あいにくエフェメラは、どこをとっても『たいてい』の範はん疇ちゆうには入らない娘だった。

「さあ、きみ、早く彼女を助けてあげないと」

　若者は、タッタに言った。

　言こと葉ば遣づかいこそ丁てい寧ねいだが、いかにも他人に命令しなれた者の口調だった。

　人に言う前に、あんたが助けてくれればいいじゃない。エフェメラは、少しむっとしながら、穴を登りはじめた。やっぱり、いいとこのおぼっちゃんなんてのは、この程度のものかしら。

「ああ、ミュルーンではお嬢さんをひきあげるのは難しいか。我ながら気のきかないことだ。さ、つかまりなさい」

　若者が、手をさしのべた。真っ白な手だと、エフェメラは思った。たぶん、土をいじったことも、食器を洗ったこともない手なんだろうなと、彼女は考えた。それは間ま違ちがいではない。しかし、エフェメラの目では、かすかにもりあがった剣けんを握にぎるためのタコを見分けることはできなかった。

「いえ、けっこうです。一人で登れますから」

　エフェメラは、つんと横を向いた。その拍ひよう子しにずるずると滑り落ちる。

「おい、エフィ。とっととあげてもらえ」

「……わかったわよ」

　エフェメラは、しぶしぶ若者の手を借りて、穴から出た。海賊の死体がふたつ転がっている。彼らを殺したのは、彼ら自身の剣のようだ。かたわらに落ちている縄なわは、若者を縛しばっていたそれだろう。

「はじめまして、お嬢さん。わけあって詳くわしい素す性じようは話せないのだが、ぼくのことは、そうだなぁ、サーティグとでも呼んでくれたまえ」

　そう言って言葉を切ると、サーティグと名乗った若者は、じっとエフェメラを見つめた。しかたなく、彼女も名乗った。

「エフェメラ・クルツよ。シャストアの神官をやってるの」

「わいはタッタ・スウィフトフット。ごらんの通りのミュルーンや」

　タッタが名乗ったが、サーティグは、彼のほうを見ようともしなかった。エフェメラをじっと見つめている。見つめられるのには慣れていないこともない。自分の美び貌ぼうには、それなりの自負もある。だが、この若者の視線は、そんなのとは、どこか違ちがうような気がした。はっきりとは言えないけれど、どこかが。

　自分が、値ね踏ぶみされているような気になった。ただし、料理でも、美術品でもない。武器を見定める戦士の目つきだ。

「きみたちも、あの海賊に捕らえられたのかい？」

　サーティグの言葉に、エフェメラはそっけなくうなずき返した。

「そういうこと。じゃあ、捕つかまらないように逃げてね。あたしたちは、他の人たちを助けにいかなきゃならないから」

　気がつくと、エフェメラは、そう口ばしっていた。それを聞いて、タッタがけげんそうに言う。

「まあ、待てや。この兄さんも一人でほうっていくわけにもいかんやろ」

「大丈夫じゃないの、この人なら」

　エフェメラの言葉に、サーティグは、こくりとうなずいた。

「それなりの自信はあるよ。もしも、別れるとすれば、どちらかというと、あなたがたがぼくをじゃなく、ぼくのほうがあなたがたを見捨てる、ということになるんじゃないかな」

　自信たっぷりの言葉が、エフェメラに芽生えた反感を、さらに大きくした。だが、彼女が何かを言う前に、タッタがサーティグの腕うでを摑んでいた。

「そない思うてくれるんやったら、どや、あんたも一いつ緒しよに来てくれへんか？　見ず知らずの相手を助けんのに命を賭かけてくれとは言わんけど、長い目で見たら、わいらの力が借りれるぶん、お得やで。な、エフィ」
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　タッタの言うことは正しい。しかし、エフェメラは素す直なおにうなずくことができなかった。

　彼女の直感は、この若者は危険だと告げている。理由は何もない。だのに、この若者が、自分を導く月と深くかかわっていることを、エフェメラは感じとっていた。

　そんな馬鹿な。彼は、ただ偶ぐう然ぜんにここで出会った人物にすぎないではないか。エフェメラの理性は、そう告げた。あの少女たちを救うためには手助けが必要だ。ここには、兄さんはいない、タッタ以外の友人たちもいないのだから。

　エフェメラは、赤の月が司つかさどる感情ではなく、青の月に属する理性に従って、こう言った。

「頼たのめるかな、サーティグさん？」

「もちろんですとも」

　若者は、笑ってうなずいた。さわやかな春風のような印象を与あたえる笑え顔がおだった。それを向けられたエフェメラは、いわれのない不安に襲おそわれて、なんとなく目をそらした。もしも、正面から見つめていれば、あるいは、彼の目がかけらも笑っていないことに気がついたかもしれない。だが、彼女はサーティグを見ていなかった。

「しかしですね」

　サーティグは言った。

「もっと簡単な方法があるんですけど」

　そう言って、彼は奇き妙みような護ご符ふのようなものをとりだした。そこにはサリカ神しん殿でんの聖印がえがかれている。サリカは、青の月の神。記き憶おくと信念の神であり、人と人のつながりを守護し、豊ほう穣じようの女め神がみでもある。その神殿では、空にかかわる魔ま法ほうと、心を伝える魔法を教えている。

「助けを呼びましょう」

「呼べるような仲間がいるなら、どうして捕まったのよ！」

　疑問というより、怒いかりにかられてエフェメラは叫んだ。
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　エフェメラとタッタが、穴を抜ぬけだすよりも、少し前に時間はさかのぼる。彼女たちがほうりこまれた穴よりも、かなり下方、幹の内側で。

　大きな音を立てて、扉とびらが開かれた。

　部屋の中央に立ち、酒をグラスに注ごうとしていた鉄の姫ひめは、目玉だけをじろりと動かして、そちらを見た。

「時はきたれり」

　片手に剣、もう片方に九きゆう節せつ鞭べんをもった青真珠ブルーパールのメルヌが、支配者である彼女になんの断りもなく、部屋に入りこんできたのだ。彼に続いて、グモーツの戦士たちが、部屋を埋うめつくし、わらわらと鉄の姫サレイアを取り囲む。戦士たちは、全身を戦いの化け粧しように包んでいた。すなわち、素す肌はだを黒く塗ぬっていたのである。

　鉄の姫の周囲を、円を描えがいてびっしり取り囲んだグモーツの戦士たちは、いっせいに剣を抜きはなった。しゃきんと空を切り裂さいて、鉄の姫の肌はだすれすれに、その先せん端たんをつきつける。

　二十数本の切きつ尖さきにとりまかれながら、彼女は、やりかけた仕草を終えた。酒を注いだのだ。

　陶とう製せいの酒さか瓶びんをそのまま落とす。絨じゆう毯たんに受け止められて、酒瓶は割れもせずにごろんと転がった。鉄の姫サレイアは、一息でグラスのなかばまでを飲み干すと、微び妙みようにうごめく剣などないかのように、椅い子すに向かって悠ゆう然ぜんと歩きはじめた。

「動きなさいますなっ」

　かすかにうわずった声で、メルヌが、彼女を怒ど鳴なりつける。

「よろしいか、姫さま……、サレイア殿どの、いいや」

　メルヌは、頰ほおをひきつらせながら、かすれた声で、一息で言った。

「サレイア」

　鉄の姫は、ゆっくりと首をめぐらせてメルヌを見た。吠ほえついた野の良ら犬いぬでも見るような目つきだった。メルヌは、鉄の姫に対して叩きつけようと用意していた言葉が、喉のどの奥に張り付いてしまったのを感じた。

　鉄の姫は、黙だまったまま首の向きを元に戻もどすと、一歩足を踏ふみだした。その方向にいた戦士たちが、気け圧おされたように後ろにさがる。

「ひ、ひるむでない。この馬鹿者ども」

　メルヌは、ようやくのことで言葉をしぼりだした。

「いかな鉄の姫とて、これだけの数に取り囲まれては、どうにもなるはずがなかろう」

　メルヌの叱しつ咤たを、低くかすれた声がさえぎった。

「どうにもならぬようならば、はじめから取り巻かせなどせぬ」

　鉄の姫の長い指が、いつのまにか眼前につきつけられていた剣の先せん端たんをはさんでいた。

　その剣を握っているグモーツ族の戦士は、鉄の姫に見つめられて、ぶるぶると身体からだを震ふるわせ、額にじっとりと汗あせを浮うかべている。彼らが身体に塗りつけている黒い染せん料りようには、精神を高こう揚ようさせ、恐きよう怖ふを忘れさせる薬効が含ふくまれているというのに。鉄の姫は、魔法を使っているわけでも、特別な能力をふるっているわけでもないはずだ。

「いったい、どういうことかな、これは？」

　鉄の姫は、ようやく疑問を口にした。すっと、剣の切尖を横にふる。剣を握っていた戦士は、それにひっぱられるようによろけた。

「メルヌ、答えは？」

　問われたメルヌは、ごくりと唾つばを飲みこみ、唇くちびるを舌で湿しめらせてから、ようやく答えた。

「つまり、主人が入れ替かわったということだよ、サレイア」

　鉄の姫は、なんの反応も見せなかった。

『なぜだっ。どうして、そんなに超ちよう然ぜんとしていられる？　わたしが憎にくくないのか、あなどられて怒りを感じぬとでもいうのか』

　そんな人間は存在しない、というのがメルヌの信念だった。

　蔑さげすまれること、馬ば鹿かにされること、屈くつ辱じよくに満ちた仕打ちに、平然としていられる者などいようはずはない。これほど優すぐれた自分にできないのだから、それ以外の者にできるはずなどない。間違いなく無理をしているのだ。見ていろ、すぐにその仮面をはがしてやる。

「これからはわたしが支配する。さあ、ひざまずいて忠誠を誓ちかうのだ、サレイア。悪いようにはせぬ」

　メルヌの声は、かすかに震えている。怯おびえと、怒りとが、複雑に組みあわさっているのだ。

「どうしてくれるというのだ」

　鉄の姫は、なおも無表情だ。

　だが、それは虚きよ勢せいにすぎない、とメルヌは考えていた。

　そうでなければ、なんだというのだ。蔑まれるというのは恐おそろしいことだ。それは、人として認められないということである。いじめられ、小こ突づかれ、自分をかえりみてくれる者はない、そうなるということなのだ。だのに、なぜ怯えないはずがあるだろう。

　さあ、自分がその恐怖から救ってやる。すがるがいい。ゆだねるがいい。そして、捨てられることを恐れるがいい。わたしこそが、頂点なのだ。

　だから、わたしを馬鹿にするなっ。

「偉い大だいなる〈木〉の守護をもって、わたしはセレン内海の王となる。お前は、王おう妃ひの一人となれるのだ」

　そのメルヌの言葉を聞いて、ぎらりっ、と鉄の姫の瞳ひとみに怒りの炎ほのおが宿った。だが、それは一いつ瞬しゆんでかき消えた。

　それを見て、メルヌはおのれの勝ちを確信した。鉄の姫の怒りを消したのは、その生せい殺さつ与よ奪だつの権を握っているおのれに対する恐怖だと思ったのだ。

「忠誠など誓えぬと言えば、どうなるのかな？」

　だから、鉄の姫の冷静な声を聞いても、メルヌは、かっとならずにすんだ。こいつは、わたしの言うことを聞いている。わたしを無視することなど、もう誰だれにもさせない。

　さあ、今度こそ、その怯えをあばいてやるぞ。かつてわたしが、留学先の華やかな宮廷で蔑まれていた頃ころのように。

　メルヌは、その口もとに笑みを浮かべた。冷ややかだと、自分では信じている笑みだ。

「お前も聞きたくはなかろう。おのれに待っている、死よりも恐ろしい運命についてなど」

　そしてメルヌは哄こう笑しようした。ひゃははははと笑ううちに、その声が裏がえる。だが、その笑いは唐とう突とつに終わった。

「死よりも恐ろしい運命？　そんなものについて、お前ごときが何を知っていると？」

　馬鹿にしきった鉄の姫のつぶやきが、彼の笑いを止めさせた。

　こいつは、怯えていない！

　メルヌは、それを悟さとった。

「では、お前は何かを知っているというのか、運命について、死より悪いものについて」

　メルヌが問い返した声は、鉄の姫の普ふ段だんからのそれよりも、さらに低くかすれていた。

「いつでも教えてやろう」

　鉄の姫は、小さくうなずいて、そう言った。

　メルヌの顔が、さっと朱しゆに染まる。剣を握にぎった右手がいきおいよくふりあげられた。それにあわせて、戦士たちがかまえた二十数本の切尖が突つきだされる。

　鉄の姫の白い肌に、ぬめるような光こう沢たくの刃やいばがくいこむ、その寸前──動きは止まった。

「わかったか、サレイア。わたしはいつでも、お前を殺せるのだぞ」

　メルヌは、ゆっくりと姿勢をもとに戻した。

「ならば、なぜ、そうせぬ？」

　鉄の姫の問いは、さりげない口調で、どうでもよいことを訊たずねているかのようだった。

「お前は、大切な人ひと質じちだからな。それに、その肉体もいささかもったいない」

　メルヌの言葉の後半に賛同するかのように、グモーツの戦士たちの視線が、肌もあらわな鉄の姫のあちこちをさまよった。

　ただし、その視線から感じられるのは、性的な欲よく望ぼうばかりではない。

　メルヌは、鉄の姫を屈くつ服ぷくさせねばならないと感じていた。このまま殺したところで、メルヌは鉄の姫に勝ったことにならない。敗北はできない。王となる者は、誰にも負けられないのだ。負けを認めるまで、負けではない。しかし、メルヌは既すでに負けたと思ってしまった──。

　メルヌは、熱に浮かされたように、おのれの力を誇こ示じする言葉を話し続けた。わたしを無視するな。わたしを見ろ。ひれふせ。感謝しろ。

「いいか、〈木〉の目覚めは今こ宵よいに訪おとずれる。お前たちには秘密にしていたが、既に〈木〉は成熟しているのだ。まったくみごとに騙だまされ、わたしに踊おどらされて、金も資材も情報も、よく提供してくれた。しかし、いよいよ最後の時が来た。昨夜捕とらえてきた温かき乙女おとめの血肉を一気に捧ささげて、最後の儀ぎ式しきを行うことによって、ついにその時がくる。セレン内海が炎によって引き裂かれる時がな。それだけではないぞ。〈木〉の真実の力は、お前たちが考えているよりも、ずぅっと大きいのだ。やがて〈木〉の根は、グラダスにも、帝てい国こくにも、リアド大陸すべてにはびこるだろう。それは火山を目覚めさせ、大地を引き裂く。わたしが指一本を動かせば、一国が滅ほろぶのだ。その時になってから、ひれふしても遅おそいのだぞ。さあ、世界の王に、今のうちに忠誠を誓うがいい」

　メルヌの言葉が途と切ぎれた。

　沈ちん黙もく──。

　鉄の姫が、ふっと笑った。

「私は、誰にも忠誠など誓いはせぬ」

　予想はしていた答えだった。

「白金の姫が、それほどに恐ろしいというのか。あれとても、わたしがひれふさせてみせるぞ。わたしは誰よりも強くなるのだ」

　四姉妹の長ちよう姉しの名を、メルヌは口にした。すさまじき魔ま力りよくを駆く使しし、異形の力を配下どもに賦ふ与よする、異能を持つ白き美女。たった一度だけしか会ったことはないが、二度と出会いたくはないと、その時にメルヌは思ったものだ。

「ユメリア姉上、か」

　鉄の姫の顔から、笑えみが消えた。

「メルヌよ。お前の力も、その姉上に授さずかったことを忘れたのか」

　咎とがめだてする口調ではなかった。しかし、メルヌはそう信じた。そこに、ほんのわずかにあらわれていた、からかうような調子を、彼は無視した。そんなものは、あってはいけないのだ。無力な者は、より強き者にすがることしか、してはならないのだから。

「そうとも、〈木〉を復活させる秘ひ儀ぎを探たん索さくしたのも、わたしに異形の力を与あたえたのも、お前の姉だ。それを盾たてに、よくも今までこき使ってくれたものだ。だが、すべてがわたしの巧こう妙みような計画であることには気がつかなかったようだな。それがお前たち四姉妹の失策だ。力をゆだねる相手を、よく吟ぎん味みするべきだったのだ。裏切られてから泣いたところで、もはや遅い。奪うばおうが盗ぬすもうが、最後に支配するものこそが、頂点に立つのだ」

　メルヌはふたたび、哄笑した。

　裏返った甲かん高だかい笑い声が、うつろな部屋に響ひびき渡わたる。

　そして、メルヌはぴたりと口を閉じた。

「捕らえろ」

　簡潔に命じる。剣けんのいくつかが引かれ、そのかわりに、いく本もの縄なわが鉄の姫の手首、足首にきつくくいこんだ。ただの縄ではない。黒い、特とく殊しゆな繊せん維いが編みこまれている。

「グモーツの秘伝、キュレフィの縄だ。一本で、ひとかかえもある大岩をつりさげることもできる。そう簡単には切れんぞ。しかし、お前も四姉妹、これだけで安心することもできん」

　メルヌは、九節鞭を数度ふるった。鉤かぎ爪づめが鉄の姫をかすめるたびに、鉄の姫の武器が、額ひたい飾かざりをはじめとする装そう飾しよく品が、身をつつむ鎧よろいが、次々にひきはがされる。ついに、その豊かな胸があらわにされた。そこへ、さらに縄が打たれる。

　そのあいだ、鉄の姫ひめはぴくりとも動かなかった。胸の頂点の桜色を、覆おおい隠かくそうともしない。動きが封ふうじられているから、もともとできはしないのだが。

「身がすくんで動くこともできんか」

　メルヌは、そう信じようとした。嘲ちよう笑しようを口もとに浮かべた。そんなはずはない。動かない、などということはない。

「儀式が終わるまで、お前たちは、この女を見張っていろ」

　メルヌは、十人の戦士を選ぶと、そう命じた。念には念をいれる。おそらくは、この女も、異形の力をもっているはずだ。妹なのだから、白金の姫も、特に念入りに授けたに違ちがいない。

「常に剣をつきつけておけ。一瞬たりとも目を離はなすな」

　十人の戦士たちは、わずかな異議もはさむことなく、その命令にうなずいた。それは、長おさたるメルヌの権けん威いのみによるのではない。彼らの戦士としての勘かんが、鉄の姫に秘ひめられた危険さを嗅かぎとっていたのだ。

「儀式が終われば、また来る」

　その時こそ、とメルヌは思った。

「見せてやろう、〈木〉の力を。そうすれば、お前の気も変わるだろう」

　鉄の姫だけではない。かつて、留学した彼を南海の道化者と蔑さげすんだ、オータネス湖王国の者たちにも。

　いかに努力しようと、しょせん、邪じや悪あくな部族だとの評判は消えることはない。それを知った時に、メルヌは、四姉妹と出会ったのだ。

　古い野卑な風習を復活させることに抵てい抗こうはあったが、部族の男たちに戦士としての誇ほこりをとりもどさせるのには、それしかなかった。

「行くぞ」

　メルヌは、戦士たちを率いて、大おお股またに歩みでた。既に、娘むすめたちを連れてくるように命じてある。儀式の準備は整っているはずだ。その後の宴うたげの用意も、着々と進んでいるだろう。

　やはり、あのシャストア神官の娘もいけにえにするべきだったろうか。ちらりと、そのことも考えた。あいつらを、なんのために四姉妹が追っているのかを、鉄の姫に問いただそうかと思っていたのだが、できなかったのだ。

　まあ、よい。それは儀式が終わってからだ。どちらにも、じっくりと訊ねてやろう。きっと楽しい仕事になるに違いない。

　これからの儀式と同様に。できれば、娘どもに正気をたもたせたままで、儀式を進められればいいのだがな。

　儀式のことを考えて、メルヌは、しばらくのあいだ、不ふ愉ゆ快かいなできごとを忘れていた。

　そして。

　出て行くメルヌを見送りながら、鉄の姫は口の中で呟いた。

「たまには、メルヌも正しいことを言う」

『奪おうが盗もうが、最後に支配するものこそが、頂点に立つのだ』

「裏切られてから後こう悔かいするな、か。姉上は、とうにそのようなことは承知の上だぞ、メルヌ」

　鉄の姫は言った。自分は、誰にも忠誠を誓ちかわないと。

「でなければ、どうして私を身近に置いているものかよ」

　彼女が、うっそりと笑いを浮うかべ、周囲を取り巻く十人の戦士は、じゃきじゃきとぶつけあいながら、剣をつきだした。
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　時刻は夜である。

　ルナルの世界において、夜は決して、人に敵対する時間ではない。それは、守護者たる月が、人々を高みより見守ってくれる時だ。祈いのりの時であり、安らぎの時である。

　だが。

　空にあるのは、ただ一つの月ではない。

　月は七つある。そして、それぞれが異なるものを守護しているのだ。その中には、黒き歪ゆがみの月もある。すなわち、邪悪の守護者だ。

　そして、月の光とて、ルナルの大地をあまねく照らしだすわけではない。

　魔ま法ほうの源である〈波動〉は、かろうじて届いても、月光が見えない場所もある。

　たとえば、深い洞どう窟くつの底。あるいは、鬱うつ蒼そうと繁しげる森の奥。

　たとえば、ここのように。

　火口から生えた巨きよ大だいな〈木〉を支えている中央の幹。そのすぐそばにまで、アンディたち四人はたどりついていた。

　もはや、それは幹などというしろものではない。ほとんど、崖がけか山やま肌はだにしか見えないのだ。色と質感はまぎれもない樹木のそれなのだが、あまりにも幅はばが広すぎるのだ。

　そこから伸のびた枝の一本に、アンディたちはいた。

　この〈木〉全体からすれば、ごく小さな枝だ。枝と呼べるほどの大きさですらないのかもしれない。それでも、数百年の寿じゆ命みようをもつ古木ほどはあった。

　そこにじっとしていると、他ほかの三人がいることすら信じられなくなってくる。仲間たちはともかく、アンディには、隣となりにいる者の顔すらはっきりとは見えない暗くら闇やみの中だ。

　幾いく重えにも繁る、分厚い葉が月光をさえぎっている。

　アンディが記き憶おくしている暦こよみが正しければ、天空には、双ふた子ごの月と白き輪の月、そして緑の月が輝かがやいているはずだ。だが、それは、ほんのちらちらと葉のあいだから洩もれてくる光だけでは、とうてい確かめられない。

　闇やみの中。

　だが、その闇は、今はアンディにとって味方だ。足の下にいる男たちとアンディとを隔へだててくれるのは、その小さな闇のとばりだけなのだから。

　その足の下から響く音が、アンディたちの気配も消してくれている。

　奇き怪かいな詠えい唱しようが、湧わきあがってくる。

　どろどろと鳴り響く太たい鼓この音。

　ときおり、風が渦うずを巻いて通り過ぎていく。

「やつら、何をしてるんだ？」

　ドムスが、ほんのかすかな声で、そう呟つぶやいた。

　暗視の能力がないアンディにも、その光景ははっきりと見えた。激しく燃えあがるかがり火が、その場所を照らしだしているからだ。

　ゆらゆらとかがり火が揺ゆれると、幹に映った炎ほのおの影かげが、嬉うれしげな魔物のように踊る。時としてぐうっとのびて、まるで『お化けだぞぅ』と子供を脅おどす大人のようだ。

　巨大な幹には、ところどころ、くぼみがあった。くぼみといっても、幹がそれほどに巨大なのだから、ちょっとした劇場の舞ぶ台たいなみの広さである。

　ちょうど、その真上に張り出した枝に、アンディたちは身をひそめていた。

　彼らの真下には、あの海かい賊ぞくたちが集まっている。首領は、グモーツ族の長とか言っていたから、もともとこの島で暮らしていた一族なのだろう。

　おそらくは、リアド大陸本土とは、ずいぶん違った生活を続けてきたに違いない。たとえば、このような──。

　いくつも焚たかれたかがり火のあいだに、全身を、黒から赤へと塗ぬりかえた男たちが、あぐらをかいている。数十人はいるだろうか。扇おうぎの形を描えがくように座って、ゆっくりと身体からだを左右にゆらしながら、低く唸うなるように喉のどを鳴らしている。時には大きくなり、また小さくなる。風の響きのような、大地の揺らぎのような、それは呪じゆ文もんの詠唱のようでもあり、奇怪な歌のようでもある。

　扇の内側にあたる部分では、八人の男が、脚あしのあいだに太鼓をはさみこんで打ち鳴らしていた。そいつらだけは、身体に、赤の他に白いすじも描いている。太鼓が刻んでいるのは、奇き妙みような拍ひよう子しだった。今まで聞いたどんな曲とも違う。それを聞いていると、気がつけば呼吸が止まっているような気がする、そんな奇妙な拍子だ。

　太鼓の響きと、男たちの唸りとは、必ずしも一いつ致ちしていなかった。にもかかわらず、それは溶とけあい、アンディたちの頭の内側にじわじわと沁しみこんでくるようだ。

　くぼみの奥。扇の要かなめにあたる位置には、太い柱が立っている。どこにも継つぎ目がないことからして、それは柱ではなく、枝なのかもしれない。人が二人もくくりつけられて、お互たがいに触ふれもしないほどの太さだが、〈木〉全体からすれば、ほんの小枝だろう。

　赤い男たちの唸りは、徐じよ々じよに高まりつつあった。

「何、やってるんだ、あいつら？」

　もう一度、ドムスが言った。少し、声が大きくなっているが、まず下の連中に聞こえることはあるまい。

「なんにせよ、ろくなことじゃありませんよ」

　速射弓を握にぎりしめたラナークが答えた。

「柱に半はん裸らの女性を縛しばりつけてて、奇怪な格好の男たちがそれを取り巻いてて、唸り声をあげてるんです。どこから見ても、社交的な行事ではありませんね」

　ことさらにゆっくりと、ラナークは言った。

「だからって、いきなり突つっこんだりしないでくれよ」

　ニフトールが、面めん倒どう臭くさそうな声で言った。

「私をなんだと思ってるんです？」

　ラナークの問いに答えるかわりに、ニフトールは、エルファの肩かたを軽く叩たたいた。

「声は落ち着いてるけど、こっちに力が入りすぎてんぜ」

　エルファは、大きく息を吸い、それから吐はいた。

「いきなり突とつ入にゆうはしない。でも、ほうっておくことはできないぞ」

　そう言ったアンディの口もとが、彼の内心の葛かつ藤とうを反映してか、微び妙みように歪んでいる。ニフトールは、それを、どうすれば娘たちを助けてやれるかという悩なやみだろうと解かい釈しやくした。

「無む茶ちや言うなよ、アンディ。まさか、あの大人数を俺たちだけでどうにかしようってのかい？」

「大だい丈じよう夫ぶだろ」

　ドムスは、自信満々のようすでそう言った。

「ぁ～っと駆かけ降りてって、女の子たちを救いだして、そのまま逃にげちまえばいいのさ」

　ニフトールは、まじまじとドムスの顔を見つめた。

「どうしたんだよ、おっさん」

「いや、お前さんのことだから、あいつら全員蹴け散ちらそうってんじゃないかと思ってたんだ」

「まさか」

　ドムスは、ふんと鼻を鳴らした。

「っくらおいらでも、あれだけの人数にまわりを取り囲まれたら、多少はつらいさ。あんたたちや女の子まで、守りきれない」

「言ってくれるねぇ。たのもしいかぎりだ」

　彼らが、そんな会話を交かわしているあいだにも、男たちの異様な詠唱は、ますます高まりつつあった。

「みんな、静かに」

　アンディは、仲間たちを制した。

　長身の人物が一人、幹の奥からあらわれたのだ。うろの奥、柱の後ろあたりに、巧こう妙みように扉とびらが隠されていたらしい。

「やつだ」

　アンディが呻うめいた。

　あらわれた人物は、金糸銀糸で豪ごう華かな刺し繡しゆうがほどこされた、青い布を身にまとっていた。

　片手には、抜ぬき身の剣けんをさげている。その柄つかは刀身と不ふ釣つりあいに大きく、なにやらでこぼこしていた。遠いので、細部はわからない。その刀身は、真っ赤だ。かがり火を映しているからではない。

　血の色だ。

　その人物が、剣を空に向けてかざした。

　グモーツの男たちの歌が変化する。短く区切るように、喉を鳴らしはじめた。太鼓の拍子も、激しくなる。

　それにあわせて、剣の舞まいがはじまった。

「こりゃあ、まずいんじゃないか、もったいねぇな」

　ニフトールが囁ささやいた。

「これは、いけにえの儀ぎ式しきなのか」

「そんなところですね」

　アンディの言葉に、ラナークが答えた。彼の声は静かだが、拳こぶしが小刻みに震ふるえていた。

「いくか？」

　妙みように嬉しそうに、ドムスが言う。この枝を先せん端たんまでうまく走って行ければ、扇の外端のあたりに飛び降りられるだろう。高さはアンディの身長くらいだ。

「やつらは我を忘れている。不意をつけば、なんとかなるかもしれない」

「そうだな」

　ニフトールが、アンディの言葉にうなずいた。

「娘むすめたちのところまではたどりつけるんじゃないか？　帰ってこられるかどうかは、俺は知らないけどな」

「でも、これ以上は待てません」

　ラナークが、きっぱりと言った。

「ぼくの《閃光フラツシユ》の呪文で、なるべく多くの目をくらませられれば、少しは勝ち目もあるかもしれないんだが……っ！」

　アンディは、思わず身をのりだしたラナークの肩を、とっさに押さえこんだ。青い布の人物──メルヌが、唐とう突とつに剣をふるったのだ。

　幸い、それは、柱にくくりつけられた娘のうち、片方の頰ほおを軽く傷つけただけだった。

「許せんやつだな、女の顔は男の命だぞ」

　ニフトールが、ぎゅっとアンディの肩を摑つかんだ。

「おい、なんかいい考えはないのか」

　何かないのか、何か？　アンディは必死で考えこんだ。だが、思いはくるくるとから回りするばかりだ。できることなら逃げだしたくなってくるほどに。

「だから、ばっと突っ込んでけばいいんだって」

　ドムスが、いらいらした調子で言った。

「あなたは、その《閃光フラツシユ》という呪文を使えないんですか？」

　ラナークの言葉に、アンディはかぶりをふった。

「使える。でも、まだ未熟だから時間がかかるんだ。気がつかれたら、目をつぶられておしまいだからね。〈さざ波〉号が出港した時のこと、見てなかったかい？」

　自分は未熟だ、すべてにおいて。誰だれも救うことなどできないのではないだろうか。アンディは、おのれの無力さを痛感していた。ここまでやってきはしたが、あの娘たちも救えそうにない。まして、妹とタッタを助けることなどできるのだろうか。

「あいにく、船室にいましたからね。でも、どうでしょう。うまく使えば、あなたが未熟でもなんとかなるかもしれません」

「なんか、考えがあるんだな？」

　ニフトールの言葉に、ラナークがうなずき返す。

　メルヌが、また剣をふるった。今度は、もう一人の娘が、額を切られた。彼女の赤毛は、まわりの炎よりさらに鮮あざやかに燃えあがるようだった。

「だいじょうぶだって。考えてないで、つっこもう」

　アンディは、ドムスの自信はどこから生まれてくるのだろうと思った。これだけの気き迫はくがあれば、あるいは本当に大丈夫かもしれない。

「すぐです。すぐですよ」

　そう言ったラナークの目は、すぐそばを這はっている、てのひらほどの大きさのてんとう虫を見つけていた。
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　メルヌは、興奮していた。いよいよだ。ついにその時がやってきたのだ。

　剣をふるう。娘の一人の肩が、すぱりと斬きれた。

　はるか〈悪あく魔ま〉戦争の時代から、父祖たちが伝えてきた剣だ。かつては数百、数千の乙女おとめたちの血をすすってきた。

　それも、今こ宵よいが最後となるだろう。一度〈木〉が目覚めれば、もはや、剣などに頼たよる必要はない。

　すべての命運が、我が手の上にあるのだ。メルヌは、月へと歩むような足取りで、幼い頃ころ、父に教えられた舞いを続けた。

　あの時には、この舞いが行われることも、舞いを捧ささげる〈木〉が甦よみがえることも、あろうとはまるで思わなかったが。

　部族の戦士たちの詠えい唱しようにあわせて、メルヌはふたたび剣をふるった。

　二人目の娘の乳ち首くびを斬り落とした。ぷしゅっと音を立てて、鮮せん血けつがしぶきをあげる。娘は、悲鳴をあげるでもない。うつろな瞳ひとみを宙に向けたままだ。

　さあ、いよいよだ。これが、今宵の最初の血。魂たましいの壊こわれる悲鳴こそが、深き眠ねむりから〈木〉を呼び起こす鐘かねの音になる。メルヌが島に帰ってきた時、〈木〉は今にも朽くち果てようとしていた。小さくなって、枯かれかかっていた。火口のふちにたって覗のぞきこんでも、見つけることができなかったほどだ。

　それをようやく、ここまでにしたのだ。海かい賊ぞくとして、カルシファード、帝てい国こく、グラダスの五王国を混乱させつつ、さらってきた娘たちの叫さけびを〈木〉に聞かせてきた。長い月日──〈木〉にとっては、わずかな時間であったのかもしれない──の末に、ようやく、ここまでになったのだ。〈木〉は、身じろぎをはじめている。

　部族の男たちが、身体をよりいっそう激しく揺ゆらし、どんどん早口になっていく。

　さあ、目覚めるのだ、〈木〉よ。

　わたしに、このわたしだけに、栄光と勝利を与あたえるために。

　娘たちの、怯おびえて叫ぶ声がないことに、いささかの不満を覚えながら、メルヌはぴたりと左胸に狙ねらいをつけた。

『まあ、いい。今宵は、まだ十人以上を捧げねばならないのだからな』

　切きつ尖さきを、じわりと娘のふくらみにもぐりこませていく。

「きゃらう」

　詠唱が乱れた。

　部族の戦士の一人が、何かを叫んだのだ。だが、高こう揚ようしたメルヌはそれに気がつかなかった。剣がずぶりと白い肌はだにもぐりこみ、血がふきだしはじめる。

　だが。

　その瞬しゆん間かんだった。熱気が、かっとメルヌの頰をうった。

「なんだっ！」

　剣を戻もどして、メルヌはふりむいた。巨きよ大だいな火球が、そこに生まれていた。

　かがり火のひとつが爆ばく発はつしていた。炎ほのおが、ぶわっとふくれあがったのだ。火の粉が散り、かがり火の隣となりに座っていた戦士の髪かみに火が移る。その戦士は、悲鳴をあげて地面に転がった。

「きゃらりす」

　戦士たちが、詠唱を中断して立ちあがりはじめた。

「落ち着かぬか、馬ば鹿か者ものども！　儀式を続けるのだ！　貴様らの一人や二人が死んだとて、部族のためならば我が慢まんできようっ！」

　メルヌの叫びも、彼らを押しとどめることができなかった。かがり火が、ひとつだけならまだしも、次々と燃えあがったのだ。急速にふくれあがり、周囲に炎をまき散らした後で、火は縮み消えてしまっていく。

「うぬっ！」

　メルヌは、一声呻いて、どんと足もとに剣を突つきたてた。まとった青い布をかきわけ、九きゆう節せつ鞭べんを取りだす。彼の目は、炎の影かげを縫ぬって飛ぶ、小さな生き物を捉とらえていた。

　虫だ。てのひらほどの大きさの虫。そいつが、木の実のようなものを抱かかえこんで飛んでいる。メルヌは、かがり火が燃え上がる直前に、虫が火に何かをほうりこむところを見たのだ。

「しゃっ」

　空気を裂さいて、鉤かぎ爪づめが飛ぶ。それが命中するより、一いつ瞬しゆん早く、虫は最後のかがり火に抱えた物をほうりこんでいた。

　爆発。

　その何かが、炎をふくれあがらせたのだ。一瞬で、燃えるものは燃え尽つきてしまい、火は消える。油の塊かたまりか？　それとも、噂うわさに聞いた火薬というやつだろうか。

　炎が消えていく。爆発の混乱より、闇やみが敵の狙いだとメルヌは判断した。

　だが、その時には、既すでに部族の戦士たちも立ち直っていた。半数あまりが剣をかまえている。いく人かは、片かた隅すみにおかれた甕かめに手をさしいれて、黒い染せん料りようを身体からだに塗ぬりつけだしている。

　最後の炎が消えた。闇があたりを覆おおう。

「あわてて動くな。火をつけなおせ。我らを襲おそえるものなどおらぬ。儀式を続けるのだ！」

　鉄の姫ひめの配下か？　それとも、彼女を訪たずねてきた、あの『お客』とやらの手先か？　どちらにせよ、たいした数ではない。ではないからこそ、こんな小細工を使うはずだ。

　グモーツの戦士たちは、周囲をきょろきょろと見回している。闇にも目がなれはじめ、枝々の輪りん郭かくが見えはじめたころ。

「ガヤンよっ！」

　その時、叫びが聞こえた。頭上からだ。それほど上ではない。頭から、二の腕うでほどの高さのところに立っているはずだ。

「御おん身みが光を……」

　言葉は、そう続いた。それを聞いたメルヌの脳のう裏りに、月が囁いた。

「見るな！　そちらを見るのではない！」

　メルヌは、そう叫んだ。そんなとっさの時でも、彼は部族の戦せん闘とう語を使わず、共通語で叫んでいた。メルヌの劣れつ等とう感かんは、それほどに身体に染しみこんでいたのだ。

　それゆえに、グモーツ戦士たちの反応は遅おくれた。部族の戦闘語であれば、彼らは命令に従っていただろう。だが、そうではなかった。戦士たちは、いっせいに声のした方角を見た。

「……輝かがやかせたまえ」

　呪じゆ文もんが唱え終わるまでに時間がかかったがゆえに、戦士たちのほぼ全員が向き直っていた。

　その刹せつ那な、まばゆい《閃光フラツシユ》がほとばしり、彼らの瞳を灼やいた。




　呪文がみごとな効果をあらわしたことに、アンディ自身が驚おどろいていた。自分も意外とやるものだと、わずかな高こう揚よう感かんがわきあがってくる。だが、彼はすぐにそれを抑おさえこんだ。これはラナークの作戦と、呪文のおかげなんだ。

　ラナークが《昆虫インセクト・制御コントロール》の呪文を使って、例の木の実をほうりこませてまわったのだ。

　小さな虫なら千匹びき、大きな虫なら一いつ匹ぴき、そして、この大きさの虫なら数匹を同時に操あやつることができる。

　戦士たちの多くが、目を押さえてのたうちまわっている。ラナーク、ドムス、そしてニフトールがその真ん中に飛び降りた。アンディが、少し遅れて続く。夜目が利きかない彼は、《光ライト》の呪文を唱えていたのだ。

「こらこら、どけどけ。強いやつなら、どかなくてもいいぞ！」

　斧アツクスをふりまわし、邪じや魔まするやつを蹴け飛とばしながら、ドムスが駆かける。彼の役目は、呻うめいている戦士たちを無力化すること。斧で剣けんを叩たたき折り、遠くに蹴り飛ばし、時には後頭部を殴なぐって気絶させている。本人としては、じつに不満そうだ。

「ミーラちゃんと、まだ名前を聞いてなかった赤毛の可愛かわい子ちゃん、今、俺が助けるからね」

　ニフトールが、ひょいひょいと器用に身をかわしながら柱に近づいている。俺が女性を助けなくて、いったい他ほかに何をしろっていうんだ、というのが彼の言い分。

　ラナークは、長い杖クオータースタツフをかまえてアンディの横を駆けている。接近戦は苦手だと言っていたが、なかなかどうして、堂に入ったかまえだ。

　彼らにまかせておけば、なんとかなるかもしれない。アンディは、無言で走った。ともかく、娘むすめたちを助けだして逃にげるのが目的だ。《閃光フラツシユ》で目つぶしをくらわせたとはいえ、よほど近くでまともに見つめでもしないかぎり、そう長い時間は続くものじゃない。

「きゃすきゃっ」

　アンディは、やみくもに剣を突きだしてきた戦士の攻こう撃げきを、あやういところでかわした。その男を盾たてで弾はじき飛ばして、先へ進む。

「メルヌっ、勝負だ」

　彼の役目は、縛しばられた娘たちが、助けがたどりつく前に殺されないように、注意をひきつけること。だから、そう叫んだ。

「生きていたか、貴様ら」

　アンディとラナークの前に、たった一人、《閃光フラツシユ》を見なかった男が立ちはだかった。そう、もちろん、青真珠ブルーパールのメルヌだ。左手には引き抜ぬいた魔ま剣けんを、右手には束ねた九節鞭を持っている。

　メルヌは、まったく余よ裕ゆうを失っていなかった。相手はたかだか四人だ。しかも、ここは、メルヌの家も同然の場所。逃がしはしない。

　そうだ。逃がしはしない、だ。アンディたちが、逃げるものと決めてかかっている。メルヌは、自分が倒たおされるかもしれないなどとは、露つゆほども思っていなかった。

「しゃうっ」

　メルヌは気合いとともに九節鞭をふるった。

「ラナーク、彼女たちを」

　鉤爪に浅く喉のどを切り裂かれながら、アンディが叫んだ。くいとめられるという自信は、わいてこなかった。しかし、自分の役目は果たさなければならない。

「わかりました」

　長杖クオータースタツフを油断なくかまえながら、ラナークは後ずさりするようにその場を離はなれていった。メルヌはあわてない。後からゆっくりとでも始末できると思っているのだろう。

　メルヌは、にやりとアンディに笑いかけた。

「もう一度楽しませてもらおう。海では、なかなか面おも白しろかったぞ、ガヤンの神官」

　メルヌは、この神官の名前はなんだったかとちらりと考えた。しかし、思いだせない。まあいい。楽しませてもらうだけだ。

「どうした、今度は祈いのらないのか？　無む駄だだとわかったのかな？」

　アンディは、メルヌの挑ちよう発はつには答えず、黙だまって一気に距きよ離りを詰つめた。〈レニアルスのさざ波〉号の上での失敗を、二度と繰くり返すつもりはない。今度はメルヌに盾になるやつらはいないのだ。おかしな呪文など使わせない。

　剣の勝負なら、捨て身になれば負けない。

　勝てもしないかもしれないが。

「だぁっ！」

　アンディのソードブレイカーと、メルヌの魔剣がぶつかりあう寸前、《光ライト》の呪文がふっと消える。持続時間が切れたのだ。金属と金属がぶつかりあい火花が散るのが、暗くら闇やみの中ではっきり見えた。

　ぎりりと、二つの刃やいばがからみあった。剣を握にぎった二つの拳こぶしに、ぐっと力がこめられる。

　ぼっと灯ともった小さなかがり火が、息がかかるほどに近づいたアンディとメルヌの顔を浮うかびあがらせる。正気を取り戻したグモーツ戦士の一人が灯した火だ。闇の中では、少数より多数の方が不利になることもある。

　ゆらめく灯あかりが、正せい邪じや二人の闘とう士しの横顔を照らしだす。ぎりりっと、剣がきしむ音を立てる。

　二人は、同時に飛び離れた。

　そして、ふたたび、アンディが追いすがり、メルヌが逃げつつ、互たがいの武器をふるう。

「ははは、剣を使えば勝てるつもりか？　無駄なことだ。心が揺ゆれれば、剣も揺れる。まだ、アルリアナの快楽に身をゆだねる気にはならぬかね」

「誤った信しん仰こうは、冒ぼう瀆とくと同じだ」

　アンディは、盾で、かろうじて九節鞭の攻撃を防いだ。

　メルヌは、魔ま法ほうの剣でアンディのソードブレイカーを受け流しつつ、九節鞭の鞭の部分をたばね、ごく短く持って連節棍棒フレイルのような使い方で攻撃してくる。

「なぜ、誤りだと決められる？　お前は、ガヤンの信者ではないか。アルリアナの教えについて、何を知っていると言うのだ」

「知っていることは少ないかもしれない。しかし、いかなる神であろうと」

　メルヌの一いち撃げきをなんとかかわして、ソードブレイカーをくりだす。

「人をもてあそぶことはない！　見守り、導かぬなら、それは既に神ではない。〈悪あく魔ま〉と等しい存在でしかないぞ！」

　言葉とともにふりおろされたアンディの刃は、メルヌに浅傷を負わせた。グモーツの長おさの端たん整せいな顔が、怒いかりに歪ゆがむ。

「はっ！　神などに導いてもらうほど、このメルヌはおちぶれておらぬ。神も〈悪魔〉も我が道具。お前も、わたしが導いてやろう」

　答えのかわりに、アンディは全力の一撃をくりだした。メルヌも斬きりつけてくる。双そう方ほうの胸きよう甲こうが裂かれた。わずかに、メルヌの傷が深い。

「おのれ、おのれ、おのれ」

　メルヌが、冷静さを失った。

　──勝てるかもしれない。だが、勝ったからなんだというのだ。

「アンディ、早くこっちに。脱だつ出しゆつしますよ」

　ラナークの声が聞こえた。

　そうだ、逃げなければ。

　思ったがゆえに、アンディの次なる一撃は、わずかに遅れた。

　アンディが見せた一瞬の躊ちゆう躇ちよを、メルヌは見み逃のがさなかった。魔剣でソードブレイカーをはねあげ、素す早ばやく九節鞭の鉤爪を彼の顔めがけて叩きこむ。

　アンディがそれを盾で受け止めたのは、ほとんど奇き跡せきに近い動きによるものだった。しかし、その盾のおかげで視線が隠かくされてしまった。その隙すきをついてメルヌは、アンディとの間に距離をとっている。

　呪文を使う気だ！　そう悟さとったアンディは、急いでその場を離れた。魔法は、遠く離れれば離れるほど効きにくくなるのだ。あの虚きよ無む感かんの記き憶おくがよみがえる。それとともに、赤毛の女レルシエの記憶も。呪文をかけられるまでもなく、わきあがる感情が、ともすればアンディの足を止めそうになる。

「おうい、逃げるぞう、アンディ」

　ニフトールも叫さけんでいた。娘たちを柱からおろしている。

「ははは、偉えらそうなことを言っても、ガヤンの神官、やはりわたしが恐おそろしいか」

　メルヌの嘲ちよう笑しようを無視して、アンディは駆けた。今は、やつと戦うことが目的ではない。

「逃げるのか、神官」

　今はな。あの娘たちを、安全な場所に送り届けたら、きっとお前と戦うために戻もどってくる。きっとだ。

　死に場所は、そこだろう。

「待て、待て、強いやつならおいらが相手だ！」

　視力が回復しはじめた何人かを体当りで吹き飛ばしながら、ドムスがメルヌに向かおうとしている。だが、戦士たちの壁かべは厚い。

「今は無理だ、ドムス」

「無理だと思うから、無理なんだ」

　勝手なことを言うな。わずかに、ドムスに対する怒りがわきあがった。アンディ自身だって、こんなことを言いたくはない。だが、十倍近い敵を相手にしては、正面から立ち向かうわけにはいかないではないか。それが理性的な判断というものなのだ。船の上でも、すばやく逃げていれば、エフェメラたちを危険にさらさずにすんだのではないか。アンディは、そんなことすら考えた。

「ケル、アスリオ、クー（祖そ霊れいよ、我が肉体に宿られよ）」

　ラナークがエルファ古語で呪文を唱える声が聞こえて、アンディは現実に引き戻された。すぐに思いに囚とらわれて目の前のことを忘れる。これじゃあ、まるでエフィだな、そう思って、アンディは苦く笑しようした。

　その苦笑は、妹のことを思いだしたせいでわきあがってきた心配によって、すぐにかき消されてしまったのだが。

　そうしているうちに、ラナークの呪文が終わっていた。

「うわ、驚いた」

　ニフトールが、わざとらしく呟つぶやいた。わざとらしいのは、心底驚いたのを隠すためだ。中年のおやじは素す直なおじゃない。

「これは……すごい」

　アンディは、驚いたのを隠さなかった。一いつ瞬しゆんのうちに、ラナークが姿を変えていたのだ。

　氏族でも高位にあるラナークは、祖霊トーテムである獣けものに姿を変える呪文を心得ている。レスティリ氏族の祖霊は、伝説では魂たましいの運び手とされている豹ひようだ。

　あらかじめ聞かされていたことだが、これほどみごとなものだとは思わなかった。もっと、不格好な、獣と人との中間の姿を予想していたのだが、違ちがった。どこから見ても本物の、優ゆう雅がな豹だ。持ち物は、どこかに消えている。魔法は、時として理り屈くつでは説明できない効果をおよぼすのだ。

「がう」

　彼らが思わず見とれていると、ラナークが唸うなった。首を曲げて、柱の根元にうずくまっている娘たちを見ている。

「おっといけねえ」

　必要以上に密着しながら、ニフトールは、上半身もあらわな娘をラナークの背に乗せた。娘たちは、歩くこともできないようすだ。たぶん、そうだろうから、彼女たちを運ぶには、こうしたほうがいいと、あらかじめ打ち合わせてあったのだ。ニフトールが、ラナークの背に乗せたのは、あの赤毛の娘だった。

「さあ、ミーラちゃん、しっかりするんだぜ」

　もうひとりの娘を、ニフトールが抱かかえあげた。こちらは、アンディとふたりで運ぶしかない。目は見開かれているが、うつろだ。傷は、命にかかわるほどのものではない。もちろん、心に受けた衝しよう撃げきは大きいだろうが、そのせいだけとは思えない衰すい弱じやくぶりだった。

「おい、これからどっちに行くんだ、アンディ。早く決めてくれよ」

　ニフトールの言葉に、アンディはけげんな表情を浮かべてしまった。

「どうして、ぼくが？」

　自分などより、ラナークやニフトールのほうが、よほどいい判断を下せるのではないか、そう思ったのだ。思うだけでなく口にもした。すると、ぐるぐると唸りをあげながら、ラナークが首を左右にふった。

「理由があるわけじゃないんだ」

　ニフトールが、言葉をおぎなった。

「ただな、そうしたほうがいいと思うんだよ。人間にゃあ、器うつわってものがある。俺は人に指図する柄がらじゃないし、いくらなんでも、ドムスに物事を決めさせるほど、俺は無む謀ぼうじゃない」

「ラナークがいるじゃないですか」

　豹が、低く唸りながら、かぶりをふった。

「やだってさ」

　適当な通訳だ。

「そういうわけだから、アンディ、お前が決めてくれ。もちろん、俺たちだって考える。気にいらなきゃあ、別れるさ」

　そう言って、ニフトールは片方の目をつぶった。

　よしてくれ、そうアンディは叫びたかった。妹すら助けられないぼくが、どうして、そんな責任を引き受けられる？

　しかし、彼はそうは叫ばなかった。アンディの口をついて出たのはこんな言葉だ。

「ドムス、急げ！　こっちだ」

　ぶんぶんと斧アツクスをふりまわすドワーフの少年を、海かい賊ぞく戦士たちが遠巻きにしている。その人ひと垣がきの向こうに、メルヌの姿がちらりと見えた。

　急がなければ。敵は、もうすぐに立ち直ってしまうだろう。

　アンディは、ニフトールたちに背を向けて、もういちど、ドムスに呼びかけようとした。

「娘むすめたちよ、騙だまされるな」

　アンディの呼びかけは、メルヌによって邪じや魔まされた。

「そやつらは、お前たちをわたしからひきはなそうとしているのだぞ」

　何を言っているのだ、こいつは。アンディは、メルヌの言葉の意味を理解しかねた。そのとおりだ。ぼくたちは、お前のところから娘たちを連れだそうとしている。そんなわかりきったことを……。

「ぎゃうんっ」

　そう思ったとき、背後から悲鳴が聞こえてきた。なにごとかと振ふり返ったアンディの目に、倒たおれ伏ふしているラナークと、血ち塗ぬられた小剣シヨートソードをかざしている赤毛の娘の姿が飛びこんでくる。豹の、斑はん点てんにおおわれた毛皮に、じわじわと赤い染しみが広がっていた。

　一瞬、アンディは何が起きているのか理解できなかった。

「何すんの、こら。おとなしくしなさい」

　ニフトールが、もうひとりの娘ともみあっている。彼女の手には、短剣ダガーがあった。いつのまに、そんなものを拾いあげていたんだろう。

　なぜだ。この娘たちは、殺されようとしていたんじゃないのか？　どうして、ぼくたちを襲おそったりするんだ。まさか、この娘たちも、〈結社〉の……？　まさか、そんなはずはない。

　アンディの疑問は、メルヌの叫びによって解かれた。

「娘たちよ。アルリアナの快楽に身をゆだねるがいい。わたしの導きに従えば、何も考える必要はいらぬ」

　あのうつろな目は、心を縛しばる呪じゆ文もんのせいだったのだ。彼女たちが悲鳴すらあげなかったのも、そのためか。

「さあ、そのガヤンの神官も、わたしたちの邪魔をしているぞ！」

　ラナークの上にまたがっていた赤毛の少女が、ゆっくりとその姿勢を変えるのを、アンディはじっと見つめていた。赤毛の少女が、小剣シヨートソードを腰こしだめにかまえて、彼に向かって歩きはじめても、まだ動くことができなかった。

　その顔に、もうひとりの赤毛の娘の顔が重なりあった。

　アンディの腕うでが、のろのろとあがって、ソードブレイカーの切きつ尖さきを正面に向ける。

　あの時は、失敗したが、今日こそは。

　今日こそは。

　どうするのだ？

　どうするのだ、アンディ・クルツ。
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　時間がひきのばされているような気がした。

　ほんの数歩でしかない距きよ離りを、とてつもなくゆっくりと彼女がやってくる。腰の高さでかまえた剣は、ちろちろと燃える炎を映して赤い。

　そして、彼女の髪かみは、その炎を凌りよう駕がして赤い。一歩を踏ふみだすごとに、髪が揺ゆれる。

　彼女は、アンディの胸に飛びこんでこようとしているのだ。

　さあ、出で迎むかえてやらなくては。

　──違う！

　何かがおかしい。彼女は、もういないはずだ。そうだ、あれは別人ではないか。

　そうだ、違うのだ。

　だから、どうした？　心の片かた隅すみで、囁ささやくものがいる。あの娘こは、彼女のかわりをつとめてくれるのだ。少し遅おくれたけれど、まだ間にあうだろう。彼女のもとに赴おもむいて、一いつ緒しよに暮らすんだ。彼女は、どちらの月にいるんだろう。やはり、アルリアナのおわす、赤の月だろうか。それもいいさ。ガヤンの法ほう廷ていが、ぼくを迎むかえてくださるとは思えないしな。

　赤毛の娘が近づいてきた。彼女の剣は、アンディの心臓に、ぴたりと向けられている。

　無言のまま、少女は剣を突つきだした。

　だが、細いその腕の勢いは弱い。もともと、剣など扱あつかったこともない娘なのだ。それは、アンディの鎧よろいを貫つらぬくことができなかった。

「何をしているんだ、もっと」

　しっかりと狙ねらわないか、と言いかけた声をアンディは途と中ちゆうで飲みこんだ。何をとんでもないことを。

　この娘は違う。彼女ではない。

　アンディは、娘ののろのろとした一いち撃げきを、ぎこちなく避よけた。投げやりな気分が、彼を支配している。もう、何もしたくない。

「がう」

　小さく唸って、豹になっているラナークが、起きあがろうとしている。

　無言のまま、少女が剣をふるいつづける。アンディは、それを避けつづけた。

　決意が定まらないままに、戦っている。娘と戦っていたわけではない。いっそ、娘の刃やいばに無防備に心臓をさらけだしたいという気持ちと戦い続けていたのだ。

　あれが突き刺さされば、自分は楽になれる。押しつけられた責任からも逃のがれられるぞ。もう、たくさんだ。どうして、ぼくばかりが苦労しなくちゃあいけない。

「おい、アンディ！　頼たのむから、こっちも手伝ってくれよ」

　盗とう賊ぞくの声に、アンディは苦々しいものを感じた。どうして、ぼくを頼たよるんだ。ぼくには責任はない。たまたま同じ道を歩いていただけなのに。

「がうるる……ふう……ちょっと待っててください……」

　ラナークは、呪文を解いて元の姿に戻もどっている。かえって傷がひどくなるかもしれないが、治ち癒ゆの呪文を使うには、そうするしかないのだ。

　自分のことだけを考えるなら、その姿のままどこかに逃にげればいいのに。呪文を使って手早く傷を治そうというのは、仲間を助けるためなのだ。

「ちぇっ、アンディ、なんか、おかしな呪文でもかけられてんのかよ。おい、嬢じようちゃん。ちょっとだけおとなしくしてくんないかな」

　ニフトールも、格かく闘とうや剣は得意ではない。娘ひとりに手を焼いている。

「無理しなくていい」

　アンディは、ぼそぼそと言った。

　無理しなくたって、いい。もういいじゃないか。

　さよならだ、ニフトール。後は自分自身でなんとかしてくれ。ぼくなんかを選んだあんたが悪いんだ。

　楽になろう、楽に。そもそも、人間はいつか死ぬものだ。それが、少し早くなっただけの話。苦しい思いをして地上で生きるより、月の神々のもとで魂たましいだけで安楽にすごしたほうがいいじゃないか。ははは、そう考えると気楽だな。

　さあ、その剣で心臓を、突いてくれ。

　両りよう腕うでを開いて、アンディは少女の剣を待ち受けた。

「しっかりしなさい、アンディ」

　剣が突き刺さる寸前に、ラナークが、少女に体当たりをくらわせた。もつれあうようにして倒れる。

　なんだ、邪魔しないでくれよ。アンディは、足元に倒れこんだエルファを、遊びを邪魔された子供のように睨にらんだ。彼の背中の傷口は、まだ血を流し続けている。治癒の呪文を中断して、やってきたのだろう。

　やれやれ、御ご苦く労ろうなことだ。ぼくは、もういいのに。

　とても、楽な気分だった。あのこと以来、こんなのは久しぶりだ。重荷をすっかりおろしたようだ。

「気をしっかり持つんです。邪じや悪あくな呪文に負けてはいけない」

　こんなにいい気持ちなのに、ラナークは何を言ってるんだろう。

「それは、あなたの本当の気持ちではないでしょう！」

　叫さけんだ瞬しゆん間かん、ラナークが娘に突き飛ばされた。呪文と傷で、体力が消しよう耗もうしているのだ。

「この娘さんに殺されるのが、あなたが選んだことですか！　そうじゃないはずだ！」

　痛みをこらえて、ラナークが叫んだ。

　その叫びが、アンディの心に染みこむまでに、しばらくの時間がかかった。赤毛の少女が立ちあがって、剣をかまえなおすだけの時間だ。

　──なんだって、ラナーク？

　なんと言ったんだ？　ぼくが、ぼくが選んだ？

『自信をもっていいわ。あなたが、自分で選んだ道であることは間ま違ちがいないから』

　そうだ、ぼくが選んだ。

　守ることを選んだ。助けることを選んだ。どうしてレルシェと戦ったんだ。なぜ、彼女は死んだのだ。

　ぼくが、ぼくであろうとしたからじゃないのか。ぼくが選んだ道を、曲げることができなかったからじゃないのか。そして、レルシェも、それを認めてくれたから。

　だから、彼女は死んでいった。彼女の信しん頼らいを裏切るのか、アンディ。

　はっと我に返った時、赤毛の少女の剣が、寸前に迫せまっていた。だが、もう、その顔にレルシェは重ならない。

　がっと音を立てて、ソードブレイカーが、少女の刃を受け止めた。

「ああああああ」

　少女が、叫びながらもがくが、アンディはソードブレイカーから剣を逃さなかった。ついに、ぎぃんと音を立てて、それが折れる。

「ええい、何をしているのだ、娘ども。武器をなくしたなら、この枝から、そいつらを突き落とせ。できないのなら、ひきずって一緒に飛び降りろ！」

　メルヌの声は、怒いかりのあまりに、うわずっている。

「そんなこと、させるものか」

　いったい、ぼくは何をしていたんだ。彼女たちを助けにきたのに、その娘むすめを殺人者にするところだった。アンディは、どうにか娘をはがいじめにして、押さえこもうとした。娘は、枝のはじに向かってひきずっていこうとしている。

「おうい、アンディ、こっちも手伝ってくれぇ」

　ニフトールが、情けない声をあげていた。ミーラとかいった少女は、呪文を使って、なんとか眠ねむらせたようだが、赤黒まだらのグモーツ戦士たちが、こちらにやってきたのだ。

「わかった、すぐにいく」

　そうだ、助けに来たのだから、自分には責任があるのだ。

　責任か。

　さっきまで軽かった胸に、ずっしりと重い何かが戻ってきた。目の前で揺れる赤毛が、また、苦い想おもいを甦よみがえらせる。

　その想いを、アンディはふりはらおうとした。今は、くじけている時じゃない。まだまだ終わってはいないのだ。助けるべき人間は、彼女たち二人だけじゃない。他ほかのアルリアナ信者たち、ラント船長や船員たち、そして、誰だれよりもエフェメラとタッタを。

　胸の奥が、ずっしりと重い。

「ニフトール、こっちに」

　ラナークが叫んだ。背中の傷はふさがっている。呪じゆ文もんの成果だ。

「おい、アンディ。しばらく、この娘を押さえといてくれ」

　やってきたニフトールは、もがく少女の胸を片方の手で握にぎりしめると、もう一方の手で空中に何かをふりまくような仕草をした。

「神さん、神さん、どーか俺の願いを聞いてくれ。ちょっぴり、この娘を眠らせておくれ」

　呪文の言葉は、意志を統一し、〈波動〉に影えい響きようをおよぼすための助けにすぎない。とはいえ、今のは、いくらなんでもあんまりだと、アンディは思った。しかし、その《誘眠スリープ》は、効力をあらわし、赤毛の娘はぐっすりと眠りこんだ。

「……さわるのは、胸じゃなくても、よかったんじゃないですか？」

「役得、役得」

　そこに、ドムスが駆かけこんできた。

「何、のんびりしてんだよ。いくらおいらでも、そういつまでもかばってやれないぞ」

　自分ひとりなら、いつまでも戦っていられるとでも言いたそうな口調だった。

「お前ね」

　あきれたように、ニフトールが言った。

「お前さんが、早くこっちに来てくれてりゃあ、もうとっくに逃げられてたんだよ」

「まあ、そう言うなよ、おっさん」

　ドムスがにっと笑った。

「しょうがないんだよ。おいらは、ほんとなら強い敵に背中を見せるわけにはいかないんだからさ」

　どうして、ドムスはこんなに楽しそうなのだろうと、アンディは思った。血を見るのが好きな粗そ暴ぼうな若者というわけではないのに。戦いが恐おそろしくはないのだろうか。

「すみませんが」

　ラナークが口をはさんだ。

「少々、疲つかれました。《化身トランスフオーム》して、娘さんたちを運ぶのは難しいです」

「なんか手を考えねぇと」

　ニフトールが、あわてたように言う。

「考えるのは、おっさんたちにまかせたぜ」

　ドムスが、ぐっと斧アツクスを握りなおした。

「なんにしても、早くしてくれよな」

「……もう、遅おそいんじゃないか」

　ニフトールの言う通り。

　彼らのまわりは、既すでに十と重え二十はた重えにとりかこまれている。いや、背後にはいない。枝が、丸く下に落ちこんでいる。下がどうなっているのかは、よくわからないが、直接に火口の炎ほのおは見えていない。

「さて、どうするのかな、きみたち？」

　にこやかな笑えみを浮うかべて、海かい賊ぞく戦士たちをかきわけ、青真珠ブルーパールのメルヌがあらわれた。左手に持った剣けんの切きつ尖さきをアンディにつきつけ、九きゆう節せつ鞭べんを腰こしにおさめる。

「もう一度、呪文をかけてやろう。そうだな、今度は……」

　悪あつ鬼きの形相に変わる。

「心を丸ごと壊してやろう」

　囁ささやく。

「無む駄だだ」

　短く、きっぱりと答えて、アンディはソードブレイカーをかまえた。

「ここは引き受ける」

　後ろに向けて言った。

「おいらとでな」

　ドムスがびゅんと斧アツクスをふった。

「だから、彼女たちを」

　すまない、エフィ、助けにいけそうもないよ。心の中で、アンディは詫わびた。『やだよ、絶対来てよ。そうでなきゃ……』。どうすると言って脅おどすだろう、ぼくの妹は。

　メルヌが指を動かそうとした、その瞬間に、ときの声が聞こえた。
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　メルヌがあらわれた、その扉とびらからだった。

「きゃきゃきゃうっ」

　黒くろ塗ぬりのグモーツ戦士が、数人、わらわらと駆けだしてきた。どこか、足もとが定まらないふうに見える。

「だぁーっ、せいっ」

　それを追って十人あまりも船員風の男たちがあらわれた。彼らも、声をあげている。怒りの叫びだ。ろくな武装もしていないが、いきおいはあった。

「ちょっと、駄だ目めだよ、みんな、落ち着かなくっちゃ、罠わなかもしれないってば」

　それを制止している声。

　若い娘の声だ。アンディにとっては、生まれてこのかた聞き飽あきるくらい聞いているはずの声だが、まだ飽きていない。おそらく、一生飽きることはないだろう。

　海賊を追い立ててきた男たちの剣にともる魔ま法ほうの明かりは、彼女がつけたのだろうか。

「おらおら、どかんかぁい！」

　その次に聞こえてきたのは、最近聞き慣れはじめた甲かん高だかいだみ声だった。

「どかへんねんやったら、居座り料払はらえ！」

　無む茶ちや苦く茶ちやを言っている。本気かと訊きいたら、本気だというだろうが。

「ええい、なにごとだ！」

　メルヌの注意がそれた。

「討うって出る！」

　アンディは、即そく座ざに決断を下した。迷えば好機を逸いつする。

「おおおうっ！」

　その声が終わらないうちに、ドムスが飛びだしていた。

「うらきゅきゃ！」

　メルヌをかばおうとした戦士が、顔面にドワーフの少年の拳こぶしを受けて、ふっとばされる。

「相手にならんぞ！」

　憤ふん然ぜんと、ドムスが叫ぶ。

　彼の横を駆け抜ぬけて、アンディはソードブレイカーの刃やいばをメルヌに叩たたきつけようとした。

　だが、半呼吸早く、メルヌが呪文をくりだしていた。いつもの《感情エモーシヨン・操作コントロール》ではない。精神をずたずたに引き裂く呪文だ。

　刹せつ那な、すさまじい怒りがアンディの中でふくれあがった。目の前が、血の色に染まるほどの怒りが、アンディを支配した。彼は、その瞬間に、すべての思考を失い、ただひたすら戦うだけの存在となった。

「しまった！」

　メルヌは叫さけんだ。だから、使い慣れない呪文など使うものではない。目標の精神を破は壊かいするこの呪文がもたらすものは、術者にすら予想できない。メルヌが期待したのは、何も理解できなくなって立ち尽つくすか、おのれに対して絶対の恐きよう怖ふを抱いだいてくれることだった。

　だが、実際には、これだ。怒りに支配された殺さつ戮りく者しやにしてしまった。

　アンディがソードブレイカーをふるった。

　すさまじい斬ざん撃げきだった。剣で受けられたのは、それが魔法によって扱あつかいやすくなっていたからだ。

　だが、すかさず刃がひるがえっての二撃めは、もう避よけきれなかった。それを受けるべき九節鞭は、腰におさまったままだったのだ。

　アンディのソードブレイカーは、ざっくりとメルヌの腰を断たち割った。返り血が、アンディの腕うでを染める。

「があああっ」

　たまらず、メルヌは転てん倒とうした。そこめがけて、容よう赦しやなくアンディが襲おそいかかる。

「たっ、助けてくれ」

　メルヌは、情けない悲鳴をあげて、かたわらにいたグモーツの戦士をアンディの方に押しやった。そいつが、脳天を割られてのけぞる。もがくメルヌの上に、絶命したその体がおおいかぶさった。

「だぁああっ」

　アンディは、おのれの身を守ることを忘れている。三人のグモーツ戦士が、次々に彼に飛びかかった。瞬またたく間に、アンディの全身が血に染まる。だが、彼は止まらない。グモーツの戦士も、一人が斬きりふせられ、もう一人が腕を落とされていた。

「ひいぃぃ」

　だが、その隙すきを利用して、どうにかメルヌは戦士の体の下から這はいだしていた。

　ようやく身を起こし、ほうほうのていで逃にげ出す。

「おのれっ、貴様が勝ったわけではないぞ。わたしは、自分の呪文に敗れたのだ」

　捨て台詞ぜりふを残すことだけは忘れない。殺戮者と化したガヤンの神官から、どうにか距きよ離りを取ると、メルヌは周囲を見回した。既に彼を守る者はいない。あたりは、乱戦になっていた。

「く、くそっ」

　アンディから受けた傷のおかげで、剣を杖つえの代わりにして、歩くのが精せい一いつ杯ぱいだ。確か、下の部屋のどこかに治ち癒ゆの霊薬エリクサが置いてあったはずだが。

「てめぇ、よくもジャッドを！」

　喚わめきちらしながら、ひとりの男が駆け寄ってきた。船上剣カトラスをふりかぶっている。昨日捕つかまえた『肉』の一人だ。メルヌは、あわてて魔法の剣をかまえなおした。

　遅い。

「ひっ」

　喉のどの奥から悲鳴がもれた。

「ぎゃらうすっ」

　だが、その船上剣がふりおろされるより、わずかに早く、駆け寄ってきたグモーツの戦士が、その男を串くし刺ざしにしていた。

「こ、このっ」

　男は、それでも、メルヌを狙ねらった。だが、その攻撃には、既に勢いがない。よろめきながらでも、充じゆう分ぶんに避けることができた。

　グモーツの戦士が、もう一度、男を刺さす。今度こそ、死んだ。

「きゃららす」

　男の体を突つき飛ばし、戦士は心配そうに長おさをのぞきこんだ。

「馬ば鹿か者ものっ、遅いっ」

　メルヌが剣の平でその顔を打った。ぐらりとよろめいたが、長としての誇ほこりが彼を支えた。

「申し訳ございませんッ」

　グモーツの戦士が平へい伏ふくする。

「どうなっているのだ、これは」

　メルヌは、喚き散らした。駆かけつけたのは戦士頭がしらの補ほ佐さであるケレウだった。

「ソイクはどうしたのだ。なぜ、『肉』が逃げ出している！」

　ケレウは、長い体を折り畳たたむように縮めながら、たどたどしい共通語をあやつって答えた。

「帝てい国こくの船、襲ってきました。たくさんの兵士です。頭は、下でそれと戦っています」

「なんだと」

　一いつ瞬しゆん、衝しよう撃げきのあまり、メルヌの頭は真っ白になった。そんな馬鹿な。どうして他ほかの船が、ここに近づけるのだ。海エルファどもは何をしている!?

　エルファ？　そういえば、さっきの四人組。昨夜、襲った船に乗っていたやつらだ。やつらの中に、エルファがひとりまじっていた。

「裏切りおったな！」

　メルヌは叫んだ。傷がずきりと痛んだが、怒いかりがそれをかき消した。

「誰だれも裏切りません。長はメルヌさま」

「馬鹿者、おまえらのことではないわ！」

　そう言ったケレウを蹴けりつけて、メルヌは考えをめぐらせた。

「帝国か、あの若わか僧ぞうめ」

　四姉妹の帝国における同盟者。彼がやってきたことも、メルヌに決断をくださせた。あの男も人ひと質じち、そして情報源として使えるはずだったのだ。やつらが、わざわざ、わたしの島で会って、どんな話をするつもりだったのかは、まだ訊きだしていなかったが。小さな船だと思ったが、どこかに護衛をもう一隻隠していたのか。

「いくぞ」

　メルヌは、歩きだした。ケレウがあわてて付き従う。

「みなは、みなはどうします」

　指示を求めたケレウを、メルヌはじろりと見た。

「勝手に死ね」

　冷たく言いはなった長を、忠実なグモーツの戦士は茫ぼう然ぜんと見送った。

『まだだ。まだ、これからだ。帝国のやつらも、裏切者のエルファも、わたしを傷つけた者たちはみんな』

　断だん末まつ魔まの苦鳴と、剣の響ひびきと、炎ほのおがはじける音と。その中を、メルヌは歩き続ける。

『みんな殺してやる』
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「兄さん、しっかりしてよ」

　エフェメラの呼びかけが、ようやく、アンディを正気に戻もどした。

「あ～、あぶねぇ」

「……ニフトール？」

　アンディの目の前には、おのれをかばうようにひろげたてのひらを彼に向けている盗とう賊ぞくがいる。自分が、仲間に剣けんを向けていることに気がついて、アンディは、あわてて鞘さやに納めた。

　いや、納めようとしたが、そこで意識が遠くなった。

　次に気がついた時には、見慣れた顔が彼をのぞきこんでいた。長い黒くろ髪かみの少女と、緑の羽う毛もうにおおわれた顔。

「バカバカバカバカバカ、この大おお馬ば鹿かっ」

　口調とは裏腹に、エフェメラの瞳ひとみの片かた隅すみには、光るものが浮うかんでいた。

　心配をかけてしまったな、とアンディは思った。心配するのは、自分の役割だったはずなのに、ここしばらくは、すっかり逆転してしまっている。

　だが、実際に彼の口をついてでたのは、そんな反省とはほど遠い言葉だった。

「エフィ、兄に向かってその言い方はないだろう。女の子なら、もう少しだな」

　その言葉に、エフェメラはぷっと頰ほおを膨ふくらませた。

「はいはい、わかりました。お説教できるくらい元気が戻ったんなら、頭をどけてくれる、兄さん？」

　そう言われて、アンディははじめて、自分が膝ひざ枕まくらされていたことに気がついた。いささか、照れ臭くさい思いをしながら、なんとか起きあがる。

　体のあちこちが痛んだが、思ったほどではなかった。正直にそのことを口にすると、エフェメラが、また怒おこったように言った。

「なに、のんきなこと言ってんの、ラナークに感謝しなくちゃいけないでしょ」

　そうか、彼の魔ま法ほうと治ち療りよう技術のおかげだ。

　ラナークは、アンディのかたわらに座りこんでいる。彼が目を向けると、視線を感じたらしく、弱々しく手をあげて合図をよこした。

「すまない、ラナーク。そんなになるまで魔法を使わせて。ぼくが冷静さを失い、やつの呪じゆ文もんにかかって、無む茶ちやな戦いをしかけたから」

「気にしないでください」

　ラナークは、にっこりと笑った。

「これが、私たちレスティリの役割です。もうひとつの役割よりは、よほど後味のいい仕事ですよ」

　レスティリは、森で治癒と葬そう儀ぎを司つかさどる氏族だ。

「ものは考えようです。あなたが戦ってくれたおかげで、私たちは生きのびられたのですよ」

「そうだね、そういうふうに考えなくっちゃいけないよね」

　ラナークの言葉に、深くうなずきながらエフェメラは兄の顔を見あげた。

「……かもしれないな。うん、そうなんだろうな」

　アンディは、血ち塗ぬられた自分の拳こぶしを見つめながら、そう答えた。

「さて、これから、どうしましょうかね？」

　そう言ったのは、アンディが聞いたことのない声だった。

「あなたは……？」

　そこにいたのは、金きん髪ぱつの青年だった。アンディよりも五、六歳くらい年上だろうか。

「おう、紹しよう介かいするわ」

　タッタが言った。

「この兄ちゃんは、サーティグさんて言うてな、帝国の貴族さんや」

　アンディは、ぎくりとした。内心の動どう揺ようを押し隠かくして、よろしくと挨あい拶さつする。帝国の貴族とはいっても、そうそう手配犯人の顔を覚えていることもないだろう。

　だが、この笑え顔がおは、どこか不自然だ。

　アンディは、このサーティグという青年に気を許せないものを感じていた。

　彼が考えているうちに、タッタが手早くこれまでのいきさつを説明した。

「そうですか。どうやら、妹たちがお世話になったようですね」

「いいえ、助けられたのはこちらのほうですよ。エフェメラさんの幻げん覚かくがなければ、とても船員のみなさんを助けだせなかったろうし、それでうまく混乱させていなければ、ぼくの部下たちもたどりつけなかったでしょう」

「うん、まったく、その通り」

　エフェメラが、つんけんした表情でうなずいた。嫌きらっている相手でも、誉ほめられると威い張ばりたくなるらしい。

「ついでに、女の子たちを助けたのも、あたしのおかげだから、忘れないでね」

　どれもこれも、脱だつ出しゆつしたふりをして見張りをおびきよせるという、同じ幻覚だったことは、とりあえず忘れておくことにする。シャストアの信者としては、同じ噓うその使い回しは、歓かん迎げいしがたいものだから。

「だいたい、海かい賊ぞく討とう伐ばつしろって言われて出てきて、その海賊に捕まってるような人なんだから頼るのはちょっと恐いかな」

　皮肉に満ちた口調で、エフェメラが言った。

「エフィ、なんだ、その言い方は」

　アンディが叱しかる。

「まあ、妹のしつけのことは、家庭内で話しおうてもらうとしてやな」

　タッタが、こつこつと槍やりで地面を叩たたいた。

「急いで下へ行こうやないか。サーティグの兄ちゃんの配下が、追い払はろうてくれてるうちに」

　アンディが気を失っているうちに、グモーツの戦士たちは、帝国兵たちに追われて、〈木〉のさらに上へと逃げ去っていたのだ。

「そうだな」

　アンディは、うなずいた。

「エフィたちは、そうするといい」

「あたしたちはって、それ、どういうことよ、兄さん」

　エフェメラは、兄の二の腕うでをぎゅっとつかんだ。そこここに飛び散った血は、まだ乾かわいていない。じっとりとねばりついている。

「すまない、あいつを追いかけさせてくれ」

　アンディは、きっぱりと言った。エフェメラは、意外な思いにとらわれていた。青い爪つめの女の手がかりでもあるまいし、自分たちも助かっている。その上、既すでに帝国軍もやってきているのだ。兄が、不要な危険にみずから飛びこんでいくとは、思ってもみなかった。

　一度は消えた不安が、また激しい勢いで頭をもたげてくる。

「どうして、兄さん？　まさか」

　死に場所を探すため、なんてんじゃないでしょうね。さすがに、その言葉を口にだすことはできなかった。

「約束があるんだ」

　アンディの答えに、エフェメラは、ますます、不安そうな顔になった。

「誰と、どんな約束をしたっていうの？」

　アンディは答えない。

　さらに問い詰つめようとしたエフェメラの背中を、誰かがぽんぽんと叩いた。

　ドムスだった。

「男ってのはさ、戦わなきゃならない時があるんだよ、エフィ」

　陳ちん腐ぷなことを言わないで。エフェメラは、ドワーフの少年にそう言い返そうとした。けれど、できなかった。

　それは真実だと、知っていたからだ。

「おいらも、上にいくぜ」

　ドワーフの少年の言葉に、アンディはうなずいた。

「強い敵と戦わないわけにはいかない、そうだろう？」

「わかってきたな、アンディ」

　ドワーフの少年は、にっと笑った。邪じや気きのない、心底からの笑顔だ。

　ぼくが、こんなふうに笑ったのはいつだったろうか。アンディは、ふと、そう思った。いいや、まだ、笑えるはずじゃないのか。ぼくは、まだ、何も捨ててはいないはずだ。

「私も行きます」

　ラナークが、疲つかれきった体をひきずって立ちあがった。

「私にも、果たしていない約束があるんです」

　誰にも止める暇ひまを与あたえず、エルファは言った。海エルファは彼に賭けて帝国船を通したのだ。

「戦っている部下をほうりだして、戻るわけにもいかないでしょう」

　サーティグは、さりげなくそう言った。

　それを聞いて、ニフトールが胸を張る。

「この兄ちゃんが行くなら、俺も行くぜ」

　──エフィちゃんと、この美形とを一いつ緒しよにさせておくなんて、知らなかったならともかく、知っちまった以上はできるもんじゃない。今んとこ、そんな気配は全然ないが、女心なんてのは、どう転ぶかわかんないからな。気配がないっていやぁ、俺のほうもだが、こっちも一緒。

「……とか思ったんでしょ」

　エフィに言われて、ニフトールは鳴らない口笛を吹いた。

「なら、わっしらも」

　そう言ったのは、ラント船長だ。だが、今度は、アンディもうなずかなかった。

「いや、船長、あなたは下で待っていてください。いつでも逃にげ出せるように、船の準備をお願いします。やつらの船を手に入れてください。今なら邪魔もないはずです」

　アンディにそう言われて、船長は渋しぶい顔になったが、エフェメラにも重ねて頼たのまれると、しょうがないといった調子でうなずいた。

「わかりましたよ。裁きは、ガヤンの神官にお任せします」

　ラント船長は、肩かたをすくめた。そして、船員たちに命令をくだしはじめた。彼らも傷ついているが、アルリアナの乙女おとめたちに手を貸して歩きはじめる。

「しゃあないなぁ」

　タッタは、そう呻うめくと、ぎゅっと槍をしごいた。

「上に海かい賊ぞくの宝物庫でもあることを、みんなで祈いのってくれや」

　そして、最後にもうひとり。

　アンディは妹を見た。ひたむきな表情で、自分を見ている妹だ。助けるつもりでやってきて、助けられてしまった。

「ついてくるななんて、言わないよ。どうせ無む駄だなんだからな」

「うん！」

　エフェメラは、勢いよくうなずいた。やっぱり兄さんはわかってくれる。だって、生まれる前から一緒の兄妹きようだいなんだもんね。
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　ぼとり、ぼとり。

　メルヌが一歩進むごとに、赤い血がしたたり落ちる。

　よろめきながら、メルヌはひとりで歩いていた。彼を助けていたケレウは、途と中ちゆうで追いすがってきた帝てい国こく軍をくいとめるために、残った。だが、メルヌは、そんなことは覚えてもいない。彼の脳のう裏りにあったのは、全すべての他者への復ふく讐しゆうの欲よく望ぼうだけだ。

　彼は、治ち癒ゆの霊薬エリクサを置いてある場所に向かっていた。そこには、もうひとつの逆転の切り札がいる。

　鉄の姫ひめ。

　彼女を人ひと質じちにすれば、帝国の男は手を引かざるをえないだろう。やはり自分は天才だ。メルヌは思った。どちらかひとりではなく、両方がそろった時にことを起こしたことも、先見の明があったからだ。

　それが偶ぐう然ぜんにすぎなかったことなど、彼は忘れている。

　そして、血のなかばを失ったかと思われた──もちろん、そんなわけはないのだが──頃になって、ようやく彼は目指す扉とびらにたどりついていた。

　倒たおれこむようにして、扉を開ける。

「お前たち、その女を……」

　言葉が途と切ぎれた。

「やあ、メルヌ」

　鉄の姫が、親しげな態度で、彼を出で迎むかえた。

「なぜ、なぜだ」

　メルヌは、あっけにとられてつぶやいた。

　鉄の姫は、部屋の中央に悠ゆう然ぜんと立っている。彼が、夕刻、この部屋を出たときと寸分変わらない位置だ。

　違ちがっているのは、周囲を取り巻いていた戦士たちが、すべて床ゆかに倒れ伏ふしていること。

　全員の頭が、柘榴ざくろのようにはぜ割れている。

　いましめを解かれて、鉄の姫は、一枚の布を──おそらくは寝しん具ぐのそれを──身にまとったきりで、そこに立っていた。

「なぜ……」

　メルヌは、驚きよう愕がくに目を見開きながら、ようやくそれだけをつぶやいた。

　なぜ、こいつらが死んでいる？　なぜ、あのいましめが解けた？　なぜ、逃げなかった？

　──なぜ、わたしを友のように見つめる？

　メルヌは、ようやく鉄の姫の表情に気がついた。

　噂うわさに聞いたことがある。鉄の姫が友として扱うのは、死にゆく者にのみであると。

「ひどい傷だ」

　優やさしい声だ。鉄の姫が優しい声を出す？　冗じよう談だんだろう。それも、ひどくできの悪い冗談だ。

「なぜ、異形の力を使わない。異形に変じれば、そんな傷などは」

「うるさい」

　メルヌは、背中を壁かべにゆだね、魔ま法ほうの剣けんを正面にかまえた。

「あの姿に変身させて操あやつろうとしても、そうはゆかん」

「そんなことはできん」

　なだめるように、鉄の姫は言った。

「異形となった時に、〈悪あく魔ま〉がもたらす暗黒に屈くつするか、おのれの意志を貫つらぬけるか、それはお前が持つ心の強さによる。最初に、そう教えてやったはずだな。信じないのは勝手だが、そのまま死ぬか？」

「死なぬ、わたしは死んだりせん」

「死ぬとも」

　鉄の姫は、ひどく穏やかな声で言った。

「死んでもらわねばな。わざわざ、私とサーライトが、ここまで来てやったのだから」

　その言葉を聞いても、メルヌは衝しよう撃げきを受けたりはしなかった。やはり、そうだったかと思った。

　ここでも、わたしは必要とされていなかったわけだ。かまうものか。わたしは君臨するものだ。支配者は恐おそれられる者なのだ。そう考えているメルヌの脳裏には、彼のために命を捨てているグモーツの戦士たちのことは、ちらりとも浮かばなかった。

「だが、わたしがいなくなれば、〈木〉は操れぬのだぞ」

「いらんよ、こんなもの」

　鉄の姫は、あっさりとそう答えた。

「大きすぎる武器ひとつに頼たよっていると、それを奪うばわれれば終わりになるからな」

「では、なんのために、これまで……」

「お前が大人しくしているなら、道具にしてやってもよかった。だが、四姉妹は反逆を企たくらむことすら許さぬ」

　いつの間にか、鉄の姫はメルヌの眼前にいた。しなやかな細い指が、彼の頰ほおをなで、胸の上で踊おどった。

　それは、真っ白な蜘蛛くものように見えた。

　だが、白いはずはない。白い蜘蛛は、ガヤンの使い。しかし、この女は。

「わかるか、メルヌ。そんなお前でも役に立つことはできる。ここで死ね。セレン内海を騒がす海賊を退治したと、サーライトは、ますます高い評判を得るだろうよ。ま、やらないよりはまし程度だがね」

「ぐがぁっ」

　メルヌは、満面に怒いかりを浮かべて、鉄の姫を睨にらんだ。おのれの目に、邪じや眼がんの力があれば、呪のろいをかけ死をもたらす視線を送れればと願いながら。

「戦うのか、私と？」

　耳もとに口をよせて、鉄の姫が囁ささやく。その声を聞いた時、メルヌの怒りは瞬しゆん時じに冷えていた。戦せん慄りつの中で、メルヌは悟さとったのだ。自分は、こいつには勝てない。

「うおおおおおっ」

　吠ほえ声をあげて、メルヌは鉄の姫を突つき飛ばした。無我夢中で、手にしていた剣を投げつけた。命中など期待していない。ただの牽けん制せいだ。

　ころがるようにして逃げる。血を失って、萎なえていたはずの足が、自分でも驚おどろくほどの速度で動いた。

　体当たりするようにして、隠かくし通路にもぐりこんだ。戸と棚だなのひとつが、入り口になっていたのである。這はって進むしかない高さだ。

　メルヌは、通路の途中で、仕掛けを動かす鎖くさりをぐいっと引いた。ずぅんという響ひびきが伝わってくる。これで、鉄の姫が追いかけてこようとすれば、罠わなが発動する。四方の壁から突きだした刃やいばで、すりつぶされるがいい。

　今にも崩くずれ落ちそうな身体からだを必死で引きずりながら、メルヌは進んだ。

　まだだ。

　メルヌは思った。まだ、終わったわけではない。こやつなど人質にしなくとも、〈木〉がもっと多くの人質をわたしに与えてくれる。

　彼にはこの強大な〈木〉を目覚めさせるための、最後の手段がある。

　暗くら闇やみの中を、メルヌは進んだ。その目は、ぎらぎらと輝かがやいている。既すでに正気は失われていた。はるか昔に、失われていたのだった。




　扉は開いたままになっていた。

　アンディを先頭に、彼らは飛びこんだ。血の跡あとを追いかけてここまでやってきたのである。

　一同の顔色が青ざめているのは、疲つかれや傷のためではない。ここへやってくるまでに見たもののせいだ。

　通り過ぎたそこは台所だった。宴えん会かいの用意でもしていたのだろう。人間の四人くらいは入りそうなと、エフェメラが形容した、大きな寸胴鍋が火にかけられ、中味がぐつぐつと煮にえたっていた。

　うまそうな匂においだと言って、ドムスがのぞきこんだ。

　その瞬しゆん間かんに、ドムスとエフェメラは自分たちの行こう為いと言葉を、激しく後こう悔かいした。

　寸胴鍋で煮られていたのは、ジャッドとドーディ。つい先日、酒をくみ交かわした〈レニアルスのさざ波〉号の船員たちだったのだ。

　エフェメラは、吐はいてしまった。

　おぞましいのはそればかりではなかった。

　襲いかかってきたのを捕つかまえた子供たちの槍は人骨製であり、男以上にたけだけしく戦う女たちの装そう飾しよく品は人皮製だった。

　帝国の戦士たちは、グモーツ族をひとりも残さないように戦っていたが、それを止める気は、誰だれにも起きなかった。

　そして、たどりついたのは、ここだ。〈木〉の中をくりぬいて造られた砦とりでの、最上部にある広い部屋。

　だが、ここも終点ではなかった。

　そこにいたのは、青い衣い裳しように身を包んだ、あの男ではなかった。

　一枚の布を身にまとったきりの、美女がひとり。背の高い、豊満な肉体の持ち主だ。

　豊かな金きん髪ぱつが腰こしのあたりまで垂れさがっている。濡ぬれたくちびるがぬめぬめと光り、すらりとした鼻び梁りようは、完かん璧ぺきな美しさだ。ややつりあがりぎみの、切れ長の瞳ひとみは、何も映さずに虚こ空くうを見つめている。

「あなたは、誰です？」

　アンディが、目のやりばに困りながら言った。美女の身を隠す布は、結ばれているのでも、くくりつけられているのでもなく、数本の指で支えられているだけなのだ。

「呪じゆ文もんをかけられているのかも」

　ラナークが、油断なく速射弓をかまえながら言った。

「眠ねむらせた方が、安全では？」

「やあ、どうも、どうも。はじめまして」

　その提案を聞いているのか、いないのか。ニフトールは、両手を大きく広げて進み出た。

「ひょっとして、あいつに攫さらわれてきたの？　もう、大だい丈じよう夫ぶだぜ、俺たちが来たからね」

　そう言いながら、ニフトールの視線は、その女のなかばあらわになった、胸むなもとに釘くぎ付づけである。

「すぐに安全なところに連れてってあげるからね。なあ、アンディ、俺はちょっと、このお嬢じようさんを送っていくから」

　話しかける相手が変わっても、一いつ瞬しゆんたりとも目は離はなれない。

「おい、血の跡はこっちに続いてるで」

　女が敵ではないと判断したタッタとドムスは、部屋のあちらこちらを調べている。

「ニフトールにまかせてたら、ここに置いとくより、もっと危険よ」

　エフェメラが、ぐいっと盗とう賊ぞくを引き戻もどした。

「ありゃ、エフィちゃん、妬やいてくれてんの？　嬉うれしいねえ。俺としちゃあ、ふたりいっぺんでも、なんら問題はないんだけど。まだまだ、そのくらいの元気は残してるぜ」

「ニフトール」

　アンディが硬かたい声で言った。

「さがるんだ」

「おい、アンディ。固いことはなしにしようや。あ、それとも、お前も……」

「この女性は敵です」

　血の跡をたどって、部屋のすみまでたどり着いていたタッタとドムスが、ぎょっとしたようにふりかえる。ラナークは速射弓の狙ねらいをつけ、サーティグは床にほうりだされていた剣を拾いあげて、かまえた。それは、メルヌがほうりだしていった魔法の剣だった。もっとも、身を守る以上のことをするつもりはないようだ。

「呪文ね、兄さん？」

　エフェメラが、マントと細剣レイピアをかまえる。

「ああ。万一にそなえて《敵感知センス・フオウ》を唱えた」

　アンディは、自信ありげだ、珍めずらしく。

「そんなもん、間ま違ちがってるかもしんないだろ。それに、そうだとしたって、すぐに敵意なんかなくなるさ。なあ、お嬢さん」

　ニフトールは、まだ、彼女の胸もとに未練がたっぷりらしい。

　女は、ゆっくりと首をめぐらせて、自分を取り巻く七人の男女を見た。

　それぞれに、わずかずつ視線をとどめる。サーティグだけは無視した。そして、最後にアンディとエフェメラに視線をとどめると、にやりと笑った。その瞬間に、部屋の中を吹雪ふぶきが吹ふき荒あれたような気が、した。

　女の表情に、もう、さきほどまでのうつろさは、どこにもない。

　エフェメラは、その笑え顔がおに、異様なほどの戦慄を覚えた。かまえた細剣レイピアの先がかすかに震ふるえているのが、自分でもわかる。

　自分だけじゃない、みんなだ。エフェメラは気がついた。異常なくらいの緊きん張ちよう感かんが部屋に漂ただよっている。あの女が笑っただけで。

　ただの笑顔ではない。破は滅めつの笑み──。

「この女は、メルヌの愛人などというものではなさそうですねえ」

　サーティグのゆったりした口調の言葉に、みなが同意を示した。

「たいした姉ちゃんだな。ぜひ、一度でいいからお手合わせ願いたいもんだぜ」

「ひょっとして、お前がほんまもんの首領やな！」

　だだっとタッタが駆かけよる。

「女でもいいぞ。強いのならな」

　ドムスは、斧アツクスをびゅっとふった。

　変だと、エフェメラは思った。みんなが狂きよう暴ぼうな気分になっているようだ。この女のせいだ。彼女のまわりには、死と破は壊かいの匂いがただよっている。それを嗅かいでしまうと、誰もがこうなってしまうのだ。

　誰もが？

　そうじゃない。自分は違ちがう。兄さんは……？

「みんな、しっかりしろ。むやみに殺すことはない」

　よかった、大丈夫だ。それから……あいつは？　あの気き障ざ男おとこ……。

　エフェメラが首をめぐらせるより、女が口を開くほうが早かった。

「そうだ、そんなにいきりたつものじゃない、坊ぼうやたち」

　女が言った。

　そのかすれた声は、地を這って近づいてくるように聞こえた。

　いいや。はるかな地の底、銀の神が眠り、魔ま獣じゆう王が封ふう印いんされる暗黒の底から、這いあがってきたように聞こえた。

　じろり、と、女が部屋を見回した。視線の圧力が、何よりも効果的に皆みなの動きを止める。

　すすっと女が後ずさりした。足を動かしているようにも見えないのに、滑すべるように動く。あっというまに、大きく開いた窓ぎわにまでさがっていた。

「待てっ」

　アンディが、全身の力をふりしぼって、一歩を踏ふみだす。

「まだ早い、双ふた子ご」

　女が言った。はっと、アンディの動きが止まる。

「ふうん、あたしたちを、わざわざ御ご指名なんだ」

　エフェメラは、強こわ張ばったくちびるを、どうにか曲げた。笑っているように見えるだろうか。

「そうとも」

　女は、こちらを向いたままで、窓から身を投げだしながら、言った。低いかすれた声なのに、はっきりと聞こえた。

「いずれ、もう一度出会う。その時、勝敗を決することになるだろう。覚えておけ。──私は、〈四姉妹〉のひとり、鉄の姫ひめ」

　その姿が、窓の外に消える。

　一瞬を置いて、呪じゆ縛ばくが解けたように、どっとみなが窓に殺さつ到とうした。

　はるか下方。

　溶よう岩がんの池の上で、白い体から黒い翼つばさが飛びだした。魔ま法ほうか、それとも異能をそなえた肉体であったか。

「あれが……〈四姉妹〉？」

　遠ざかりながら、奇き怪かいに変へん貌ぼうしていく肉体を見送って、エフェメラが呟つぶやいた。レルシェが、最さい期ごの時に教えてくれた、あの？

　あの女の爪つめは、青かっただろうか。エフェメラは、見ていなかった。

「おのれ、〈悪あく魔ま〉め。許しません！」

　ラナークが、当たるはずもない矢を、宙に向かって射かけた。

　彼は〈悪魔〉と決めつけた。そうなのか？　確かに、あんな奇怪な姿に変身できるのは〈悪魔〉に憑つかれた者くらいだろう。そして、あの女は、どこから見ても邪じや悪あくだった。

　だが。

　あいつは、支配はされていなかった。誰にも屈くつ服ぷくなどしそうには思えなかった。

　たとえ、〈悪魔〉にであれ。

「あ～、もったいねぇ。せっかくの美女がよう」

　がっくりと肩かたを落として、ニフトールが言った。

　その日常そのものな言葉を聞いて、なぜかエフェメラはほっとした。




　　　　５




　隠かくし扉とびらを見つけたのはタッタだったが、罠わなをはずしたのは、もちろんニフトールだ。

　虫喰くい穴のような──あるいはほんとうにそうなのかもしれないが──狭せまい通路を這はっていくと、すぐに梯子はしごに出た。

　そこは、〈木〉の最上部だった。複雑にからみあった枝が、広い天てん蓋がいを構成している。やや足もとがたよりなくはあるが、充じゆう分ぶんに歩き回ることができた。

「ああ、やっと解放された感じやな」

　タッタが、首を大きく伸のばした。ざわざわと葉を鳴らして、強い風が吹いている。ぐるりとあたりを見回すと、水平線に曙しよ光こうがさしていた。

　ミュルーンにとっては、なんの不安もない場所だろう。

「まだ、そんなことを言うのは早すぎんじゃないか」

　高いところに慣れたニフトールも、危なげのない歩調だ。だが、他ほかの者たちにとっては、そうはいかなかった。風にもっていかれれば、あとは奈な落らくの底へと落ちるだけ。そうでなくても、いつ足もとが抜ぬけるともしれないのだ。

「気をつけろ！」

　アンディに呼びかけられるまでもない。

「体を綱つなで結びますか？」

　ラナークの提案に、サーティグが反対した。

「いや、やめたほうがいいでしょう。それでは、ひとりが落ちたときに、全員が落ちる危険性があります」

「でも、みんなでふんばれば、助けられるかもしれないじゃない」

「結んでいなければ、確実にひとりですむんですよ。ですが……」

　サーティグは、苦笑いした。

「そう、あなたのほうが正しいのかもしれない」

「そんな議論、せんでもええような気がするで」

　タッタが、そう言いながら、一点を槍やりでしめした。

「だな。あんな巨きよ大だいなものが、枝を折って沈しずまずにいられるのなら、大丈夫だろうさ」

　ドムスは、強敵を見つけるのは早い。

　重なりあう葉の中に身をひそめていたのは、巨大な蟹かにに似た怪かい物ぶつだった。

　両手のはさみの先せん端たんから先端まで、さしわたしが五メルーほどもあるだろうか。甲こう羅らは黒く光っている。鋼はがねの輝かがやきだ。

　左には五本、右には四本。どれも、長さが違う脚あしが突つきだしている。それでいながら、信じられないほどの速さで駆けよってくる。

　そして、突き出た二つの眼がん柄ぺいのちょうど真ん中に、横よこ倒だおしになった人間の顔がついている。それが、アンディたちを見た。同時に噴ふきあげたいくつもの感情が、その、かつては端たん整せいだった顔を、ついている胴どう体たいにふさわしい醜みにくさに歪ゆがませる。

「ひぃいいいい、ぎゅぅううううう」

　泣き声とも、怒いかりの叫さけびともつかない、空を切り裂さく風のような唸うなりが、その歪んだくちびるから絶え間なく洩もれている。

　青真珠ブルーパールのメルヌは、〈異形〉と化していた。

「やはり、〈悪魔〉の手先でしたか」

　ラナークが、怒りに満ちた表情で呟いた。じっさいには、白金の姫に与あたえられた肉体だ。だが、それも〈悪魔〉の力を借りてのことには違いない。なんにせよ、ラナークたちはあずかり知らぬことであった。

　ラナークは、怒りにまかせて、迫せまってくる怪かい物ぶつ蟹がにに向かって、続けざまに矢を放つ。だが、それはどれもあらぬかたへと飛びさった。

「落ち着いて、ラナーク。それじゃあ、当たるものも当たんないよ」

　エフェメラが、同じように狙いをつけながら、声をかけた。ラナークが、苦笑いを浮うかべてうなずく。

「笑える余よ裕ゆうがありゃあ、大だい丈じよう夫ぶだな」

　ニフトールが、そう言って、手近の枝に身を隠した。彼の短剣ダガー程度では、とうてい、あの怪物には通用しそうにない。機会を見つけて、呪じゆ文もんを使うつもりなのだ。

「しかし、〈悪魔〉が眠ねむってくれるかねえ」

　自信は、まるでない。

「固まっていると危険です、散って」

　サーティグの声は、落ち着いていた。幾いく度どとなくこんな場面に出会っているかのようだ。

　威い厳げんに満ちていたからではなく、的確な指示だったから、その言葉に、皆が従おうとしたその瞬しゆん間かんに。

　怪物蟹が、宙に飛んだ。

「なにっ！」

「まさかっ」

「っなくそ！」

　巨きよ体たいが一気に十メルー近くの距きよ離りを跳ちよう躍やくしてのけたことより、その衝しよう撃げきを〈木〉が受け止めたことに、全員が驚きよう愕がくした。

　揺ゆれる足もとを確保するのが精せい一いつ杯ぱいで、攻こう撃げきどころではなくなっている。

　怪物は、エフェメラの近く、手をのばせば届きそうなところにふってきた。

「えいっ」

　エフェメラは、思わず弓の弦つるにかけた指を放した。ひゅんという音とともに、矢が放たれた。これだけの近さで、これだけの大きさだ。命中しないはずはない。

　だが、命中したからと言って、傷を与えられるものとは限らない。エフェメラの小ぶりの弓から放たれた矢では、甲羅にかすり傷すらつけることができなかった。短い、カンという音とともに、矢がはじかれる。

　エフェメラは、矢を放つと、すぐさま後ろにさがろうとした。だが、間に合わない。ぐうっとおりてきた巨大なはさみが、彼女の腰こしを締しめつけた。

「きゃああああ」

　エフェメラの脚が、踏みしめていた枝を離はなれて持ちあげられる。

「おどれぁ、放さんけ、こら！」

　タッタが槍をくりだした。だが、これも虚むなしく甲羅にはじかれる。

「ひゅきゅひゅきゅひゅ」

　怪物蟹の歪んだ口からはげしくもれる音。それは笑い声だった。

　メルヌは歓喜していた。

　やった、やった。異形の力も制せい御ぎよしている。こいつらの運命も終わりだ。殺しておくべきだった娘むすめだが、今からでも遅おそくはなさそうだ。こいつらを殺したら、下に引き返して、鉄の姫とも決着をつけてやる。

　無む尽じん蔵ぞうにあふれてくる力の感覚に、メルヌは興奮していた。傷つけられた内臓は、異形に変じても回復してなどおらず、いまだ、痛み続けていたのだが。

　はさみに変わった手から伝わってくる娘の柔やわらかい肉の感かん触しよくが、彼の口こう腔こうに唾つばを湧わかせた。

「この娘の命が惜おしければ、動くな、動くな。動けば、胴体の上と下を切り離すぞ」

　メルヌの顔が言った。

「わたしの前に並べ。ひとりずつ、頭をはさみつぶしてやるぅ」

「っのやろう、卑ひ怯きようだぞ！」

　ドムスは、ふりあげた斧アツクスをふりおろせなくなった。

「それだけの肉体をもったなら、おいらたちを正面から叩たたきつぶしてみろっていうんだ」

「どんな手段を使おうが、敵をうちのめした者が勝者なのだ」

　メルヌは、舌をだらりとたらして、奇怪な笑い声をあげた。その舌は、並の人間の数倍の長さになっている。

「仕方ありません」

　ラナークが、悔くやしげに速射弓をおろした。

「かっかっか、安心しろ。わたしに屈服したエルファは、お前がはじめてじゃない」

　ラナークの表情が屈くつ辱じよくに歪む。

　それを見て、メルヌは心地ここち好よさそうに笑った。

「アンディくん」

　サーティグが、その笑い声に隠れて、耳もとで囁ささやいた。口調が変わっている。

「私は、《すばやさデクスタリテイ》の呪文が使える。きみにかける。この魔法の剣けんで、やつの顔を貫つらぬけ。それしかない。できるか」

　アンディは、じっとエフェメラを見つめたままで答えない。

「できないか、妹を人ひと質じちにとられていては。だが、ここでみんなで死ぬわけにもいくまい」

「そうです」

　アンディは、低い声で答えた。

「でも、妹も殺させません。それじゃあ、彼に負けたのと同じです。みんなが無事でいてこそ、ぼくの勝ちだ」

　その声に秘ひめられた決意が、サーティグに、どうするつもりかと聞き返させなかった。

「呪文、お願いします」

　サーティグは、気け圧おされたようにうなずいた。アンディが、ソードブレイカーを捨てて、サーティグから魔法の剣を受け取った。

「ガヤンの神官！　貴様、なんのつもりだ！」

　怪物蟹──メルヌが、姿勢を低くして、アンディを睨ねめつける。そのはさみが、ぎゅっとエフェメラの腰を締めつけた。

　エフェメラとアンディの目が、しっかりと出会う。そして、エフェメラは、こっくりとうなずいた。

　信じているよ、兄さん。兄さんは、きっとあたしを助けてくれる。

「肉体よ、お前は風、お前は光、疾とくほとばしれ！」

　サーティグのその呪文は帝てい国こく語で、アンディには正確な意味はつかめなかった。だが、呪文の意味など必要ない。必要なのは、その効果だけだ。

「兄さん、頑がん張ばれ！」

　エフェメラが叫んだ。叫びながら、身をよじった。黙だまって、じっと助けを待っていられるほど、エフェメラは素す直なおじゃない。

　だが、はさみはびくともしなかった。もしも、その一いつ瞬しゆんに、メルヌがはさみを閉じていれば、彼女は死んでいただろう。

[image: ]

　だが、ここで人質を殺してよいものか。メルヌは、わずかな時間、迷ったのだ。

　その迷いが、エフェメラを救った。

「だあぁぁぁぁぁっ」

　叫びとともに、アンディが駆かけた。

　ほとんど同時に、ドムスが斧アツクスをふりおろし、タッタが槍をくりだしていた。

　どれも、一いち撃げき必殺の気合いがこめられている。仕損じれば、エフェメラが死ぬ。友が、守るべき弱き者が、死ぬのだ。

　彼らの信条が、信しん仰こうが、それを許さなかった。

　タッタの槍は、脚のつけ根にあった甲羅の隙すき間まに突き入れられた。

　ドムスの斧は、もう一方のはさみに受け止められた。だが、すさまじい勢いのその一撃は、受け止めたはさみのなかばにまでくいこんだのだ。どす黒い体液が、そのひび割れからしたたり落ちる。

　そして、アンディ。

　呪文に与えられたみごなしで、彼は跳躍した。かろうじて、メルヌの顔にとどく。そこは、怪物の肉体のうちでただ一か所、甲羅におおわれていない部分だ。

　アンディのすべてを乗せた捨て身の一撃が、メルヌの顔面にぶちあたる。エフェメラは、全身全ぜん霊れいで神に祈いのった。

『シャストアよ、どうか、この物語に幸福な終わりを迎むかえさせてください。いつもの兄さんの不運を、今だけは去らせてください。あたしは死んでも、こいつだけはやっつけさせて』

　そして、アンディも、祈っていた。

「ガヤンよ！　裁きを！」

　祈りに応こたえたのは、どちらの神であったろうか。

　アンディは、足をすべらせることも、手もとを狂くるわせることもなかった。

　その鋭するどい切きつ尖さきは、あやまたずにメルヌの高い鼻の頂点に突き刺ささったのだ。

　声にならない絶ぜつ叫きようをはなって、メルヌはエフェメラを取り落とした。あやういところで、ラナークが下した敷じきになって受け止める。

　もしも、メルヌが、五体満足なままで異形に変じていたなら、この攻撃にも耐たえられたかもしれない。だが、メルヌは、既すでに傷ついていた。異形に変じても、傷が治るわけではないのだ。自己再生能力でも持っていないかぎりは。

　もっとも、顔の上半分をえぐられて生きていられるのは、異形と化したがゆえの、超ちよう生命力だが。

「くぅっ」

　アンディは、魔ま法ほうの剣を引き抜ぬくことをあきらめて、下にころがり落ちた。

「大丈夫か、エフィ」

　立ちあがる暇ひまがない。ごろごろと転がって怪かい物ぶつから離れながら、アンディは叫んだ。

「もちろんだよ！」

　明るい声が返ってくる。

「私は、あんまり大丈夫じゃありませんが」

　下敷きにされたラナークは、憮ぶ然ぜんとした調子で言った。

「あ、ごめん」

　エフェメラは、あわててどいた。その頃ころには、アンディも立ちあがり、呪文で疲つかれきったサーティグから、ソードブレイカーを取り戻もどしていた。

「さあ、降参しろ」

　ドムスが、斧アツクスをかまえて、のたうちまわるメルヌに呼びかけている。

「どちらが強いか、それがはっきりしたら、戦いは終わりだ。また、自分を鍛きたえればいい」

　苦しまぎれにメルヌがふりまわすはさみを、巧たくみに避よけ、時には盾たてで受け止めながら、ドムスは言った。

「おいおい、前半分はいいけど、後ろ半分はまずいんじゃないの？」

　枝の陰かげから姿をあらわして、ニフトールがあきれる。

「どんなやつでも、強敵は強敵だよ、おっさん」

　ドムスが、そう答えた時。

「がああああああああああああ、るうううううううう、だああああああああああ」

　メルヌの口から、異様な叫さけびがもれた。

「気をつけろ、なにか、おかしな呪文かも」

　サーティグの警告の叫びが終わらないうちに。

　それがあらわれていた。

「我がものたる大いなる〈木〉よ！」

　メルヌが、絶叫した。

「グモーツの長おさが命をやろう！　目覚めよ」

　重なった葉を吹ふき飛ばすようにあらわれたもの。それは、一輪の白い花であった。

　ただし、並の大きさではない。

　怪物と化したメルヌを、すっぽりとおおいつくせるほどの、巨きよ大だいな花だったのだ。それが、てのひらほどの大きさであれば、清せい楚そで可か憐れんな花だったろう。だが、大きかった。常じよう軌きを逸いつした巨大さのために、それは醜しゆう悪あくで奇き怪かいなものにしか見えなかった。

　その花の中心から、何本もの触しよく手しゆが伸のびてきた。

　あるいは、おしべかめしべなのかもしれない。

　それは、メルヌにまとわりつき、傷ついたその肉体を愛あい撫ぶしている。

　こんなに気持ちのよいものなら、もっと早くこうしておけばよかった。

　メルヌは、そう考えていた。

　グモーツの長は〈木〉と、一度だけ命を共有できるという。わずかな時間しか続かぬが、それだけあれば充じゆう分ぶんだ。力が及およぶ範はん囲いのすべての大地を引き裂さき、その上に暮らす者たちを焼きつくしてくれる。

〈木〉は地底の溶よう岩がん流に根を張っている。その流れを思いのままにできるのだ。

「いけません。この〈木〉を目覚めさせては」

　ラナークが叫んだ。海の同どう胞ほうたちの村が、炎ほのおの中に沈しずむ。そればかりではない。

「邪じや魔まはさせん！」

　体中に満ちあふれた〈木〉の魔ま力りよくによって、メルヌは呪じゆ文もんを解き放った。

　彼がもっとも使い慣れた呪文。人の心をもてあそぶための呪文。お前らにも分けてやろう。かつて、わたしが味わった感情を。

　そして、時間が、しばし止まった。




　苦いものが、胸いっぱいに詰つまっている。

　アンディは、自分が、どこともしれない深みに限りなく沈んでいくような気がした。

　目の前に敵がいる。

　それが、どうしたというのだ。

　あいつを倒たおしたところで、誰だれも喜んでなどくれないではないか。喜んでくれる人は死んだ。それも、自分のせいでだ。

　張り詰めていた力が抜けていく。アンディは、ゆっくりと目を閉じた。

　もう、なにもかもが面めん倒どうだ。腕うでが重い。武器なんか持っているからだ。なんの役にも立たないのに。父さんが殺されるのだって、レルシェが死ぬのだって、止められなかった。

　さあ、こんなものは捨ててしまおう。

　ちょっと待て。

　そうなのか？　本当に？

　先刻、妹を救ったのは刃やいばではなかったか。そのために、ドムスがふるってくれたのは斧アツクスではなかったか。タッタが、くりだしたのは槍やりではなかったか。

　アンディは、ソードブレイカーを握にぎりしめた。

　どうして、ニフトールは、ぼくたちについてきてくれた？　なぜ、ラナークは、疲れ切った体に鞭むち打うって呪文を使ってくれたのだ。

　ぼくたちを必要としてくれたからか。

　ならば。

　心の別の部分が囁ささやく。

　必要でなくなれば見捨てられるだけじゃないか。つまりは役に立つから助けるんじゃないか。お前だって、そうだろう。

　一度は浮うかびあがろうとした心が、また沈んでいこうとする。

　どうせ、世界なんて、そんなものだ。だったら、お前が責任をとる必要はない。そんなものは、世界の真実が見えない馬ば鹿かにまかせておけばいい。

　馬鹿。

　馬鹿か。

　自じ嘲ちようの笑いとともに思いだす。つい、このあいだ。いいや、ついさっき、自分はそう呼ばれたっけ。

　誰に？

　誰に、呼ばれたのだ？

　そうだ、あれは。

　あれは、エフェメラだ。

　エフェメラも、ぼくを必要としないのだろうか。かもしれないな。

　かもしれないが。

　しかし、妹を見捨てるわけにはいかない。たとえ、あいつが必要だと思っていなくても。ぼくはあいつを守る。

　なぜだ。なんのために、そんなことをする？

　それが、ぼくの選んだ道だからだ。

　やれやれ、要するに単なる自己満足じゃないか？

　……そうかな、そうだろうか？

　そうではない。

　人は、歩まねばならないのだ。前進しなければならないのだ。

　いや、それも違ちがう。人は、前進することしかできないように作られている。

　止まってもかまわないではないか。人でなくなろうと。死んでしまえば、いい。そうすれば楽になれるぞ。

　なれるだろう。

　自分だけは。

　それはできない。それは裏切りだ。ぼくは、もう、二度とは裏切らない。力は及ばないかもしれない。負けるかもしれない。でも、最初から負けたとは、絶対に思わない。

　そんなことをするなと、教えてくれた人たちがいる。

　アンディ・クルツの誇ほこりにかけて、彼らを失望させることはできない。いいや、そんなことをすれば、誰よりも自分を失望させることになる。

　アンディは、かっと目を見開いた。目の前で笑っている、鼻のない顔がある。蟹かにのような肉体は、花に養分として吸収されてしまったようだ。巨大な花の中心に、その顔だけが残っている。奇き妙みようなくらい冷静な気分で、アンディはその顔にソードブレイカーを叩たたきつけた。

　ばっと、白い花びらに真っ赤な鮮せん血けつの斑はん点てんが飛び散る。額が割れて、脳のう漿しようが噴ふき出た。

　しばらく、顔はきょとんとしていた。

　もう一いち撃げき。こんどは首だ。喉のどが裂ける。

　そこで、はじめて、メルヌは絶叫した。

「そんな馬鹿な」

　ごぼごぼと血を噴きだしながら、メルヌは言った。

「どうして、わたしの呪文が効かなかった。今まででも、いちばんうまく唱えられたのに」

「送りつける感情を間ま違ちがえたんだ。幸福感にでもひたらせておけばよかったのさ」

　もう一言、アンディはつけくわえずにいられなかった。

「それに、これで三度目だ」

　アンディが、そう答えてやったのに、メルヌは聞いていなかった、彼はただ、自分の言葉をつむぎだすだけだった。

「どうして、わたしを受け入れない。わたしは、こんなに優すぐれているのに。どうして、わたしは死ぬんだ。世界の王になるはずだったのに。どうして、お前はわたしと戦うのだ」

　ほんとうに自分が戦っていたのは、メルヌではないのかもしれない。アンディは思った。誰と戦っていたにせよ、ぼくは、勝った。

　そして、もう負けない、決して。

　きみのことは忘れない、レルシェ。アンディは、どこか遠くで見守っている女性に、そう呼びかけた。でも、しばらく眠ねむっていておくれ。いつか、ゆっくりと休める時がきたら、きみの思い出とともに過ごす。でも、それは、まだまだ先のことだ。

　きみに、リアラさんに、グノバさんに、そして父さんに。

　託たくされた命を、精せい一いつ杯ぱいに使ってからだ。

　アンディは、ソードブレイカーの柄つかを握った手に、ゆっくりと力をこめた。

　いやな手ごたえが伝わってくる。今まで、人を倒した時は、いつでも無我夢中で戦っている最中だった。どうやって倒した──いや、殺したのか覚えていない。だが、今日は、我を忘れることはできなかった。二度と、そうすることはないだろう。人を殺すのなら、それがどんな相手であろうと、殺す重みは背負っていかねばならない。この、いやな手ごたえを忘れることはできないのだ。

　どのくらい、その姿勢のままでいたのだろう。

　気がつくと、メルヌは死んでいた。

　白い花びらは、黒くしぼみ、一枚、また一枚と散っていった。

「やりましたね、アンディ」

　ラナークが声をかけてくる。

「あ～、悪い夢見ちまった」

　ニフトールが、顔をつるりと撫なでた。

「おいらが決着をつけたかったな」

　ドムスは不満そうだ。

「終わったのか」

　アンディは呟つぶやき、そして、すぐに自分自身の言葉を否定した。誰かにとっては、これが終わりなのかもしれない。でも、自分にとっては、新しいはじまりだ。

「兄さん、大だい丈じよう夫ぶなの？」

　そっと腕に触ふれてきた手がある。

　アンディは、ふりかえると、にっこりと笑いかけた。彼自身は気がついていなかったが、それはじつに数十日ぶりの笑え顔がおだったのだ。ここしばらく、いつも、どこかにあった虚きよ無むの影かげは、どこかに消えていた。

「兄さん……」

　エフェメラは、安心のあまり、自分の目め尻じりに涙なみだが浮うかびそうになるのを感じていた。

　太陽は、すっかり昇のぼっている。

「さあ、いくぞ。また、はじめるんだ」

　何をはじめるのか、エフェメラは訊たずねなかった。いつだって、毎朝、毎日、毎夜、新しいはじまりはやってくるのだ。彼女は、そのことを誰に教えられなくても知っていた。兄に教えてやりたいと思っていた。けれど、それは、教えられるものではない。

　誰もが、自分自身で学ぶしかないことなのだ。

　新しいはじまりは、必ずやってくる。

「はあ、疲つかれた。ほんま、お前らにつきおうてると疲れるわ」

　どすんとタッタが枝に腰こしをおろした。

　その瞬しゆん間かんだ。〈木〉が、激しく揺ゆれはじめた。

「なんだ」

「いかん、枯かれるぞ！」

　メルヌと〈木〉の命がつながった、ちょうど共有されたわずかな一瞬に、アンディがメルヌを倒したのだ。

　メルヌが死ねば、〈木〉も死ぬ。

「やばいね、こら」

　他人ごとのようにニフトールが、呟いた。

「タッタくん、はやく逃にげてよ」

「おう、逃げるわい。逃げるから、みんな乗れ」

　無む茶ちやなことを口ばしるタッタである。

「大丈夫です」

　ラナークが、きっぱりと言った。

「海までたどりつければ、なんとかなります」

　確信に満ちた言葉だった。友の保証に、あらためて何かを問い返す者はいなかった。

「ようし、出発だ」

　アンディの言葉に、エフェメラと、タッタと、そして、ラナークとドムスとニフトールが、きっぱりとうなずいた。

　その瞬間に、六人の旅が、はじまったのだった。




　走りだす双ふた子ごの後ろ姿を見つめながら、サーティグは小さく呟いた。

「面おも白しろい。アード、お前の報告より、もっと面白いぞ、この二人は」

　この場を生きのびられることを彼は疑っていなかった。彼は、こんなところで死ぬようには、月に定められてはいないのだ。帝てい国こくに生まれた若者は、双子を、四姉妹を、どう自分のために使おうかと、めまぐるしく頭を回転させていた。




　それから、数刻とたたぬうちに、グモーツの島は噴きだす溶よう岩がんに引き裂さかれ、海に沈しずんだのである。生きのびたグモーツ族は、女と子供が、あわせてわずかに七人であった。

　被害は島近くにとどまり、ウーラの原の海エルファたちは解放された。







　エピローグ







「あーはははっは」

　天を仰あおいで、青銅の姫ひめが笑った。

　スティニア高地王国。その最さい高こう峰ほうにある、玉座の間である。

「鉄の姫がおんみずから出馬して、逃げられちまうとはね」

　青銅の姫は、形のいい額をぴしゃりと叩いた。

「しかも、島ひとつ沈めておいてかい。姉貴、どっか疲れてんじゃない？」

　まだ、くっくっくと含ふくみ笑いをもらしながら、青銅の姫はそんな言葉を、姉であるサレイアにあびせた。

　鉄の姫サレイアは、姉である白金の姫の前に、ひざまずき、うなだれたまま答えない。

「もう、よしなさい、フエイア」

　白金の姫ユメリアは、子供をなだめる母親のような口調で言った。

「次はあなたの番ですよ。自分が失敗した時のことを、考えているのかしら」

「あたしゃ、失敗しないさ。あたいの五ご方ほう陣じんには、そもそも裏切者なんていないんだからね」

　笑みを消さぬまま、青銅の姫は、壁かべに預けていた背を、すっとのばした。

「サレイア姉貴が逃のがしたからには、やつら、グラダスに舞まい戻もどってくるだろうさ。トリースなら、あたいの縄なわ張ばりだ。行かせてもらうよ」

「よいでしょう」

　白金の姫は、悠ゆう然ぜんとうなずいた。

「わたくしも下に用があります。そこまで、一いつ緒しよに参りましょう。でも、〈結社〉は、ほとんど掃そう討とうされたとはいえ、やはりしぶといわ。彼女たちの〈計画〉が生みだした子供たちを、すべてこちらにとりこむのは容易なことではなさそう。わたくしの、新たなる〈計画〉も、なかなか進みませんわね」

　白金の姫は、こう言い残して、その場を立ち去った。

「サレイア、わたくしの世界をすべるための〈計画〉は、いくつもの要素を失っても、崩くずれ去りはしないよう、強きよう靱じんにしかけたつもりよ。でも、要素によってはたったひとつが向きを変えただけでも、崩ほう壊かいする可能性はあるわ。あなたは、それを理解しているのかしら？」

　──ふたりの姉妹が立ち去った後。

　なおもしばらく、鉄の姫サレイアは動かなかった。

　その肩かたが、微び妙みように震ふるえている。

　泣いている……？

　いいや。笑っているのだ。

「見み抜ぬいているのか、いないのか」

　鉄の姫は、小さく、そう呟いた。

「ねえ、ラテルア。どう思う？」

　鉄の姫は、ゆうらりと立ちあがった。そして、網あみにかかった獲え物ものに近づく蜘蛛くものような動きで、玉座へと忍しのびよった。

「ねぇ、どう思うのだい、ラテルア」

　もの言わぬ妹の、真っ白い磁器のような頰ほおを、ぺろりとなめて、鉄の姫は言った。

「姉上は気がついているのかしらね。あの人の〈計画〉を乱れさせるために、私が、わざと双子を逃がしたことに」

　鉄の姫は、その長い指をもった右手を、そっと黄金の姫の胸に置いた。柔やわらかさを確かめるように、少しだけ力をこめる。

「〈計画〉なんて、もう、うんざりよ」

　舌は、ちろちろと黄金の姫の顔をはいまわった。まるで、獲物にたかり、味見をしている虫のようだ。

　まぶた、耳たぶ、そしてくちびる。

「私たちは、〈結社〉の〈計画〉で生まれた。それを破は壊かいするために、また〈計画〉」

　ぴったりと頰と頰を密着させて、鉄の姫はささやいた。

「もう、たくさん。私は、支配なんてどうでもいい。姉上や、フエイアみたいに、すべての差別と区別を失わせた理想世界を作りたいとも思わない」

　鉄の姫は、黄金の姫の体に腕うでを回した。

「私たち三人は、しょせん、地上に縛しばられたもの。姉上が目指す、〈月に至る子〉になど、なれそうもない。でも、お前だけは違ちがう。お前は〈結社〉の〈計画〉すら、はるかに超こえて生まれた存在なのだもの」

　鉄の姫は、玉座に座る妹に、長い口づけを捧ささげた。

「ああ」

　ようやく、くちびるを離はなした鉄の姫は、せつなげな吐と息いきをもらした。呼吸が乱れている。だが、黄金の姫には、なんの変化もない。規則正しく胸が上下しているだけだ。

「いつか、お前を目覚めさせてあげる。そうしたら、すべてが終わるんだ。だって、お前は…」

　その言葉の続きは、玉座の間を埋うめつくす、虚無の闇やみが吸いこんでいった。


つづく　　　









　なかがき







　うわははははははははははははははははははははははははははははははははは！

　だんだんと高笑いが長くなってまいります、友野詳です。

　みなさまのおかげをもちまして、新装版ルナル・サーガも三巻目にたどりつきました。ありがとうございます。

　双ふた子ごの旅も、ついに帝てい国こくを離はなれて、故郷へ向かいます。主要な登場人物も、この巻で勢ぞろいして、次巻からはグラダス半島篇へんとなります……というその前に、海での冒ぼう険けんです。

　ちょっとネタバレ気味になるかもしれませんが、この巻の悪役であるメルヌくんは、シリーズでも有数の小物感あふれる男でありまして、作者としては、実はそこのところがけっこうお気に入りです。理想とか度量とかがある大物悪役ってのは、その目的次第で、わりと時代時代で印象が変わる気がする（個人の感想です）んですが、小物はどこまで行ってもどんな時代でも小物ですので、時代を越こえて常に悪いなあという。メルヌくんが現代にいたら、ネットでヘイトスピーチとか撒まき散ちらしてる気がします。

　さて、お話変わって。一巻と二巻には、文庫未収録だった短編をおさめていたのですが、三巻めになっておまけはもうありません……というのもなんですので、ちょっと頑がん張ばってみました。今回は、書き下ろしの短編（ほんとに短いものですので、キャラクタースケッチと名付けてみました）を添そえております。今回からメインで登場した正統派エルファのラナークと、前からちらちら出てきているはぐれエルファのアードは、以前に出会っていた、という設定なので、彼らが出会った時のできごとを書いてみました。彼ら二人が本編内で再会するのは、これからまだしばらく先の話になりますが、こんな出会いをした彼らがどうかかわってゆくか……覚えている方、忘れている方、はじめて読む方、それぞれに楽しんでいただければ幸いです。

　今回の短編の評判がよいようなら、これからも、この程度の長さのキャラクタースケッチを添えられればなあ、と思っております。評判のよしあしというのは、つまり『売れてる』ってことですが（関西人らしいストレートな表現）。

　売れてるといえば、昨年十一月末に発売になりましたドラマＣＤ『ルナル・サーガ　呪のろわれし真紅の森』はお聴ききいただけたでしょうか。このあとがきを書いている時点では、まだ発売十日もたってないのですが、クオリティ（特に声優さんたちの熱意）は喜んで頂いてます。アードやラナークにもねえ、声がつくと嬉うれしいですよねえ。……皆みなまで言わなくていいですね？

　来月はコクーンワールドの三巻『夜明けに笑う冒険者』で、次はルナルの四『緑の迷路』。今後ともお引き立てのほど、よろしくお願い致いたします。
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　既すでに日は落ち、月は天頂の白き輪の月が一つだけ。暗くら闇やみがあたりを支配していたが、枝から枝へと飛ぶ若きエルファは、なんの不自由も感じていない。

「どこにいやがる、やつらッ！」

　影かげを見通す目、葉ずれの音を聞きわける耳、風を感じる肌はだ、そして正確に動く手足。それだけそろっていれば、夜の樹上とて、白昼の平へい坦たんな大地と変わりはしない。

　険しい表情で、樹上を飛ぶ、狼の毛皮をまとった若いエルファ。

　名をアードという。

　その氏族はプファイト。サイスの森、蒼あおき湖のほとりの部族において、狼とプファイトを崇あがめ、狩しゆ猟りようと破は壊かいを司つかさどる氏族に与あたえられた名は〈静かなるサイレント狼ウルフ〉。

　その名のごとく、かすかな音も立てることなく、夜を進んでゆく。

「くそがッ、俺がひっこむとでも思いやがったのかッ」

　──ときおり洩もらす罵ば声せい以外は、わずかな音も立てることなく、夜影から夜影へ。

　そもそも、日があるうちから、ここは影が支配する一角だ。

　重なりあった厚い葉が、あるいは絡からまりあった枝が、陽光をさえぎり、ろくに届かない。

　サイスの森は広く、人間の基準でいえば、ひとつやふたつの国は、すっぽりと飲みこんでしまう。数千の部族が暮らす広大な森だ。さまざまな顔を持っている。

　草原のように開かれた場所もあれば、広大な湖もあり、山のようにそびえる巨きよ木ぼくもある。そのどれもが、森の民たみであるエルファと共存し、互たがいを生かす円えん環かんに連なっている。

　この一帯が、鬱うつ蒼そうとして光をさえぎるのもまた、エルファたちの意図によるものだ。

　アードの部族が住むこの一帯は、人間族が住む平原地帯に近い。

　森と平原の区切りは、それなりに見分けられはするが、さすがにきちんと線が引けるものではない。ゆえに、人間が、森へいくらかであれば入りこむことも、エルファは許している。

　だが、人間がおのれの手と足のみで入れなくなれば、そこから先はエルファの守る領域だ。人間が、森の恵めぐみを損そこなうことは許されない。

　つまりは、うかつな人間たちに対しての、自然の壁かべが、この絡み合った木々だ。

　エルファであれば、木々の声にその長い耳を傾かたむけ、刺青いれずみを入れた肌で空気を感じ取ることで、森が用意してくれた通り道を、たくみにくぐり抜ぬけることができる。だが、人間は、斧おのや山刀で切り開かねば、森のここまで奥には入りこめない。

「どこだどこだ、どこだァ。いくら手引きをしたやつがいても、人間が森に入って、俺に見つけられねえはずがあるか」

　森の民エルファは、その役割によって〈氏族〉という単位に分かれて暮らす。

　森への侵しん入にゆう者を撃げき退たいする役目を担になう氏族はいくつかあるが、主なものは大だい蛇じやの氏族ジャング、そしてアードたちプファイトだ。

　処しよ罰ばつと禁きん忌きを司る氏族ジャングに見つかれば、あるいは命ばかりは助かるかもしれない。ジャングは〈縛しばるもの〉であり、その与える罰には試練が伴ともなう。戦って敗れ、捕ほ縛ばくされたとしても、裁きの毒に耐たえれば、生き延びる可能性もあろう。

　けれど、森の闘とう士したる狩猟と破壊の氏族プファイトに見つかれば、戦って勝利するほかに、生き延びる道はない。

「俺と戦って生き延びるようなやつなら、そりゃあ、許されるのもしょうがねえ」

　殺意を満面に浮うかべ、アードは、飛び渡りざま、無造作に手を伸のばし、木の実をひとつむしりとった。木イチゴの一種だ。甘あま酸ずっぱく、気分を高こう揚ようさせる成分を含ふくんでいる。

　かぶりつく。一いつ瞬しゆんで、食べ終えてしまった。口のまわりを汚よごし、続けてもうひとつ、ふたつ。喉のどが動いて、ごくりと、滾たぎりの果実を飲み下す。

　瞳ひとみが、炯けい々けいと光った。

　アードが、さらに速く、夜を渡りはじめる。

　めくれあがったくちびるから、尖とがった犬歯がはみだしていた。氏族の祖霊トーテムたる狼によく似た牙きば。氏族のうちでも飛びぬけたその身体能力、粗そ暴ぼうな態度に隠かくされがちな記き憶おく力と知覚力。知性については、じっくり考えることをしないせいで、誰だれも正確な評価をできていないのだが。彼が、与えられた使命を素す直なおに果たす男なら、祖霊トーテムの〈しるし〉を授さずけられた者として、氏族名ではなく、ウルフファングという称しよう号ごうで呼ばれていただろう。

　つまり氏族の指導的立場についていただろう、ということだ。

　とはいえ、アード自身が氏族の地位など望んだことはない。摑つかめたはずの栄えい誉よを捨てたなどという思いは、今この時も、かけらも持ってはいない。

　問われればむしろ『なんだそりゃ？　ンなもん押しつけられるとこだったのかよ、清々したぜ』とでも答えるのではあるまいか。

「くそっ、早く出てこいよ！」

　アードは、さらに速度をあげながら、右手を一いつ閃せんさせた。

　今度は、空を飛んでいた蝙蝠こうもりを手づかみしていた。果物ばかりを選んで食べる種の蝙蝠で、その肉は芳かんばしい香かおりをはなつ。静かな狼は、小ぶりな蝙蝠に鳴き声ひとつあげさせずに捕つかまえ、そのまま首をもぎとった。口を開け、蝙蝠の血をそこへと注ぎこむ。

　その間も、跳ちよう躍やくは止まることなく、目と耳は、周囲を油断なく探さぐっている。

　アードにとって、こういう食事は、いつものことだ。エルファは、他人の祖霊トーテム動物や祖霊トーテム植物を口にしないわけではない。食べることはする。ただ、それを見られることがないよう、人前ではなるべく食事をしない。だが、たいがいのエルファは、こうも素早く動きながら、そしてかくも乱暴なやり方はしない。

　アードは、血を絞しぼりきった蝙蝠の身を捨てた。

　仰あお向むけ気味だった顔を正面に向ける。──左耳の先せん端たんが、ぴくりと動いた。

　全身が急転する。

　耳が捉とらえたものを目も捉えた。灯ともしびだ。魔ま法ほうの明かりではなく、炎ほのおによるもの。

　森の中で、エルファがむきだしの炎を使うことは、まずありえない。

　アードのくちびるが大きくめくれあがり、眉み間けんのしわが薄うすくなった。

「……はッ、なめてやがんのか、連中ッ！」

　言葉と同時に、アードは、枝を蹴けった。

　見る見る、灯が近づいてくる。アードが探していた相手が、焚たき火びを囲んでいた。

　アードは一人である。味方はいない。どこにもいない。少なくとも本人はそう感じている。

　敵は七人だった。女が一人、男が六人。女はエルファで、男は人間。全員が武装している。

　もちろん、アードは、まったく躊ちゆう躇ちよしなかった。

　樹上から、火を囲む彼らの中央へと躍おどりこむ。必然として、焚き火のただ中へ落下することになる。だが、アードは、まず炎にプファイトの実を投げこんでいた。

　狩猟と破壊の氏族が祖霊トーテムとして選んだ木の実は、炎の魔力を秘ひめており、しかるべき処理をすると、爆ばく裂れつ弾だんと化す。

　それを数個、同時に放りこまれて、焚き火は瞬時に巨きよ大だいな爆炎と化した。

　その爆炎に飲みこまれつつ、アードは、烈はげしい呼気とともに、短い言葉を放った。同時に、両手を打ち合わせる。魔法を使ったのだ。彼の身体からだすべてから、衝しよう撃げき波はが発された。アードを喰くらおうとした炎は、すべて外側へと吹き飛ばされ、その場にいた男たちを襲おそった。

　苦痛の悲鳴をあげながら、火に包まれて転げまわる男が三人。革かわの鎧よろいをまとった人間だ。本来ならば、森の奥深くにはいるはずのない者たち。

　火を囲んでいたうち、残る四人も、多かれ少なかれ火傷やけどを負っている。炎から逃のがれて、大きく散った。つまりは、アードを包囲するには、一いつ拍ぱく以上の動きが必要である。

　そういう位置取りを、アードはした。

「喰うのは狼の仕事でな」

　牙が赤く染まっている。炎を映したのか？　さきほど飲んだ血の色か？　それとも、アードの猛たける闘気が歯まで染めたか。

　さきほどまで焚き火だった場所に着地し、一いつ切さいの間を置かず、アードは動いた。

　男たちの一人は、武器をかまえる暇ひまさえ与えられず、喉のど笛ぶえをアードの刃やいばに切り裂さかれた。

　必要とあらば、エルファは木々も動物も切り裂くことをいとわない。それゆえに、多くの者が、いつも肉厚の刃物をたずさえている。

　狩人かりゆうどたるプファイトの氏族に属する者は、刃物のあつかいにも熟達せねばならぬ。

　渦うずを巻く風のように疾はしったアードは、ようやく剣けんを抜いた男と間合いを詰つめた。精せい妙みような動きで、鋼を打ちあわせることもなく、その男の腋えき下かから切っ先を突つき入れ、心臓をえぐった。

「おい……ッ」

　残った敵は二人。そのうちの一人が、怯おびえた声を上げる。

「どういうつもりだ……！　俺たちに罪はないとフェルトレが……！」

　それ以上言わせるつもりはない。

　男が大きく開けた口に、アードはプファイトの実をほうりこんだ。まさかこうもすっぽりいくとは、投げた本人も考えなかったが、男の喉に達したところで、実は破は裂れつした。頭が内側から炎に包まれ、眼がん窩かや鼻び孔こうから炎が噴ふき出た。

　残ざん虐ぎやくと非難されれば、それを否定するつもりもないアードである。なにせ七対一だ。手段を選んでいる余よ裕ゆうなど持てない。だが、残りはこれで一人だけ──とはいかなかった。

　炎に包まれて倒たおれた三人が、もぞもぞと起き上がったからだ。

「ゾンビかよ」

　魔法によって操あやつられる、動く死体のようだとアードは罵ののしった。だが、もちろん彼らは生きている。全身を、青色の液体で濡ぬらしていた。

　間引きと育成の氏族の祖霊トーテム植物、ムラバウの樹液だ。

　ムラバウは、人の背せ丈たけほどに伸びて、水みず袋ぶくろのような実と、ふくれる幹のこぶと、丸い地ち下か茎けいとに、それぞれ異なる性質の樹液を蓄たくわえる。乳となりエルファの子らを肥やす、その実の白い樹液。幹のこぶに溜たまる青い樹液は、炎をいとも簡単に消し去るが、同時に木々を枯からす。そして、地下茎からにじみ出る黄色の液体は、覚めることなき幸せな眠ねむりをもたらす。

　青い液で炎を消し止めた女は、手にした奇き妙みような武器に、黄色い液を注いでいる。鹿しかの角を、手て槍やりに作り替かえたような武器だ。

　処罰の氏族ジャングは、裁きの毒を短たん剣けんにまとわせる。間引きの氏族ムラバウは、祖霊トーテム動物たる鹿の角に模した、この武器を使う。鹿アン角トラー射プツシ杖ヤーと呼ばれ、枝分かれした先端から薬液を射出し、あるいは突き刺さして体内へ注ぎこむ。

　その恐おそるべき武器の先端をアードに向け、動けばすかさずくりだす構えで、エルファの女性が口を開いた。

「ここまで容よう赦しやのない男だったとは、はじめて知った。アード・サイレントウルフ」

　声が低くかすれているのは、動どう揺ようのせいではなく、もとからだ。

　かつては子供らにとって、安らぎをもたらす声だった。

「ゾイラ・ホワイトムース」

　アードはその名を呼んだ。くちびるになじんだ名である。

　エルファの子は、血を引いた親ではなく、その役目を担う氏族の者に育てられる。幼いアードはこの声になだめられ、指の長いあの手によって乳代わりの白い樹液を与えられて育った。

　彼とゾイラに、見た目の年ねん齢れい差はさほど感じられない。エルファは、老化が遅おそく、寿じゆ命みようが長い。かつての養い親であっても、いまは対等。

「あんたほどの人が、人間ごときにたぶらかされたとは思っていなかったがよ。このようすだと、むしろあんたが導いたってことでいいんだよなあ」

「いまさら、何を言ってる」

　ゾイラの長身は、アードを上回る。瞳の色は、冷ややかな氷の色だ。その瞳が、病の熱に浮かされたアードを冷ましてくれたこともあった。

「フェルトレの前で、わたしが申し開きをしていたのを聞いていただろう。あれが、誰かに教えこまれたものに聞こえたか。犠ぎ牲せいはやむを得ない。森の円環の大義のために」

　エルファの氏族のうち、部族にただひとりしか存在しないのがフェルトレである。フェルトレの木も、部族ごとに一本きり。その部族の領域で、常に最も高い木だ。

　最後に決断を下す役目を担う氏族。

　今日の昼間、ゾイラは、蒼あおき湖のほとりの部族に属する氏族の長おさたちの前で、堂々と論ろん陣じんを張り、おのれにかかった罪を罪ではないと言いくるめてみせた。

　納なつ得とくしなかったのはただひとり、この場にいる男だけだ。

「フェルトレやジャングがどう言おうと知ったことじゃねえんだよ。俺が敵だ、っつったら敵なんだよ。俺はな、獲え物ものを逃にがしたこたぁねえんだ」

　唸うなりをあげて言うアードの左右に、立ち上がった男たちが回りこもうとしている。仲間をこれだけ一気に倒されていながら、動きに怯えはない。いつ切りかかってくるともしれぬのに、アードは、まったく彼らに注意を払はらっていないようだった。

　憤ふん怒ぬの熱にぎらつく目は、ゾイラを見つめて揺ゆるがない。

「そういうことだから、おまえは円環におさまらないと言われるのだよ……」

　アードを育てた女性もまた、視線をがっちりと受け止めており、氷の色をした瞳は、凍いてついたように動かない。

「けれど、狼おおかみの仔や。おまえは幾いく多たの命を刈かり取ってきたろうが、エルファを殺したことは、まだなかったはず。その禁忌を厭いとわぬなら、おまえは、先ほど真っ先に私を殺すべきだった」

　冷たい瞳が、アードを威い圧あつしようとしている。

　アードが、笑った。

　否いな。牙を、さらにさらにむきだした。

　同族殺しの、血ち塗ぬられた手を、おのが眼前にかざしてみせる。

「ベレスを狩ったのが誰か、聞いてねえのか。ベレスが殺した人間の子供を見つけたのは誰か、聞いてねえのか」

　彼の言葉に、ほんのわずか、ゾイラが突きつける鹿アン角トラー射プツシ杖ヤーの穂ほ先さきがぶれた。

　狼が、獲物に飛びかかる。

　防ぼう御ぎよなど知らぬ。ただその牙が届けばよいと、届きさえすれば嚙かみ裂くと、ただ一本の矢のごとく。いや、投擲器スロウワーから放たれた一つのプファイトの実であるがごとく。

　アードの左右から、剣をかまえた男たちが突っこんできた。あまりにも躊躇ない突とつ撃げきだったがゆえに、彼らの反応は遅おくれた。右の剣はアードの腹をえぐり、左の剣はふとももをかすめた。

　それなりに深傷ではある。しかし、アードを止められるほどではない。

　ゾイラは、その突撃の勢いを利用して、彼を串くし刺ざしにしようとした。鹿アン角トラー射プツシ杖ヤーは、先端から薬液を射出するのが主要な使い方だ。うかつに突き刺せば、破損する。

　だが、ゾイラは、ムラバウの氏族でも最も熟練した使い手だ。そして、同どう胞ほうたるエルファの命を奪うばうことに迷いがない。

　迷わず、穂先はアードの目を狙ねらった。

　アードの刃が、鹿アン角トラー射プツシ杖ヤーを防ぐ。枝に分かれた角の、あいまに刃がこじいれられた。

　だが、鹿アン角トラー射プツシ杖ヤーを操る者は、これを防御に使う技術にも習熟する。ゾイラはぐるりと武器を回転させ、アードの手から刃をもぎとった。

　一いつ瞬しゆん、攻こう撃げきが遅れることにはなる。だが、アードは既すでに剣の傷を二か所も負っている。さらに追撃も喰らうだろう。しかも、これで彼は素す手でだ。ジャングであれば、素手で、関節を砕くだき首をひねり、命を奪うすべも学ぶ。だが、プファイトの氏族に徒と手しゆ空くう拳けんの戦せん闘とう技術はない。

　代わりに魔法ならばある。しかし、いかに熟達しているとはいえ、アードが呪じゆ文もんを使うには、一瞬の刻ときが必要だ。彼が魔法に頼たよるなら、ゾイラの鹿アン角トラー射プツシ杖ヤーをそらして稼かせいだ時間は無む駄だになる。どうするべきか迷うはずの局面。

　けれど、アードは、まったく迷うことなく、間合いをさらに詰めた。むきだしの牙きばが、濡れている。おのが血か、それとも──。

　本当に嚙みつくつもりかと、ゾイラは思った。

　だが、彼が突き出してくる拳こぶしを見て、ゾイラは彼の意図を理解した。アードは、ありったけのプファイトの実を握にぎりこんでいたのだ。

　アードが、手を開いた。指ではじかれたプファイトの実が、ばらばらとゾイラの顔めがけて飛んでくる。まっとうな手段ではない。自分自身を巻きこむ覚かく悟ごでなければ、到とう底てい使えない。

　ゾイラは舌打ちしつつ鹿アン角トラー射プツシ杖ヤーでなぎ払おうと試みた。けれどもちろん、その接せつ触しよくですらプファイトは破裂する。爆炎の中へ突っこんできながら、アードは左手を下から振ふり上げた。

　もちろんこちらの手にも数個のプファイト。背後から男たちが斬きりつけた。腰こしをえぐったひとふりは致ち命めい傷しようとも見えたが、それでいまさら止まるものでもない。

「ケリだッ」

　決着であるという叫さけびと共に、アードが再び衝撃波の呪文を唱えようとする。

　プファイトの実の誘ゆう爆ばくを狙ってのことだ。

　この時点で、ゾイラは生存をあきらめて、苦笑いを浮うかべた。同胞の命を刈る氏族は、おのが命にも無む頓とん着ちやくだ。

「まったく、おまえらし……」

　苦みをこめたつぶやきは、最後までたどりつくことなく、炎の中に飲みこまれた。




　──どれほどの間、意識を失っていたのだろう。目覚めれば、あたりは明るかった。

「ああ、気がつきましたね」

　穏おだやかな笑えみを浮かべた顔が、アードをのぞきこんでいた。視野が狭せばまっていて、その顔しか見えない。若いエルファだ。年の頃ころはアードと変わらない。見覚えのない顔だ。

　アードは、目玉を動かすことすらできず、ぼんやりと男の顔を見つめていた。

　エルファの間には、耳の角度が人ひと柄がらをあらわすという俗ぞく信しんがある。横に突き出た耳は互たがいにつながり円えん環かんになじむ性格であり、上に突き出した耳は円環から飛び出しがちだ、と。

　アードについては、間ま違ちがってはいない。ならばこの若い男のエルファは、円環にすんなりおさまって、突とつ出しゆつなどしない性格だろう。

　好かんやつだ、と思った。こっちを気き遣づかっているのが、また腹が立つ。

　むかつきを感じると、気力と体力が戻もどってきたように思えた。アードをつき動かすのは、いつだって怒いかりだ。

「殺すなら、とっとと殺してくれねえか」

「いやですよ。これ以上、仕事を増やさないでください」

　言われて、ようやくその男が、豹ひようの紋もん様ようを要所にまとっていることに気がついた。

「ジャングじゃなくてレスティリかよ。……なら、俺も月に送ってくれりゃよかったんだ」

　豹とレスティリを祖霊トーテムとする氏族が果たす役割は、治ち癒ゆと葬そう儀ぎだ。肉体を大地に返し、魂たましいは矢に乗せて空へと射放ち、月へと送る。

「事情がわかりませんでしたので、息のある人は助けることにしました」

　アードの、文字通り嚙みつくようなもの言いを、男はさらりと受け流した。

「俺は掟おきて破りだ。どうせジャングの試練を受ける」

　アードがさらに嚙みつく。だが、男のやんわりした笑顔に、彼の牙は通らない。

「試練を受けるっていうことは、まだ、破ったか破ってないかわからないのでしょう？」

「ごじゃごじゃ言ってんじゃねえよ！　とっとと俺も送りやがれ！」

　吠ほえながら、アードは上半身を起こした。

　若いレスティリは、目をまじまじと見開いて、アードを見つめた。

「驚おどろきましたね。全身、ばらばらになりかけていたのに。どうしてそんなに元気なんです？」

「知るか、バカ！　てめえの手当てがよく効いたんだろうよ！　いいから……」

　そこまで言いかけて、アードは、ぐっと言葉を飲みこんだ。レスティリの男は、真ま面じ目めくさった顔で怒ど鳴なるアードを見つめている。目が見ている場所からすると、怪け我がの具合を検分しているようだ。やがて、レスティリの男は、大きくうなずいて言った。

「こうも元気な方を月に送ったりしたら、私がジャングの試練を受けることになりますね」

「……わかったよ、別に俺も、どうでも死にたいってぇわけじゃねえ」

　──生き延びた以上は、欲よくが出ている。

「あんた、見たことのない顔だな」

　アードは、どさりと横になった。レスティリの男に問いかけた。

「驚きましたよ」

　レスティリの男は、直接、返答せずにまずそう言った。

「蒼き湖の同胞が、頼たのみがあると矢を打ちあげているので来てみれば、その途と中ちゆうで殺し合いに出くわしたんですから」

　エルファの葬そう礼れいは、矢を以もつて魂を月に送ること。葬儀を司つかさどる氏族レスティリは弓と矢の使いように熟達する。その余技として、さまざまな用よう途とにも使う。伝言の矢というのは、アードには初耳だが、納得のいく使い方だ。

　そして、彼の部族のレスティリが、他ほかの部族から同じ氏族を呼んだ理由も見当がつく。

　面めん倒どうをみられるのがいやなら、とっとと追い払うほうがいい。脅おどしても無駄そうだしなと、アードは、彼にしては珍めずらしい、穏やかな声で忠告した。

「ずいぶんと死人が出たから、手がまわらねえんだろう。急いでいってやれよ。この体じゃ逃にげられもしない。ここにいるから、うちのレスティリに、アード・サイレントウルフがここにいるって言えばわかる」

「サイレント」

　レスティリの男が、舌の上で転がしているような調子でつぶやいた。

「ハウリングではなく」

「うるせえ」

　倒たおした身をまた起こして、がうるると、アードは喉のどの奥で唸った。静かな狼よりは吠える狼と名乗ったほうが似合う、というのは、同じプファイト氏族の者たちからは何度となく言われたことだ。だがまさか、ほんの数言をかわしただけの相手からも言われるとは思わなかった。

　睨にらんでくるアードを、レスティリの男は、困った顔つきで見つめている。

「あなただけではないんですよ。人間族も何人か生きてます。目覚めそうにはないですから、こちらが助けを呼んだところです。もうすぐ来るでしょう」

「生きてる？」

　アードは、ぐるりとまわりを見ようとして、激痛に倒れこんだ。

「助かるかどうかわかりません。エルファの女性の方、ムラバウの武器を持っていた方は手のほどこしようがありませんでした」

　ゾイラには、きちんととどめを刺させたようだ。

　アードの喉から哄こう笑しようが噴ふきあがった。いろいろなものが夜空に溶とけていくような笑いだった。

　彼が笑いをおさめるまで、レスティリの男は何も言わなかった。ようやく、アードが静かになった時に、レスティリの男はぽつりと言った。

「後で、もう一度、傷口を縫ぬったり継ぎあわせたりします。もう呪文は使いすぎたので、手当てはかなり痛くなりますよ」

　治癒の呪文は、生き物が帯びる生命の波動をふるいたたせるものだ。何度も使えば、命の根源を涸かれさせてしまう。だから呪文が使えないのはわかる。

「なんでいますぐやらん」

　縫ったり継つぎあわせたりの手当てのほうは、別にそういった制限はなかろう。

「もうちょっと、気持ちを吐はきだしたそうな顔です」

　また傷口が開いたら、二度手間だということだろう。穏やかそうで、なかなかに辛しん辣らつだ。

　アードはしばらく黙だまっていた。気がつくと話しはじめていた。

「うちの部族のムラバウが、間引いた木々や動物を、人間と取り引きしてやがってな」

　思い切って口を開くと、するすると言葉が出てきた。

　案外、誰だれかに聞いて欲しかったのかもしれない。

「人間が、俺たちが認めた以上の森の恵めぐみを手にしててな。カアンルーバが探さぐった」

　森を出ての探たん索さくを役目とする氏族である。

「ムラバウのしわざだった。俺たちとジャングで狩かった。おっと、まだ終わりじゃないぜ」

　レスティリの男が質問しようとした気配を察して、アードは遮さえぎった。犯人として狩られたのは、ベレスという男だ。ゾイラのもとでアードと共に育った幼なじみ。

「そいつが狩られた後で、ムラバウの長おさが言い訳をした。この森を、人間の戦火に巻きこまないためにやったことだとな」

　森の外では、人間たちが長く戦いを続けている。エルファたちは、戦いくさを森に持ちこませないことを目指してきた。だが、往々にして戦火は森の辺へん縁えん部を飲みこんだ。滅ほろびた部族もあれば、復ふく讐しゆうのために森を捨てたエルファの噂うわさも聞く。

「食料を与あたえ、通り過ぎる道を教える代わりに、森を戦に巻きこまない約束をした。みんなが反対すると思ったんで秘密にした。そう言われて、フェルトレは納なつ得とくして許した」

　アードの話を聞いているレスティリは、カンの良い男のようだった。そこまで聞いて、ここで何が起こったのか、ほぼ悟さとったようだ。いつものアードなら、それと悟れば、面倒くさくなって、黙るところだが、今日は違ちがった。

「あなたは許せなかったのですか」

　レスティリの男が尋たずねた。死んでいたエルファの女──ゾイラが、フェルトレに言い訳をしたムラバウの長であり、倒れていた人間の男たちが、この森のすぐ外で戦をしている兵士たちだと理解しての質問だ。

「許すとか許さないとかじゃねえ。……俺が、最初に狩ったムラバウの男はな、自分たちの秘密を守るために、子供を手にかけてた。迷いこんできた人間の子供をな。……困ったことによう、そいつはなんにも恨うらみなんてねえって顔で、眠ねむるように死んでたんだ」

　これにはさすがに、レスティリの男も戸と惑まどいを顔に浮かべた。その子供の恨みが乗り移って、アードを突つき動かしている──そういった告白を予想していたのだろう。そうではないのだ。

　──けど、わかりゃしないよな、と、アードは思った。

　だが、レスティリの男は言った。

「その子が死んだことの意味を、あの人は答えてくれたのですか……。我らが守る森の円環と、この世界そのものの円環が、果たして同じものかどうか、教えてくれましたか……」

　レスティリの男は、視線をどこかに向けている。そこにゾイラの遺体があるのだろう。

「そんなことを尋ねやしなかったからな……」

　驚きつつ、アードは応じた。彼が感じていた、何かがずれているような感覚を、いまこのレスティリの男が、はっきりと言葉にしてくれた。尋ねやしなかったのではなく、尋ねるべき疑問が、まだ見えていなかった。その焦しよう燥そうを、怒りの感情だと思いこんで、ただ狩人かりゆうどとしてぶつかれば、すっきりできるのではないかと、自分がやみくもに動いたのだと知った。

「……わからねえな。わかってんのは、俺が、掟破りをしたことだけだよ」

　アードが言うと、レスティリの男は、困った顔で彼を見つめた。

「わからないのなら、掟破りでもなんでも、やはり生きていくしかないでしょう。疑問を抱かかえたまま、月に行くわけにいかないのですから。たとえ、森にはおさまらないとしても」

　穏やかな口調だが、言っていることはとんでもない。森から逃げてもいいと、こいつはいうのか。横に伸のびた耳をしているくせに、円環におさまらないことをあっさり言い放った。

　もしかして、この男も同じように感じているのだろうか、とアードは思った。

　世界にはまだ、自分と同じような存在がいるのかもしれない。世界はそういうものだと押しつけられた説明に、息が詰つまるような思いを抱いだいているものが。

　この男のように穏やかな表情に、それを隠かくしているだけなのかもしれない。

　ゾイラに、言葉で尋ねてみたら、戦いでわからなかったことがわかっただろうか──。

「あんた、名前は？」

　アードの質問に、男は静かな口調で応じた。

「ラナーク・ブラストウィンド」

　吹ふきつける風が、おのれの心を、新たな旅へといざなうのを、アードは感じていた──。





彼らの旅へと続く



























本書は１９９３年６月に刊行された『ルナル・サーガ３　黒の海流』（角川スニーカー文庫）を加筆修正したものです。
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